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Episode1

頭脳派頂上決戦!! 何故か孝太郎の危機!?







　同世代の若者達たちと比ひ較かくした場合、孝太郎達には距きよ離りに縛しばられないという素す晴ばらしい利点がある。ティアの『青あお騎き士し』やクランの『朧ろう月げつ』の力を使えば、行きたい時に行きたい場所へ遊びに行ける。真冬だって泳ぎたいと思ったら、南半球や赤道直下へ行けばいい。やろうと思えば午前中に登山をして午後に海で泳ぐなどという荒あら業わざも可能だ。遊びたい盛りの若者としては、とても恵めぐまれた環かん境きようにあると言えるだろう。

　この日はその利点を活いかしてスキー場へやってきている。忙いそがしい毎日の合間を縫ぬっての二泊はく三日のスキー旅行は、孝太郎達が待ちに待った一大イベントだった。

「コータロー、最上級コースへ参るぞ！　ついて参れ！」

「こっちの森林超ちようロングコースじゃなくていいのか？」

「それは後で参る！　全部行くに決まっておろうが！」

「それもそうだな。他に誰だれか行かないか？」

「あ、私もそっちに行くわ。面おも白しろそう！」

　スキーを始めとするウィンタースポーツともなれば、体力自じ慢まんの三人―――孝太郎とティア、静しず香かは目の色が違ちがう。これまで学校行事で何度かスキー旅行のようなものを経験しているので、三人は既すでにスキーやスノーボードの技術を体得している。別段何の準備もなく難関コースに挑いどむのがこの三人だった。

「森林コースに行く時には声をかけて下さい。私も行きたいです」

「あたし達が勘かんを取とり戻もどすまでぐらい待ちなさいよね、もぉ………」

「孝太郎達が最上級コースに行っている間に、雪に慣れればよかろう」

「私は少しずつペースを上げて行こうと思います」

　真ま希きと早さ苗なえは孝太郎にくっついていきたいのだが、残念ながら技術的な部分に問題があった。二人ともウィンタースポーツの経験が乏とぼしいのだ。キリハの場合はそれとは少し違っていて、教師役として残った。キリハは孝太郎達と行こうと思えば行けるのだが、それではスキーやスノーボードを教えられる人間が居なくなってしまう。これは周囲を思おもい遣やっての判断だった。晴はる海みは純じゆん粋すいに体力が問題になっている。早い時期から全力で遊んでしまうと、体力が一日持たないのだ。

「わたくし達は今の内に雪上のデータを集めておきませんと」

「半自動スノーボードもデータなしでは張り子のトラでしてよ」

　多少毛色が違うのがルースとクランだ。二人は自分達の運動能力をきちんと把は握あくしており、そのハンデを科学技術で乗のり越こえる事にした。そこで二人はどんな素人しろうとが乗っても転ばないスノーボードを用意した訳なのだが、基き礎そ的てきなデータが取れるまでは上級コースに行くのは危険すぎる。まずは真希達と一いつ緒しよに、という判断だった。

「何が楽しくてこんな寒い所で遊ぶんでしょうねぇ………」

「あら、ユリカさんはこういうのは苦手なのですか？」

「温泉でぇ、じっとしてたいですぅ」

　全然駄だ目めなのがゆりかとエルファリアだ。ゆりかが駄目な理由は言うまでもないが、エルファリアが駄目な理由は単純に地球式のウィンタースポーツが初体験である事に起因している。技術云うん々ぬん以前に、スキー場の何たるかを知るところから始まるのがエルファリアだった。










　孝太郎達が最上級者向けのコースに行ってしまうと、残された少女達とエルファリアは思い思いに練習を始めた。自分達で何とかしているのは真希と早苗、そしてクランとルースの四人だ。真希と早苗は勘を取り戻せば普ふ通つうに滑すべれるし、クランとルースはデータが取れれば道具の方が勝手に滑るようになる。そして自分ではどうにもならないゆりかとエルファリアは、晴海とキリハがそれぞれ面めん倒どうを見る事になっていた。

「何で転ぶ練習が必要なんですかぁ？」

「ゲレンデでは誰も止めてくれる人が居ないからですよ」

　ゆりかの先生役は晴海が引き受けている。晴海は技術的な部分は全く問題がないので、ゆりかに教える分には問題は無い。またゆりかは晴海を尊敬しているので、言っている事を素す直なおに聞くというメリットもあった。

「痛いですかねぇ？」

「馬ば鹿かにしていると、大おお怪け我がをします。場合によっては………」

「是ぜ非ひ教えて下さい！　がんばりますぅ！」

　またゆりかは孝太郎に、スキーをやらずに逃にげたらお仕置きだと約束させられてしまったので、雪上で無事でいる技術の習得は急務だった。

「なるほど、この歩き難にくい靴くつは身体からだごと板に固定してしまう為ためのものなのですね」

「はい。後は体重の移動だけで板の角度が調整できますから」

「この構造だと、基本は板の内と外の尖とがった部分を斜しや面めんに立てるイメージですね？」

「仰おつしやる通りです」

　エルファリアは文化としての地球式ウィンタースポーツを全く知らない為、全く身動きが取れない状態にある。だが彼かの女じよは体力はあるし、頭の回転も速い。おかげでキリハが教える事をあっという間に吸収していく。彼女がそれなりに滑れるようになるまでには、何十分もかからないだろう。

「おっと、とととっ」

「お上手です、陛下」

「キリハさん、そこからお世辞と敬意を抜ぬくと？」

「板をコントロールしようという気が強過ぎます。ある程度斜面の形状に合わせて大だい丈じよう夫ぶです」

「そちらの方が上達は早そうですね。しばらくそれで頼たのみます」

「承知致いたしました」

　キリハはティアに対しては対等な物言いだが、エルファリアに対しては敬意を払はらっている。これはキリハ自身も一国の姫ひめであるからなので、一国の主あるじであるエルファリアに対しては自然と尊重する形になる。だがスキーのコーチをする上では尊重は邪じや魔まなので、エルファリアはキリハに本音を言うように求めた。

『おーい』

『ははうえー！』

　そうしてエルファリアが雪の上をおっかなびっくり滑り始めた頃ころ。お馴な染じみの声が頭上から聞こえてきた。それはリフトに並んで乗っている孝太郎とティアの声だった。二人は大きな声を出しながら、楽しそうに手を振ふっていた。

「落ちないように気を付けるのですよ！」

『分かっておりまするー！　母上も気を付けてー！』

「こちらは任せよ、里さと見み孝太郎！」

『任せたー！』

　孝太郎とティアは僅わずかな言葉を交かわすと、エルファリア達の頭上を通り過ぎていく。すると今度は静香が一人でリフトに乗ってやってきた。

『キリハさ～ん、このリフト変に傾かたむいてな～い～？』

　静香はリフトの傾きを心配していた。別に怖こわいという訳ではない。女の子一人が乗っているにもかかわらず、必要以上に傾いていると恥はずかしいという発想からだった。

「大丈夫だー！　普通はそんなものだー！」

『ありがと～！』

　キリハは女の子が一人でリフトに乗った場合の、正確な傾きについての知識がある訳ではない。しかしこの局面では、真実にはそれほど重大な価値はない。キリハはそれが分かっているから、あえて他のリフトの様子を確かく認にんしたりせず、自分の主観だけで答えて静香を見送った。

「………キリハさん、本当は貴女あなたもあちらへ行きたかったのでは？」

　なおもリフトの傾きを気にしている静香、その向こう側にいる孝太郎とティア。孝太郎とティアは二人で何事か喋しやべりつつ、時には拳こぶしで互たがいを叩たたき合あいながら並んでリフトに乗っている。その親密な様子は距離が離はなれた今でもしっかりと伝わってくる。エルファリアは他人の心の動きに敏びん感かんなので、本当はキリハも孝太郎の隣となりに座すわりたかったであろう事は想像がついていた。

「その気持ちがないと言えば嘘うそになりますが、この場面でそうしてしまうとティア殿どのが可か哀わい想そうです」

「大人ですね、キリハさん」

「これはお互いに自然とやっている事です。ティア殿も、私が孝太郎と何かをしている時は割り込んで来ません」

「………ふふふ、貴女達には、貴女達なりの配はい慮りよがあるのですね」

　エルファリアは穏おだやかに目を細めると、離れていく孝太郎達の背中に再び目を向ける。エルファリアは普ふ段だんから自分の心を厳しく抑よく制せいしているから、今の表情からだけではその心を推おし量はかるのは難しい。だがキリハにはエルファリアの気持ちが分かるような気がしていた。エルファリアは初はつ恋こいの人と二十年以上の時を経て再会した。キリハは期間こそ半分なのだが、同じような経験をしている。だからキリハは思うのだ。本当はエルファリアこそが、孝太郎の隣に座りたかったのではないか、と。










　孝太郎とティア、静香の三人が向かった上級者向けのコースは、三基のリフトを乗り継ついで到とう着ちやくする。リフトはそれぞれ十分ほど乗る事になるので、麓ふもとから上級者コースへ行くだけで四十分近くかかる。そしてそこから滑り降おりてくる訳なので、孝太郎達がキリハ達の所まで戻って来たのは、別れてから一時間以上が過ぎてからの事だった。

「あっ、孝太郎が戻って来たよ！」

　最初にそれを感じ取ったのはやはり早苗だった。早苗は少し前から自分を中心とした半径数百メートルの霊れい波はを見張っていたので、そこへ孝太郎が入った瞬しゆん間かんからその存在を感じ取っていた。早く孝太郎が帰って来ないかとずっと待っていたのだ。

「どこですか？」

「あっちあっち！」

「まだ見えませんね」

「あのでっぱりの向こう側にいるんだよ。もうすぐ見えると思う」

　ずっと待っていたのは真希も一緒だ。真希と早苗は他のスキーヤー達の邪魔にならないように端はしに止まると、ゲレンデの上の方に目をやる。するとそこへクランとルースもやってきた。

「メガネっ子、その滑り方何とかなんないの？　真まっ直すぐ過ぎて変だよ」

「わたくしの技量が上がるまでは無理ですわ。そういう設計ですの」

　クランとルースはスノーボードで滑っているのだが、二人のボードには自動的にバランスを取る機能が備わっているので、極きよく端たんに安定している。明らかに素人の引けた腰こしで、プロ並みの安定性で滑っているのだ。事情を知らない人が見ても多少疑問に感じるような状態なのだが、当のクランは気にした様子はない。この状態は補助機能が強めに働いた結果なので、クランとルースの技量の向上に応じて緩かん和わされていく。だから遠からず不自然さは消える訳なので、クランは特に問題になるとは考えていなかった。

「ところでサナエ様、マキさん、どうかなさったのですか？」

「そうそう、それですわ」

　むしろクランとルースにとって問題だったのは、早苗と真希が急に止まった事の方だった。早苗と真希が急に止まってゲレンデの上の方を眺ながめ始めたので、二人は気になってやってきたのだ。

「孝太郎達がそろそろ帰ってくるから。ホラ」

　早苗がゲレンデの上部を指さした、ちょうどその時。孝太郎とティア、静香の三人がゲレンデに姿を現した。上級者と中級者のゲレンデを制せい覇はした三人は、初心者のゲレンデに戻って来たのだ。

「里見君！　………って、なんか様子が変ですね」

　姿を現した孝太郎達を見て顔を綻ほころばせた真希だったが、すぐに首を傾かしげる。初心者用のゲレンデであるのに、そのスピードが速過ぎるのだ。この場所でそんなスピードで滑ったら他のスキーヤーやボーダーの迷めい惑わくになる。だが幾いくら楽しくても、真希にはあの三人がそういう迷惑な事をするとは思えなかった。

『たぁ～すけてくださぁぁぁぁぁぁいぃぃぃぃぃぃっ！』

　しかし真希の疑問はすぐに解けた。ところどころにピンク色の何かを覗のぞかせた巨きよ大だいな雪玉が、孝太郎達の背後に現れたのだ。雪玉はまるで誘ゆう導どうミサイルのように美しい軌き跡せきを描えがき、前方を滑る孝太郎達を追う。孝太郎達はこの雪玉から逃げる為に、スピードを出していたのだ。

『こっち来るなゆりかぁぁぁぁっ!!』

『そんなこといったってぇぇぇっ!!』

「………あっ」

　ぽぐっ

　いかにスキーといえども、ブレーキもせずに全力で転がる雪玉よりは遅おそい。心配する真希達の目の前で、孝太郎はその雪玉に轢ひかれた。










　晴海の丁てい寧ねいな指導もむなしく、転てん倒とうしたゆりかは巨大な雪玉に成長。折しも通りかかった孝太郎達を追って転がり始めた。だが幸い轢かれた孝太郎には怪け我がはなかった。雪が上手い具合にクッションになり、雪玉の加重を分散させてくれたのだ。しかし雪に埋うまって身体が冷えたせいか、午後に入った頃から熱が出始めた。にもかかわらず、どうせ大した事ないだろうとスキーを続けた事で体調は急激に悪化。夕方になる頃には誰が見てもそれと分かるほど明確に風か邪ぜをひいていた。

「馬鹿だな、里見孝太郎」

「しょうがないだろ、スキーなんてそうそう機会はないんだから」

　孝太郎は今、ホテルの一室で休んでいた。その額に乗せられていた濡ぬれタオルを氷水で洗いながら、キリハが笑う。緊きん急きゆう時には滅めつ法ぽう頼たよりになる孝太郎なのに、こういう部分では頼りなさというか、子供っぽさが拭ぬぐえない。だがキリハはそれを口ほどには馬鹿だと思っていない。それが自分達に対する無意識の甘あまえである事が分かるから、キリハはむしろ嬉うれしいと思っていたのだ。

「レイオス様、何かお食べになりますか？　何でしたら食べさせて差し上げますよ」

「さっき皆みんなになんだかんだ食べさせられたから、飲み物だけでいい」

「はい、すぐに」

　部屋にはキリハ以外にももう一人孝太郎の看病をしている者がいる。それはスキーをする時もキリハと一緒だったエルファリアだ。エルファリアは一応最年長者で、名目上はこの旅行の引いん率そつをしている。実質上の引率者であるキリハと共に残ったのはごく自然な流れだろう。

　ちゅー

「ん～～～」

「コラ、何のつもりだ」

「………んくっ。何って、口移しでジュースを飲ませて差し上げようかと」

　ちゅー

「ん～～～」

　ごんっ

「………んくっ。もー、照れなくて良いじゃないですか、レイオス様。私とレイオス様の仲ですよ？」

「どんな仲だ、どんな」

「美び貌ぼうの母と、義理の息むす子こです」

「馬ば鹿か野や郎ろう」

　だがキリハが見たところ、エルファリアは別に引率者としての役目で残ったようには見えない。どちらかといえば自分がそうしたかったから残ったように見えていた。

　―――口では二十年前の事だと仰っているが、人の心はそう簡単に割り切れるものではない………特にエルファリア陛下の場合、その出会いと別れには、お互いに何の落ち度もないのだから………。

　娘むすめのティアや他の少女達の為に、そして二十年の断絶が故ゆえに、エルファリアは常に冗じよう談だんという鎧よろいを纏まとっている。だがその鎧の向こう側では、今もなお思し慕ぼの念が燻くすぶっているのではないか―――自身も似たような経験をしているだけに、キリハにはどうしてもそのように感じられてしまうのだった。










　看病がいち段落して孝太郎が寝ね付ついたところで、キリハとエルファリアは食事をしに部屋を出た。その帰りに、キリハはホテルのゲームコーナーに目を留めた。実はこのホテルはゲームコーナーにも力を入れている。天候が悪化した時にはスキーもスノーボードも出来なくなるので、宿しゆく泊はく客きやくを楽しませる施し設せつが充じゆう実じつしているのだ。

「………ふむ、これなら………」

　遠目から設置されている各種ゲームを確認したキリハは小さく微笑ほほえむ。そして隣を歩くエルファリアに話はなし掛かけた。

「陛下、少し地球式のゲームで遊んでいかれませんか？」

「ゲーム？　しかしレイオス様がお休みですから………」

　エルファリアはあくまで孝太郎の看病を優先したい様子だった。彼女は孝太郎の部屋の方をしきりに気にしていた。

「短い時間なら問題はありません。それに、もし陛下が看病だけでスキー旅行を過ごしたと知れば、孝太郎は悲しむでしょう」

「そうかも、しれませんが………」

「そこで考えたのですが、私と陛下がゲームで対決し、負けた方が看病を担当するのはいかがでしょう？　勝った方は自由にしていて良い訳です」

　キリハはにこやかに笑う。元々看病には二人も要いらない。ゲームを利用して楽しく交代でやった方が負担も軽くなり、効果的だ―――というのは表向きの理由だ。

「………そういう事なら。負けませんよ、キリハさん」

「お手並みを拝見させて頂きます、陛下」

　実はキリハには、この対決を利用してやりたい事があった。その為に、わざわざこんなゲーム対決を言い出したのだ。

　―――後は我わが陛下に勝てば良い訳だが………難敵だな………。

　エルファリアを孝太郎と二人きりにしてやりたい、キリハはそう考えていた。だがエルファリアは、ティアや他の少女達の為に、本当の意味でそれを望む事はない。ゲレンデでキリハがティアに譲ゆずったのと同じような考え方だろう。だからこのやり方が必要になる。キリハはエルファリアに、負けてしまったのだから仕方がない、決して自分の意志ではない、そういう言い訳を用意してやろうと考えたのだ。

　とはいえエルファリアも馬鹿ではない。年長者だし、その仕し事ごと柄がら、駆かけ引ひきや交こう渉しよう事に関しては高い実力を誇ほこる。今の時点でキリハが何がしかの目的を持っている事は既に感じ取っていると考えた方が良いだろう。そうなると余計な気き遣づかいは不要だと、エルファリアが勝ちに来る可能性が極きわめて高い。本気のエルファリアを負かすには相当の労力を要する。いかにキリハといえど、簡単な相手ではなかった。










　キリハがエルファリアとの対決に選んだのは、メダルゲームコーナーに置かれているルーレットだった。ルーレットはボールを投げ、赤と黒に塗ぬり分わけられた回かい転てん盤ばんのどこに落ちるのかを予想する正統派のギャンブル。今回のものは完全に自動化されていて、ルーレット自体も３ＤのＣＧで再現されているメダルゲーム仕様のものだが、基本的なルールは本物と同じだ。どの数字が出るか、どの色が出るか、そうしたものに賭かけてメダルを増やすゲームだった。

　今回はそれぞれ二十枚メダルを持ってスタートし、全部で五回ルーレットを回して賭けを行い、最終的に枚数が多かった方を勝ちとする。回数無制限でメダルが切れるまでの勝負なら、リスクを最小限にして安定してメダルを増やす手法が問題になる。だが今回のようにルーレットを回す回数が決まっているなら、両者に駆け引きが生まれる。全く賭けをせずに二十枚を維い持じしてもいいし、最初の一回で全額勝負をしてもいい。とにかく五回のゲームが終わった後に相手よりもメダルの枚数が一枚でも多ければいいので、様々な戦略が生じていた。

　―――このルールの場合、先手を取られるのが何よりもまずい。まずは一枚でも陛下を上回らなくては………。

　キリハの作戦はあくまで攻こう撃げきが基本だった。もし一回目でエルファリアだけが勝ってしまうと、それ以降にキリハと似たような賭け方をされてしまえば逆転は難しくなる。かといって攻せめ過ぎてしまい、大きく負けても同じ事になる。そこでまずは手て堅がたく勝つ事が肝かん心じんだった。

「なるほど、最初はとても動きにくいのですね」

「はい。お互いに何ど処こへ何枚賭けるかが見えてしまいますからね」

　このメダルゲーム仕様のルーレット台は、ボールが投げられるまでの待機時間が一分用意されている。その間に何カ所でも好きな枚数まで賭ける事が出来るのだが、お互いに何処へ何枚賭けたかが見えるので、先に動いてしまうと相手に参考にされてしまう。だから二人が動いたのは締しめ切きり間ま際ぎわだった。

「ふふふ、最初はお互いに手堅く出ましたね」

　エルファリアは赤に四枚賭けた。ルーレットの回転盤には十八個の赤、十八個の黒、０と00の全部で三十八のマスが存在している。そして赤に賭けて当たると賭け金きんが二倍になって返ってくる。確率的にはほぼ五分五分に近く、二十枚スタートの五回勝負なので四枚賭けは様子見には妥だ当とうな数字と言えるだろう。

「ここで大きく負ける訳にはいきませんから」

　キリハの方も似たような賭け方だった。キリハは奇き数すうに四枚賭けた。奇数はやはり十八個あるので、賭けた場合の倍率も同じ二倍。見た目は違っているが、同じ結果をもたらす賭け方と言える。

　キリハはエルファリアが赤と黒のどちらかに賭けると踏ふんで、同じ結果や大きな差に繋つながる赤と黒を避さけた。もし両者が赤と黒だけで勝負した場合は、結果は八枚差か差が付かないかのどちらか。これに対して赤黒と偶ぐう数すう奇数に分かれれば、結果は八枚差、四枚差、差が付かないの三通りになる。リスクの分散をすべきだというのがこの時点のキリハの考え方だった。

　カラカラカラカラ

　二人は共に制限時間ぎりぎりまで待って賭けたので、ボールと回転盤はすぐに動き始めた。それからボールは回転盤の淵ふちを何周か回り、仕切りの所で何度か飛とび跳はねた後、五と刻まれたポケットに飛び込んだ。

「おやおや」

「これは難しくなってきましたね」

　五のポケットは赤く塗られており、数字としては奇数にあたる。結果的にエルファリアとキリハ双そう方ほうが当たりで八枚の払い戻しがあり、メダルは二十四枚に増えていた。

「ふふふ、様子見が様子見になりませんでしたね」

「それでは今度こそ様子見になるようにしないといけませんね」

　二人とも自信たっぷりに笑い合う。もちろんお互いにそれが表情だけである事は分かっている。二人が笑え顔がおの裏でやっているのは腹の探さぐり合あいだ。何処で勝負に出るのか、そのタイミングを読み取ろうと必死になっていた。










　戦せん況きようが大きく動いたのは四回目のゲームだった。三回目を終えた時点で双方のメダルはキリハが二十六、エルファリアが二十四とキリハが僅かにリード。しかしここでエルファリアが大きく勝負に出た。残る二十四枚のうち十二枚を使って、一から十二までのどれかが出るというマスに賭けた。０と00を除外して考えると、これは三分の一の確率で三倍の配当を得る賭け方になる。エルファリアはここで十二枚になるか、四十八枚になるかという大勝負に打って出たのだ。

「このタイミングで出てくるとは！」

　この時のキリハはまだ勝負時とは考えておらず、初期よりも増えた分の六枚を赤に賭けていた。しかもやはりギリギリまで待って賭けたので、今から修正する暇ひまはない。このまま勝負するより方法はなかった。

「二つのゲームを一つと考える事も肝かん要ようです！」

　エルファリアは第四ゲームと第五ゲームをまとめて一つのゲームと考えていた。三分の一の賭けが外れる可能性は三分の二だ。しかし二度行えば両方が外れる確率は九分の四。決して分の悪いゲームではないのだ。

　カラカラカラカラ

　二人が息を呑のんで見守る中、ボールは回転盤のポケットに滑り込む。そのポケットの数字は九、色は赤。双方が当たりだった。

「よしっ！」

「くっ！」

　しかし双方が当たったにもかかわらず、反応は真逆だった。エルファリアは大きくガッツポーズ、キリハは苦々しげに奥おく歯ばを噛かみ締める。キリハは当たってメダルが三十二枚になっていたのだが、エルファリアは四十八枚。キリハは大きく逆転を許してしまった格好だった。

　―――どうやら計画通りに進行しているようですね………。

　エルファリアが第四ゲームで狙ねらっていたのは、賭け率りつやメダルの枚数の問題だけではない。実はキリハの負けムードを演出する事も狙っていたのだ。結果としてキリハもちゃんと勝っているにも拘かかわらず、負けた気分になっている。確率が同じなら勝負は急ぐべし。エルファリアが歳としの功で見み出いだした、駆け引きの鉄則が導いた結果だった。

　―――落ち着くのだキリハ………ここで心を乱しては、ゲームを始めた意味がなくなってしまう………。

　エルファリアの狙いはもちろんキリハも理解している。しかしこのルーレットを始めた理由が非常に感情的な理由である為に、普段よりも若じやつ干かんキリハは冷静さを欠いているような部分があった。おかげでエルファリアの狙い通りに、キリハの気持ちは焦あせり始めている。本物の大人の女性であるエルファリアと、大人びてはいても実はまだ少女であるキリハでは、やはり感情的な部分での勝負は劣おとってしまうのだろう。

「さあ、最後の勝負ですよ」

　エルファリアは狙い通りにゲームを進める事が出来ているので上じよう機き嫌げんだった。そして元気な声でキリハを揺ゆさぶる。

「………」

　キリハは自分を落ち着かせようと何度か深呼吸するが、それでもその行こう為いはあまり上う手まくいっていない。タイムリミットは一分しかない。一分をこんなに短いと感じたのはこれが初めてだった。

　―――流石さすがはエルファリア陛下といったところか………。

　この状じよう況きようはエルファリアが有利だ。実の所、エルファリアは今回賭けなくてもいい。そのままでもメダルは四十八枚という結果であり、三十二枚のキリハに勝つ可能性はあるのだ。これに対してキリハはどうしても賭けざるを得ない。エルファリアが何もしなかった場合を想定すると最低でも四十八枚を超こえなければならないので、十六枚を三倍配当になる二カ所に賭ける等の対策が必要になる。無論、エルファリアもその前提で動く。リスクを抑おさえてメダルを微び増ぞうさせる方向で攻めてくるか、あるいはキリハがやりそうな賭け方と同じ方法で来るかもしれない。大おお枠わくでは、キリハが勝利する可能性を狭せばめる賭け方がエルファリアの狙ってくる賭け方になるだろう。追おい詰つめられたキリハは、四十八枚を目指すか、それとももっと大きな勝ちを狙うか、重大な決断を迫せまられていた。

「仕方ない、あまりいいやり方ではないが………」

　ここでキリハは決断した。実際にどうなっているのかが分からないので避けてきた手法なのだが、この状況では少しでも可能性がある手段で戦う以外になかった。

「勝負！」

「あらあら、随ずい分ぶん思い切った賭け方で来ましたね」

　エルファリアはメダルを分散させ、キリハの二倍賭け一点勝負での勝利を塞ふさぐ形で勝負に来ていた。これはキリハが最後まで攻めると踏んでの判断だった。だがキリハは二倍賭けではなく、三倍になるマスに一点賭けで勝負に出た。これならば確かに当たれば勝てる訳なのだが、明らかにエルファリアが有利だった。

　カラカラカラカラ

　キリハは祈いのるような気持ちでルーレットを見つめている。勝つ事が目的ではないが、勝たねば目的は遂とげられない。自分の勝ちを確信している様子のエルファリアとは対照的な姿だった。

　カランッ

「よしっ！」

「ふふふ………お見事、キリハさん」

　結果はキリハの勝利だった。この結果には思わず彼女らしからぬガッツポーズが出た。キリハが賭けたのは、二十五から三十六までの数字が出るというマス。そしてボールが入ったポケットは二十九だった。

「しかし………どうして最後にそこへ賭けたのです？　キリハさんにしては、随分非論理的な選せん択たくに見えるのですが」

「この台の乱数生成が、完全なランダムではない可能性に賭けたのです、皇こう帝てい陛下」

　キリハはそう言いながら小さく微笑むと、頭上のモニターを見上げる。モニターにはこのルーレット台における過去二十ゲーム分の結果が表示されていた。それらは比ひ較かく的てき小さい数字が多いように見える。キリハはこれを参考に出目を予想したのだ。

　このルーレット台は３ＤＣＧで再現されたものなので、どのポケットに入るのかを決めているのは、コンピューターが生成した乱数だ。それを生成する手法は幾つか存在しているが、この時キリハは乱数列の生成式が使われている可能性に賭けた。それは完全な意味でのランダムではないという事なので、小さい数字が連続している今なら、次が大きい数字になる可能性が幾らか高いのではないかと考えたのだ。

　しかしもちろんこれには根こん拠きよがある訳ではない。実際には全くそんな事にはなっておらず、単にキリハの運の勝利であった可能性の方がずっと高いだろう。それに本当に乱数列の生成式が使われていても、使われ方によってはキリハの予想は無意味なものとなる。それでもキリハは、何の根拠もなしに運頼みの勝負はしたくなかったのだ。

「このルーレット台の仕様によっては、やや勝率が高いかもしれない………そこに賭けた訳ですね」

「はい。そういう訳ですので………孝太郎の看病はお願い致します、皇帝陛下」

　いつも孝太郎とは本音で向き合えないエルファリア。そんな彼女に素直になっていい時間をあげたい。それを叶かなえる為に、キリハは絶対に負けられなかった。ほんの僅かな違いであっても、確率が高い方に賭けたかったのだ。だからこの結果は予想や運などではなく、その優やさしい気持ちが呼び込んだ勝利であったのかもしれない。










　エルファリアも薄うす々うすキリハの意図には気付いていた。でも気付いていたからこそ、エルファリアは全力で勝ちに行った。世の中には気付かないふりをした方が良い事もある。他人の思い遣りを当然のように受け入れるのは抵てい抗こうがあったし、一人の女性としてのプライドもあったから。

　しかし最終的にエルファリアは負けた。キリハの真っ直ぐな優しさが、エルファリアの意地に勝ったのだ。本気と誤ご魔ま化かしがぶつかれば、本気が勝つのは当然だろう―――エルファリアはこの結果をそのように受け止めていた。

「………娘の友達に、気を遣つかわれてしまいましたよ、レイオス様………」

　エルファリアはベッドで眠ねむり続ける孝太郎に囁ささやきかける。この時の彼女の表情は苦く笑しよう気味だった。経いき緯さつはどうあれ、この結果を嬉しいと思ってしまっていたから。普段はこうして二人きりになれる機会など全く無いし、孝太郎が目を覚ましていたら言えない事もある。だから今この瞬間は、エルファリアにとってとても貴重な時間だった。

「………でもこれはレイオス様のせいなんですよ。レイオス様だけが、二十年も時を飛び越えてしまうから………」

　普段は決して言えない本音。直接は口に出来ない、隠かくしたままになっている想おもい。それが胸の奥おくから溢あふれ出だして来ている。二人きり、孝太郎は眠っている、だからこそ口に出来た、紛まぎれもない彼女の本音だった。

「………ティアや他の子達の為に、諦あきらめた、つもりだったんですけれど………こうしてお顔を見ていると、その決意が揺らいでしまいます………駄目ですね、もういい大人だというのに………」

　エルファリアの手が、遠えん慮りよがちに孝太郎の頬ほおに触ふれた。すると触れている部分から、二十年以上前に手放した筈はずのぬくもりと想いとが波は紋もんのように広がっていく。それが心を揺らし、少しずつ彼女の心を少女時代へと引き戻もどしていった。

　情熱だけに駆られて、ひたすら走り続けていた少女時代。その時に出で逢あった風変わりな男の子。彼かれは伝説の英えい雄ゆうという重過ぎる看板を背負い、苦く悩のうし続けていた。エルファリアもまた皇女の看板を重過ぎると感じていたから、心こころ惹ひかれるようになるのに幾らも時間はかからなかった。

「………いけない、これ以上は………引き返せなくなってしまう………」

　しかし高まった想いが破は裂れつしてしまう直前に、エルファリアは手を引いた。孝太郎は伝説の英雄の看板を下ろさなかった。そしてエルファリアはその意志を守りたいと思った。だから自身も皇女の看板を下ろさず、やがて皇帝となった。孝太郎が掲かかげる意志―――騎き士し道どうを、そのまま貫つらぬかせてやる為に。それがエルファリアなりの愛情の示し方。彼女は傍そばにいて触れ合う事が全すべてではないと、信じているのだった。

「………十代の娘でも、あるまいに………」

　エルファリアは一度目を閉じて気持ちを落ち着かせると、孝太郎の額から濡れタオルを取り、冷水で洗った。

「………んー………」

　そしてエルファリアが再びタオルを額に乗せた時、ずっと眠ったままだった孝太郎がゆっくりと目を開いた。

「すみません、起こしてしまいましたね、レイオス様」

「………ああ、そうか………熱出したんだっけ………」

　寝ね起おきの孝太郎は意識がはっきりしないのか、ぼんやりとエルファリアの顔を見つめている。放っておけばすぐにまた眠ってしまいそうな雰ふん囲い気きだった。
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「………何で泣いてるんだ、エル………」

「えっ？」

　エルファリアはその時初めて、自分が泣いていた事に気が付いた。そしてその理由を悟さとられたくなかったから、慌あわてて涙なみだを拭った。

「………またお前をいじめる奴やつが来たのか………？」

「いいえ、目にゴミが入っただけです」

「………そっか………ほんとにまずい時はすぐに言うんだぞ………」

　孝太郎はそう言って再び目を閉じた。たまたま目を覚ましたものの、まだまだ寝足りないのだ。それに真ま面じ目めな時のエルファリアは、後を任せて安心だった。

「はい………でも、レイオス様はどうして私を助けて下さるんですか？　ティアの為ためですか？　それとも皇家やアライア様の為ですか？」

　それは普段なら訊ききたくても訊けない質問だった。孝太郎が寝ね惚ぼけているからこそ訊ける事であり、そして同じ理由で孝太郎も答える事が出来るだろう。眠りと現実の狭はざ間まにいるからこそ、お互いに素す直なおになれるのだった。

「………俺おれがお前を助けるのに、何か理由が必要なのか………？」

　孝太郎はそう答える時だけ目を開けていた。だがすぐにまた目を閉じてしまう。

「………レイオス様………」

　だから孝太郎は結局、その時のエルファリアがどういう顔をしていたのかを見ずに終わった。

「………」

　そして孝太郎は幾らもしないうちに寝息を立て始めた。元々寝つきはいい方である上に風か邪ぜ薬ぐすりが効いているので、孝太郎はすんなりと眠りの底へ戻った。孝太郎の心配事はエルファリアの涙だけ。それが片付いた今、孝太郎を現実に繋ぎ止める物は何もなかった。

「………それを仰おつしやらないで下さったら、諦められたんでしょうけれど………」

　エルファリアは再び孝太郎の頬に手を伸のばした。この時の彼かの女じよは幾らか身を乗り出していたから、頬を伝って零こぼれ落おちた涙は、その伸ばした手の甲こうに落ちた。

「………これはレイオス様のせいなんですからね………そうやって安易に、他人の望む物を注いでしまうから………」

　エルファリアは覆おおい被かぶさるようにして孝太郎を見下ろした。すると孝太郎の頬に彼女の涙がぽつぽつと零れ落ちる。だが孝太郎は目を覚まさない。そのまま彼女はじっと孝太郎を見つめ続けた。心のままに、ずっと、ずっと。そうしながら、エルファリアは孝太郎の頬から決して手を離さなかった。










　キリハが孝太郎の部屋に戻ったのは、時計の針が夜の十一時を回った頃ころの事だった。つまり夕食以降の数時間を、エルファリアに任せてしまった格好になる。そして色々な意味で頃合いだと思ったキリハは、孝太郎の部屋へ戻って来たのだった。

「陛下、孝太郎の具合はいかがでしょうか」

「薬が効いたのでしょう、熱はもうないようですよ」

「陛下の看病のお陰かげでもあるでしょう」

「ふふふ、私はレイオス様に悪戯いたずらをしていただけですよ」

「物好きな男ですから、それで問題は無いでしょう」

　キリハが部屋に戻った時、エルファリアは孝太郎のベッドの傍に置いた椅い子すに座り、読書をしていた。キリハに気付いた彼女は視線を上げ、笑い掛けてくる。その笑顔を見たキリハは、数時間前とは少しだけ笑顔の雰囲気が違ちがう事に気が付いた。少し緊きん張ちようのネジが緩ゆるんでいるというか、まるで若い少女のような無防備な笑顔だったのだ。

　―――ふむ、どうやら我の判断は正しかったようだな………。

　キリハはこの結果に満足すると、これから先の事を思案する。そしてすぐに孝太郎の事はこのままエルファリアに任せるのが良いだろうと結論した。エルファリアが皇帝に返かえり咲ざくにしろ、そうでないにしろ、この先は孝太郎と過ごせる時間がこれまで以上に少なくなるからだ。だからどうやって再び孝太郎の世話を押おし付つけようかと考え始めたのだが、その結論が出る前にエルファリアの方がキリハに話しかけてきた。

「キリハさん、今度はこれで遊んでみませんか？」

　エルファリアはそう言いながらキリハに光こう沢たくのある板と、大理石で作られた沢たく山さんの駒こまを指し示した。キリハは一目でそれがゲームの類たぐいであると分かったのだが、見覚えがないものだった。

「これは何なのですか？」

「フォルトーゼの古典的なゲームで………ええと、地球でいうチェスとか、将しよう棋ぎに当たるものです」

「それは………興味があります」

　キリハは考え事を一いつ旦たん脇わきへ置き、改めて板と駒を見つめる。確かに駒の形には見覚えは無かったものの、チェスや将棋の駒のつもりで見ると、それらしいデザインをしている。板―――ゲーム盤の方も、チェスや将棋と同様に四角いマスが並んでいるものだった。

「ルールにもそう大きな違いはありませんから、キリハさんならすぐに遊べるようになると思いますよ」

　エルファリアは笑顔でキリハに冊子を差し出した。それは既すでに日本語に翻ほん訳やくされているルールの冊子だった。

「拝見します」

　キリハは冊子を受け取ると、ぱらぱらとページを捲めくっていく。細かい部分ではやはり違いはあったが、交こう互ごに駒を動かしたり、駒の役割などはよく似ていた。確かにこれならすぐに覚えられそうだった。

「やってみませんか？」

「はい。多分、ルールは何とかなると思います」

　このゲームで遊べば、フォルトーゼの戦術思想や文化が垣かい間ま見みられるかもしれない。キリハにとってもプラスはあるので、別段断る理由はなかった。

「では今度も、負けた方がレイオス様のお世話をするという事にしましょう」

「陛下………」

　どうやらエルファリアの狙いはキリハに勝つ事にあるようだった。先さき程ほどのお返しのつもりなのかもしれない。だから慣れているゲームを持ち出して来た―――キリハはこの時のエルファリアの行動をそんな風に解かい釈しやくしていた。

「ふふふ、勝つまでやるのが我わが家やのスタイルです」

「それが二千年不敗の伝説を支えているのですね………しかし負けませんよ、陛下」

「望むところです、ふふふふっ」

　しかしそれが分かった上でキリハは対戦を受けた。既にキリハの目標は達している。あとはこのゲームに勝つ事が出来れば、その延長が出来る。元々それを考えていたのだし、負けても悪くなる訳ではないから、キリハとしては望むところだった。










　フォルトーゼ式のチェス―――そう呼ぶ事にする―――は、地球のチェスや将棋によく似ている。最前列は前進だけが可能な歩兵が固めていて、その背後に特とく殊しゆな動きをする駒が並ぶ。大まかなルール的には将棋に近いが、取った駒が使えないあたりはチェスに似ているとも言えるだろう。

　だがもちろん似ているだけではなく、独自色が発揮されている部分もある。目立つのは幾つかの駒だろう。キングや王将に相当する駒は皇女となっている。更さらにはクイーンに相当する最強の駒は青あお騎き士し、ルークやビショップが巨きよ人じんや火竜だったりする。駒はフォルトーゼの青騎士伝説をモチーフに作られていた。

「怖こわい怖い、段々攻め上あがって来ましたね」

「ルールを完全に把は握あくしている訳ではないので、守勢に回る訳には参りません」

「そこが分かっている人間は、ルールを知っているだけの人間よりも怖いのですよ」

　キリハは攻こう勢せいに出ていた。徐じよ々じよに歩兵のラインを押し上あげながら、後続の兵力をエルファリア側の配置に合わせて攻撃し易やすいように並べ直している。

　彼女は自分でも言っているように、ルールを完全に把握している訳ではない。駒の動きは分かっていても、その組み合わせ方や、ルールとの相そう互ご作用までは完全に理解していないのだ。従って攻撃するか迎げい撃げきするかの話になると、完全に分かっている部分を利用して攻撃する方がいい。何をされるか分からない迎撃では、理解が甘い部分を攻められると困った事になってしまうのだった。

「こうなるとこちらは守るしかありませんねぇ」

「この手のゲームでは、一番面おも白しろい展開になっているのでは？」

「そうですね、激戦必至です。ふふふ………」

　対するエルファリアは守備的に駒を配置していた。キングに相当する皇女の駒を左の隅すみへ移動させ、周囲を多くの駒で守っている。これは将棋で言う所の穴あな熊ぐまに近い。防ぼう御ぎよ的てきな陣じんを敷しいて、相手に兵力の浪ろう費ひを強しいる戦法だった。

　兵力を集中させ波状攻撃を狙うキリハと、それを何とかしのいで逆ぎやく襲しゆうに出たいエルファリア、戦法は両りよう極きよく端たん。しかし将棋とは違って取った駒が利用できないので、攻こう守しゆ共によりシビアな判断が求められる。エルファリアが言うように、激戦は必至だった。

「なかなかミスをしませんね、キリハさん」

「勝つにしろ負けるにしろ、戦いの中で終わりたいですから」

「同感です。倒たおれる時は前に倒れましょう」

　それからしばらくの間は静かな展開が続いた。それは戦いというよりも読み合いや騙だまし合いが水面下で続いている状況と言える。お互たがいに最前列が激げき突とつする前に、可能な限り有利な陣じん形けいを組もうと必死だった。

「そろそろ始まりますね」

　やがて双方の最前列が至近距きよ離りで向かい合う時が来た。手番が回ってきたキリハが駒を一つ前に進めれば、激しい戦いが始まる事になるだろう。

「はい。では陛下、参ります」

　コトン

　そしてキリハはにっこりと笑うと青あお騎き士しの駒を前に出した。攻撃の要となるのは、やはり縦横斜ななめに自由に動ける最強の駒、青騎士だった。

　双方の陣形は完成している。だがお互いに相手の動きに合わせて流動的に陣を組んだので、双方共に理想の陣形とは言い難がたい。可能な限り早く相手の弱点を見付け、あるいはミスを誘さそい、皇女の駒を倒さねばならない。だからこの先は戦術というよりも、冷静さや心の強さが問題になってくる。そしてその点に関しては、折り紙付きの二人だった。










　フォルトーゼ式のチェスは、将棋とは違って駒の補ほ充じゆうが利かない。だから一度戦いが始まると、決着が付くまでそう多くの手番を必要としない。それ故に一手の重みは非常に大きい。キリハもエルファリアも、一手指す毎ごとに十数分間考え込む事は当たり前だった。

「どの駒を動かしても破は滅めつが見えているのが恐おそろしいですね」

「陛下、こちらは攻め手がなくなったら破滅です。少しずつ破滅の足音が近付いてくるのが聞こえています」

　戦局は、キリハの怒ど涛とうの攻撃をエルファリアが辛かろうじてしのぐという展開だった。キリハは戦術眼ではエルファリアを圧あつ倒とうしているが、フォルトーゼ式のチェスという物に対する習熟度では負けている。すると守勢に回ればその隙すきを突つかれてしまうので、どうしても攻め続ける必要があった。エルファリアの方はその逆で、猛もう攻こうに耐たえながらキリハが隙を見せるのを待っている。技量とルールの兼かね合あいで、ちょうど真逆の戦術を選択する事になった両者。一手でも間ま違ちがえた方が負け、そんな高い緊張感を維持したまま、二人の対局は長時間に及およんでいた。

「ところで、キリハさん」

　そして対局が終しゆう盤ばん戦せんに差し掛かろうかという頃、エルファリアは勝負に出た。駒の補充が利かない以上、駒を取り合うという事はそのままゲームの残り時間が減っていくという事でもある。エルファリアは守備的に戦っているので、隙を見つけて反はん撃げきをする分だけ、残り時間の少なさが不利に働く。これ以上は待っている訳にはいかなかった。

「なんでしょう」

「キリハさんがレイオス様と初めて出会った時は、どのような感じだったのですか？」

「えっ………」

　エルファリアがキリハに仕し掛かけた攻撃は、ゲームの盤ばん上じようのそれではなく、想おもい出で話ばなしだった。キリハは次の一手を考え込んでいる時だったので、エルファリアの質問には大きく戸と惑まどった。しかしキリハはすぐに小さく笑えみを浮うかべ、エルファリアの質問に答えた。

「実は家出をしたのです。母様が死んだばかりで、父様と擦すれ違ちがいがあって………それで些さ細さいな喧けん嘩かから家出をしました」

「それでレイオス様と？」

「ええ。地上の世界へ飛び出してウロウロしている時に、あの人が空から降って来たんです。まだ幼かった私は、それを母様が帰ってきたのだと勘かん違ちがいして………」

「随分ファンタジックな出会いだったのですね？」

「だから子供ながらに信じていました。この人が私の運命の人なのだ、と」

　それはただの想い出話。エルファリアはただそれを尋たずねただけで、別にそれを使って揺ゆさ振ぶりをかけた訳ではなかった。

　―――ええと………どこまで考えたのだったか………？

　しかしこれがキリハに対して非常に効果的に働いた。孝太郎との出会いは、彼女にとって一番大切な記き憶おくだ。十年以上も胸に抱かかえてきたものだから当然だろう。おかげでキリハは孝太郎の話になった瞬しゆん間かんに、緊張感が途と切ぎれた。同時に頭の中で組み上げていた戦術も一いつ旦たん全すべてが崩くずれ去さった。これは対局中の心の乱れとしては、致ち命めい的てきなものだった。

「陛下はどうだったのですか？」

「私ですか？　ええと私の場合は、専せん攻こうしていた考古学の研究でレイオス様の事を調べていて………そうしたら遺い跡せきからレイオス様が出ていらしたんです」

「驚おどろかれたのではありませんか？」

「それはもう。伝説の英雄が目の前に現れたのですから」

「でも、それだけではなかった？」

「ええ。私も皇帝になろうか、心のままに生きようか迷っていた時期でしたから、色々と思う所があって………」

　誤算は話の矛ほこ先さきがエルファリアの方にも向いてしまったという事だろう。エルファリアにとっても、孝太郎との出会いは大切な想い出。おかげでキリハと同じように、緊張感が途切れてしまった。無論、戦術も忘ぼう却きやくの彼方かなただった。

「レイオス様は私が勝手に思おもい描えがいていたイメージとは全然違っていて、どこにでも居る様な普ふ通つうの男の子。多少失望したのは間違いありません」

「私は普通の男の子だったから好きになりました。私と同じような事に悩なやんでいたから、きっと支え合えると………」

「そうそう、そうなんですよ。ただの伝説の英雄なら憧あこがれはしても、愛せはしない。けれどごく当たり前の人間だったから、必要として貰もらえるんじゃないかって………」

　そこから逆転が始まった。対局の駆かけ引ひきとして始めた想い出話だったのに、話せば話すほどその重要度が増し、幾いくらもしないうちに対局よりも想い出話の方が重要になってしまった。

「しかし頑がん固こなのですよね、孝太郎は」

「そう！　絶対に間違った事をしない！　変なとこだけモロに青あお騎き士しなんです！」

「私の時も、自分の母様を助けないで私を助けに来てしまいました」

「そんな事をされたら、女がどう思うかが分かっていないんですよ、レイオス様は！」

　いつしか二人は対局そっちのけで想い出話に興じるようになっていた。あるいは想い出の中心にいる人物に対する、愚ぐ痴ち合戦かもしれない。時々思い出したかのように盤上の駒を動かしていたものの、それはもはや時間潰つぶし程度の意味しかなくなっていた。










　二人の対局がどうなったのかというと、結果的には一応エルファリアが勝った。注意力が散さん漫まんになったせいで、ルールの理解が足りないキリハが一気に崩れたのだ。だからキリハが孝太郎の看病をする筈だったのだが、実際はそういう事にはならなかった。

「………お前ら馬ば鹿かなんじゃないのか？」

「言い訳のしようがないな」

「あは、あははははっ」

　キリハとエルファリアは孝太郎に看病されていた。二人は熱を出したのだ。これは二人が想い出話に興じていた結果だった。二人はチェスが終わった後も、朝までお喋しやべりに興じていた。結果的に湯冷めやら孝太郎に風か邪ぜをうつされたやらで、熱を出してしまったのだった。

「大体、朝まで何をしていたんだ？」

「我と陛下とで、どちらがより汝なんじを愛しているかの論争になってな」

「そうなんですよレイオス様。キリハさんは頑固でもう………」

「嘘うそをつけ！　………ったく、お前らときたら………」

　そんな二人の看病をしているのは孝太郎だった。幸い孝太郎の方は熱が下がって元気になったのだが、大事を取ってホテルに残っている。そしてどうせ残るなら、ついでに看病をする事になったのだ。

「レイオス様、お腹なかが空きました」

「孝太郎、林りん檎ごをウサギさんの形に切ってくれ」

「………お前ら本当は元気なんだろう？」

「ああっ、急に頭痛がっ」

「どんどん熱が出て来ている。ついでに濡ぬれタオルも頼たのむ」

「完全に仮け病びようだよな、ソレ」

　熱を出しているにもかかわらず妙みように楽しそうにしているキリハとエルファリア。ダブルベッドに並んで寝ている姿は何ど処こか微笑ほほえましい。まるで幼い姉妹が親に甘あまえているかのような雰囲気があった。

「しょうがないなぁ、もう………」

「嫌いや々いやでもやってくれる汝が好きだ」

「母親に対する強い愛情を感じます」

「せめて騒さわがずちゃんと寝てろ」

「うむ」

「はーい」

「分かってるんだか分かってないんだか………」

　孝太郎は首を横に振ふりながら、隣となりの部屋にある冷蔵庫へ向かった。二人が仮病を使っている事を疑っていたものの、孝太郎は要求通りに林檎を剥むいてやる事にした。本当に仮病を使っていたとしても、二人が丸一日孝太郎の事を看病してくれたのは紛れもない事実。林檎ぐらいで文句を言う事はないというのが孝太郎の結論だった。
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「………最初からこうすれば良かったですね、キリハさん………」

「………そうですが、その場合、我々が今ほど素直になれていたかどうかは………」

「………ふふふ、確かに。私とキリハさんはよく似ていますものね………」

「………性格も、孝太郎との関係も………」

　キリハとエルファリアは顔を見合わせて笑い合うと、林檎を取りに行った孝太郎に聞こえないよう小声で囁き合った。二人の病状は、本当の風邪と仮病の中間ぐらいにある。根こん性じようを入れれば普通に動けるのだが、二人はあえてそうしていない。病気である方が、孝太郎に甘えるのに便利なのだ。

　孝太郎を看病する名目で一いつ緒しよに時間を過ごすうち、キリハとエルファリアの間には連帯感が芽生えていた。そしてお互いがどんな想いを抱えているのかも、これまで以上に分かるようになった。そこで二人は譲ゆずり合あいを止め、風邪気味の体調を最大限利用する事にした。変に意地を張らずにそうしてしまえば、お互いの為になると気付いたのだ。

「楽しそうだな。お前らいつの間にそんなに仲良くなったんだ？」

　孝太郎が林檎とナイフを持って戻ってくる。ちなみにどちらも『青あお騎き士し』から持ち込んだものだった。

「こう見えて女性同士ですから、通じ合う部分は多いのです」

「それにお互い頭脳派でもある」

「確かに、そんなものかもしれないな」

　孝太郎は小さく笑うと、ベッドの脇わきの椅子に座すわり、林檎の皮を剥き始めた。その手つきには迷いはなく、あっという間に皮剥きは終わる。過去のフォルトーゼで必要に迫られて覚えたナイフ捌さばきは今も健在だった。

「剥けたぞ。二人とも、起きて食え」

「食べさせてくれ」

「病びよう床しようの皇帝に、自分で食えとはいい度胸ですね」

「そんな事言ったって、どうしろってんだよ」

「私とキリハさんの間に来れば、ちゃんと両方に食べさせられますよ」

「めんどくさい奴らだなぁ………」

「そのまま添そい寝ねしてくれても構わんぞ」

「そうそう、それです！　なんだか寒気がするので、母は添い寝が必要です！」

「お前ら、あんまり馬鹿な事ばっかりやってると、いつまでも治らないぞ？」

　孝太郎はベッドに上がって二人の間に座ると、それぞれの顔の前に楊よう枝じを刺さした林檎を差し出した。すると二人は同時に林檎に噛かぶり付く。その時の二人の姿は、やはりどこか幼い少女を思わせるものだった。

「………」

「どうした、孝太郎？」

「さては美しい母に見み惚とれてしまったのですね!?」

「食ったら寝ろ！　熱があるのは確かだ！」

　孝太郎は不覚にも、林檎を食べる二人の姿を可愛かわいいと思ってしまった。だがそれを認めてしまうのは悔くやしいし、色々と面めん倒どうな事態に発展する可能性も高かった。だから孝太郎はその気持ちを伏ふせたまま、看病を続けたのだった。







Episode2

ひよこデイズ







　その連れん絡らくがゆりかの許もとへ届いたのは、彼女が購こう入にゆうしたばかりの少女漫まん画がに没ぼつ頭とうしている最中の事だった。だからゆりかは連絡を無視して漫画を読み続けた。連絡は電子メールだったし、漫画のヒロインが記憶を失くしたり怪け我がをしてピアニスト生命の危機に陥おちいったりと忙いそがしい時期だったのだ。

「ユリカよ、このメールは見た方がよいのではないかのう？」

　ちゃぶ台の上で震ふるえながら通知のＬＥＤを点てん滅めつさせているゆりかのＰＨＳ―――そう、彼女は安さに釣つられて未いまだにこの古い機種を使い続けている―――を、ティアはそのほっそりとした指先でつんつんと突く。この時ティアはゆりかの対応を間違っていると考えていた。

「この巻を読み終えたら見まふよぅ」

　ティアに指し摘てきされても、ゆりかはせんべいを咥くわえて畳に横たわり、足をぷらぷらと揺ゆらしながら漫画を読み続けている。相変わらずメールを読むつもりは無いようだった。

「しかしのう、差出人はどうやら魔ま法ほう少女秘密基地のようじゃぞ」

　ティアが間違っていると考えた理由は単純で、ＰＨＳの液えき晶しように表示されていた差出人の名前が『ブルータワー』だったからだ。ゆりかはこれでも一応、レインボゥハートという組織の中にある『青の魔ま術じゆつ師し団だん』に所属する魔法使いだ。そして『ブルータワー』は『青の魔術師団』の本ほん拠きよ地ちにあたる。メールはそこからの連絡だったので、ティアはすぐに見た方がいいと考えた。急ぎの任務だったら大きな問題になるだろうからだった。

「全然大だい丈じよう夫ぶですぅ。急ぎならメールと電話、魔法による連絡が全部来ますぅ。でも今回はメールだけなのでぇ、大した用事じゃないですぅ」

「………なら良いのじゃがのう」

　ゆりかが全く根拠なしに漫画を読み続けている訳ではないらしい事は分かったものの、それでもティアには納なつ得とくしがたい部分があった。

　―――フォルサリア魔法王国に関する諸問題が解決したからといって、これはだらけ過ぎではないかのう？

　ゆりかは一応レインボゥハートのアークウィザード、つまり実働部隊では最高位の地位にある。だから連絡を無視して漫画を読んでいるゆりかの姿を見たら、きっと関係者達は泣いて悲しむに違いない―――ティアはそう思わずにはいられなかった。










　結果的に見て、ゆりかの主張は正しかった。メールの内容は別段急ぎの内容ではなく、締しめ切きり日びまでにやっておいて欲ほしい事が書かれていた。その締め切り日は一ヶ月ほど先で、確かに漫画を読み続けていても何ら問題はなかった。

「レインボゥハートの組織改編に伴ともない、せーふはうす―――孝こう太た郎ろう孝太郎、せーふはうすって何？」

「キリハさん、セーフハウスって何だ？」

「一番簡単に表現すると、隠かくれ家がや小さい秘密基地だ」

「だってさ」

「ふーん。………せーふはうすの一部を閉へい鎖さする事になりました。貴き殿でんがこれまで使ってこられたＢ７７Ｍ７も閉鎖される予定となっております。早さつ急きゆうに私物の回収をお願い致いたします―――だってさ」

　レインボゥハートとダークネスレインボゥの戦いに決着が付いた事で、レインボゥハートの戦いの質が変わり始めた。これまでは吉きつ祥しよう春はる風かぜ市を軸じくに戦ってきたのだが、今後は各地に散らばり潜せん伏ぷくしたダークネスレインボゥの残党と戦う事になるので、組織の改編が必要になった。そうなると各地に点在する拠きよ点てん―――セーフハウスの配置も変へん更こうしなければならない。閉鎖するもの、新しく作るもの、それはかなりの数に及ぶ。その中でかつてゆりかが使っていたセーフハウスは、閉鎖される事に決まったのだった。

「セーフハウス………ユリカ様が使っておられた記憶はありませんが」

　お茶を飲む手を休め、ルースは首を傾かしげる。彼女にはゆりかがセーフハウスを使っていた記憶がない。ゆりかはずっとこの一〇六号室にいた気がするのだ。

「我らがここへ来てからで数えても、二年近く使っていない計算になるだろう」

「なるほどなぁ、使ってないから閉鎖になるんだな」

「あはは、そういう事でしたか」

　キリハと孝太郎の言葉でルースにも事情が呑のみ込めてくる。ゆりかが一〇六号室に行ったまま帰って来ないので、存在意義が殆ほとんどないセーフハウスが閉鎖される事に決まったのだろう。セーフハウスもタダではないので、至し極ごく当たり前の成り行きだった。

「ふえぇぇぇぇぇ………めんどくさいですぅ………意地悪しないでぇ、そのままにしておいてくれればいいのにぃ」

　ばたっ

　ゆりかは漫画と手足を投げ出して、べったりと畳に寝ね転ころがった。その姿からは『動きたくないです』という明確な意思が伝わってくる。

「向こうの迷めい惑わくになるから、さっさと片付けてこい。向こうの人達は、遊んでるだけのお前とは違うんだぞ」

「私だって遊んでいるだけって訳じゃありませんよぅ！」

「遊んだり寝てたり食べてたりするだけだろ」

　ゆりかは一応一〇六号室を守るという任務を負ってはいるのだが、ダークネスレインボゥとの戦いが終結したので、実質開店休業状態にあった。その為、残念な事に孝太郎の指摘はほぼその通り。あまりこの辺りの事に触れられたくないゆりかは、話の方向を微び妙みように修正する事にした。

「………里さと見みさんは優やさしいからぁ、片付けを手伝ってくれるんですよねぇっ？」

「手伝う訳ないだろ」

「そんなぁ～～!!　私の事嫌きらいですかぁっ!?」

「面倒事が嫌いなだけだ」

「面倒事が嫌いって、それはユリカを全否定しておらんじゃろうか？」

「………殿でん下かっ、声が大きいですっ」

　面倒な事を後回しにしたいゆりかの味方は少ない。早さ苗なえも基本的に後回し派なのだが、他人に迷惑がかかる状じよう況きようでは後回しにしない。そういう状況でも後回しにするのはゆりか以外ではクランぐらいなのだが、今日は不在だった。そんな訳でゆりかは風向きの悪さを感じ始めたのだが、ここで意外な人物が救いの手を伸ばした。

「ねーゆりか、そんなに嫌いやなら、あたしが片付けてきてあげよっか？」

「ほんとですかぁっ!?」

　救い主は早苗だった。思わぬ申し出にゆりかの表情が一気に輝かがやく。早苗がやってくれるなら是ぜ非ひやって貰いたかった。

「うん。その代わり、あんたの荷物はあたしが貰うわよ。誰だれかからのプレゼントとか、そういう特別なもの以外」

「いいですいいですぅ、是非お願いしますぅ！」

　ゆりかは早苗の申し出に一も二もなく飛びついた。多少の代だい償しようは支し払はらう事になるが、それで何もせずに片付くなら大歓迎だった。だがもちろん孝太郎は、この処理に不満を感じていた。

「おい早苗、あんまりゆりかを甘やかすなよ」

　片付けを他人に任せる癖くせが付いてしまったら、ゆりかの将来は大変な事になる。教育的観点から、孝太郎はこの解決法を認める訳にはいかなかった。

「別に甘やかしてないよ」

「うん？　どういう事だ？」

「ゆりかの私物ってさ、どうせ漫画やアニメグッズ、あとはカップ麺めんとかでしょ？」

「まあ、そうだろうな」

「それを全部あたしがもらおーってゆーの。それ以外はゆりかに返すよ」

「なるほど、お前頭いいな。俺も行こうかな」

　一〇六号室の押おし入いれの中には、ゆりかの私物が詰つめ込まれている。それらは漫画やアニメグッズ、カップ麺や袋ふくろ麺めんが殆どだ。だから早苗はセーフハウスも絶対に似たような状況に違いないと考えており、それを貰ってしまおうという、意外にしたたかな計算が働いていた。

「やっぱり私ぃ、自分で片付けしてきますぅ！　こういうのは自分でやった方が良いと思うんですぅ！」

　ゆりか自身はすっかり忘れていたのだが、早苗の読みは事実だった。それを言われて思い出したゆりかは、慌あわてて自分が片付けをする事にした。やはり大事な漫画とカップ麺は手放せないゆりかだった。










　一いつ般ぱん的てきに、インスタント麺の賞味期限は半年くらいに設定されている。だが乾かん燥そう状態にあるので、食べたら危険になるのはもう少し先の事だ。そしてセーフハウスという場所の性質上、倉庫には食料が長持ちする魔法がかけられているので、インスタント麺であれば十年は持つ。そんな訳で三年前にゆりかが詰め込んだカップ麺や袋麺は、当時と変わらぬ品質でそのままそこに残されていた。

「それにしてもゆりかちゃん、よくこれだけ沢山集めたわねぇ………」

「えへへへ………特売の度たびに買ってたらぁ、こうなっちゃったんですぅ」

　ゆりかはナナに手伝って貰いながら、棚たなに満まん載さいされているカップ麺やインスタント麺をビニール袋ぶくろに詰め込んでいく。その量は驚くほど多く、既に五つのビニール袋がパンパンになっているにもかかわらず、まだ半分以上が棚に残っていた。

「わざわざこういうのを買う必要はないでしょうに」

「買ってないと不安なんですよぅ。いつ路頭に迷うか分からないからぁ」

「魔法少女が路頭に迷う姿は想像できないけど………まあ、ゆりかちゃんらしいと言えばゆりかちゃんらしいのかな？」

　ナナがここにいるのは、単なる手伝いという訳ではない。実はこのセーフハウスにはゆりかが一人で住んでいた訳ではなかった。とある事情からゆりかとナナ、二人で住んでいたのだ。とはいえ、その事情が無くてもゆりかを一人で住まわせるという事には大きな問題があったのだが。

「さてと………私もそろそろ自分の荷物を片付けるわ」

「もう行っちゃうんですかぁ!?」

「ふふふ、そうしないと私が帰れなくなるもの」

　意外だろうが、単純な荷物の量ならナナの方が多い。これは住んでいた期間が彼かの女じよの方が長かった事に由来していた。一年ちょっとのゆりかと、何年も住んでいたナナでは、どうしても荷物の量は違ってくる。無論、ゆりかが同じ期間住んでいた場合を想定すると、ナナの荷物はとても少なかったりするのだが。そんな訳で、ゆりかの荷物の目め処どが立ったところで、ナナは自分の片付けに向かった。










　ナナの片付けは急ピッチで進んでいた。元々きちんと整せい理り整せい頓とんを行う性格だった事と持ち前の器用さのおかげで、分類して段ボールにしまうという作業の必要がなく、引き出しの中身をそのまま箱はこ詰づめする流れ作業に近いものだった。おかげで彼女は物もの凄すごいスピードでゆりかを追い上げている。このペースであれば、恐らくゆりかが作業を終えるのと同じくらいのタイミングでナナも作業を終える事だろう。

「………あら？」

　だが不意にナナの手が止まった。荷物を箱詰めしていく中で、ナナはあるものに目を留めた。それはナナが身に着けるには可愛すぎる印象の―――幼さが残る容姿には完全に合がつ致ちしてはいるのだが―――ピンク色のマフラーだった。

「こんなところにしまい込んでいたのね………失くしてなくてよかった」

　ナナはマフラーを手に取ると、懐なつかしそうに目を細める。そのマフラーはナナに、とても大切な想おもい出でを思い起こさせてくれる。それは彼女が虹にじ野のゆりかという一人の少女と出会った日の事。そしてそこから始まった、少々風変わりな毎日の事だった。










　虹野ゆりかという少女は、生まれつき高い魔ま力りよくを持っていた。それは魔法使いとしての訓練を積んでいないにもかかわらず、魔力が身体からだの外へ流れ出てしまう程ほどだった。幼いうちは体外へ流れ出る魔力の量は微び量りようだったのだが、ゆりかの成長と共に増大。彼女が中学生になった頃ころには危険なレベルに至った。大きな危険を冒おかしてでもゆりかを食べて魔力を取り込むべきだ―――夜の闇やみの中に潜ひそむ魔ま物もの達たちが、そのように考えてしまう程に。

「きゃああぁあぁぁぁぁっ!?　なっ、なんなんですかぁっ、あれはぁぁぁっ!!」

　最初にゆりかを襲おそったのは、猟りよう犬けんを大型化したような姿をしている魔ま獣じゆうだった。見た目だけでなく頭の中身まで獣けものに近く、短たん絡らく的てきで単純な思考をする。だからこそ危険を小さく見積もり、欲望のままにゆりかを襲った。襲しゆう撃げきした時間も場所も安易で、完全に日が沈しずみ切っていない、中学校の敷しき地ち内ない。誰かに見られてしまうリスクなど無視している。ゆりかの魔力を取り込めばどうとでもなる、魔獣はそのように考えていたのだ。

『グゥルルゥゥゥゥゥッ』

　ガッ

「いやああぁあぁぁぁぁっ!!」

　もちろん生まれつき運動能力とは無む縁えんのゆりかなので、魔獣の爪つめから逃のがれる術はない。無制御で溢あふれ出だしている魔力が防ぼう御ぎよ魔ま法ほうのように働いていたものの、その効果はきちんとした防御魔法の域には達していない。あっという間にゆりかは魔獣に追い詰められてしまった。

「わああぁぁぁぁっ、食べられちゃうっ、食べられちゃいますぅぅっ！」

　幾らゆりかであっても、大型の魔獣が牙きばを剥き出しにして迫せまってくれば、自分がどうなるのかは容易に想像がつく。彼女が愛してやまないアニメや漫画で言うと、間違いなく画面が暗転して赤い飛沫しぶきが飛び散る例のシーンだった。

「こんな事なら昨日のうちに漫画を買って読んでおけばよかったぁぁっ!!」

　追い詰められたゆりかには、大きな心残りがあった。実は昨日、愛読している漫画の新刊が発売された。だがお小こ遣づかいの兼ね合いで購入を先延ばしにした。昨日の時点でこうなると分かっていれば、彼女は間違いなくその漫画を買っただろう。ゆりかは自分の判断ミスを呪のろった。

「そういえばチョコレートも戸と棚だなにしまったままだったぁぁっ!!　食べればよかったぁぁぁっ!!」

『グルゥゥアァァァァァッ!!』

　もし問題の魔獣がゆりかの叫さけびを理解出来ていたなら、恐らくここで少しげんなりしたに違ちがいないだろう。ゆりかの叫びは、これから食べられようとしている人間のものとは思えない、あまりに小さい内容だった。

「………何だかもうしばらく放っておいても大丈夫そうな雰ふん囲い気きなんだけど………きっと雰囲気だけなんでしょうね………」

　同じ事はゆりかを助けようとしていた人間についても言えた。いざ助けに行かん、というタイミングで飛び出してきた漫画とチョコレート。それで大分気勢を削そがれてしまったのだが、持ち前の真ま面じ目めな性格のおかげで辛かろうじて彼女はゆりかの前に飛び出す事が出来た。

「ゆりかちゃんっ、下がって！」

「あ、あなたはっ!?」

　ゆりかの前に飛び出して来たのは一人の少女だった。小こ柄がらで華きや奢しやな身体と童顔のおかげでゆりかよりも若く見えるが、実際は幾つか年上だ。そして彼女の幼い印象をより強くしているのが、身体を覆おおっているピンク色の衣装だろう。それはまるでテレビアニメの正義のヒロインが、そのまま飛び出して来たかのような姿だった。

「詳くわしい話は後！　今はこいつを何とかするのが先よ！　貴女あなたは下がって！」

「は、はいぃっ！」

　そしてこれこそが、ゆりかとナナの出会いだった。この出会いは後に双そう方ほうの運命を大きく変える事になるのだが、この時の二人はまだその事には気付いていなかった。










　ナナの任務は、吉きつ祥しよう春はる風かぜ市における魔法に絡からんだ騒そう動どうを解決する、もしくは未然に防ぐ事だった。この時点ではレインボゥハート最強だったナナには、ダークネスレインボゥに絡んだ任務が数多く回ってくる傾けい向こうがあった。しかし今回はその例外で、ある事情からナナが担当する事に決まった。それはナナが弟で子しを持っていないという事だった。

　実はレインボゥハートは魔力を豊富に持って生まれて来た人間を継けい続ぞく的てきに追つい跡せき調査している。これは魔ま物ものやダークネスレインボゥに狙ねらわれやすいからだ。魔力を持って生まれて来た人間は魔物にとっては良いエサだし、ダークネスレインボゥにとっては儀ぎ式しきに使う生いけ贄にえという事になる。当然、魔力が高ければ高いほど狙われる訳なので、継続的な調査が必要だった。

　そして経験的に問題が発生する魔力量は分かっているので、そのラインを超こえた人間には対策が講じられる。多くの場合、魔力を隠いん蔽ぺいする魔法をかけて解決する。しかし中には抱えた魔力が大き過ぎて、魔法では長期的な隠蔽が難しい人間もいる。ゆりかはそのケースだった。

　その場合は魔力のコントロール方法を本人に教えるしかない。簡単に言うと魔法使いの基き礎そ訓練を施ほどこすという事だ。そうする事で自分で魔力を抑おさえ込めば、敵に襲われる心配もなくなるという訳だった。

「………？」

「ごめんなさい、ごめんなさい。もうちょっと簡単に言うわね。ゆりかちゃんは今のままだと魔物が美お味いしそうだと思うから、そう見えないようにする方法を教えに来たの」

「ああ、そういう意味だったんですかぁ！　ようやく分かりましたぁ！」

「………なんだかいつもとは違う苦労が………」

　ゆりかを襲った魔物を倒たおしたナナは、そうした事情を順番に話していった。いつもなら魔法という部分の理解が得られないのだが、幸いゆりかはそこは不思議に思わなかった。アニメや漫画の影えい響きようで、魔法はあると信じていたのだ。とはいえ複雑な内容の話は苦手なゆりかなので、ナナの苦労は小さくはなかった。

「じゃあじゃあ、私ぃ、魔法少女になれるんですかぁっ!?」

「危険な仕事だから、私達は無理には勧すすめていないわ。必要なのは、あくまで貴女に魔法の基礎を習得して貰う事だけなの」

「なりますなりますぅ！　私絶対に魔法少女になりますぅ！」

　レインボゥハートはこうした基礎訓練を通じて、新人魔法使いの獲かく得とくを試みる事があった。それは魔力だけでなく、年ねん齢れいや運動能力、性格なども含ふくめて総合的に判断される。

　―――この子はどうなんだろう………向いてないような気もするけど………。

　その基準に照らすと、ナナにはゆりかは魔法使い向きではないように思えた。運動能力は低く、性格は温おん厚こうで臆おく病びよう、魔力の増大が始まったのは中学生になってからで修しゆ行ぎようを始めるには遅おそ過ぎる。単に魔力が大きいだけでは務まらないのが、レインボゥハートの魔法使いの難しいところだった。

「………んー………はいっ！」

　ぱさっ

　ゆりかの事で考え込んでいたナナ。そんな彼女の首に、不意に何かが巻き付いた。それはとても柔やわらかく暖かい何か。直前までゆりかが身に着けていた、ピンク色のマフラーだった。

「ゆりかちゃん？」

「えへへへへぇ、似合ってますよぅ」

　この時ナナは戸と惑まどっていた。幾ら考え込んでいたとはいえ、ゆりかがナナの隙すきを突ついてマフラーを首に回したのは驚くべき事だった。もしゆりかが敵で、マフラーがワイヤーか何かだったとしたら、ナナはここで死んでいただろう。

「それとぉ、助けてくれてありがとうございますぅ」

　自分がやった偉い業ぎように気付いた様子もなく、ゆりかは無む邪じや気きに笑っていた。ゆりかはお礼が言いたかったのと、動き易やすさを優先して薄うす着ぎである自分を気き遣づかってマフラーを巻いてくれたのだろう―――ナナはそう考えていた。そして恐おそらくその事が、ナナの警けい戒かい心しんをすり抜ぬけさせたのだろう。

「………不思議な人ね、貴女は………」

　そして同時にナナはこう考え始めた。この他人に警戒心を抱いだかせない不思議な空気と、埋うもれがちだが確かに存在する優しさがあれば、最前線に立つ任務は難しいだろうが、後方任務の魔法使いなら務まるかもしれない、と。

「それじゃあ、とりあえず基礎の修行からやってみましょうか」

「やりますやりますぅ！　絶対に魔法少女になりますぅ！」

　それにどの道ゆりかには基礎の修行はさせる必要がある。それが終わる頃には、ナナにもゆりかの適性について明快に判断できるようになっているだろう。今はまだ、ゆりかの将来について悩むような時期ではなかった。










　魔力を抑え込めるようにする為ためには、魔法使いの基礎訓練が必要になる。それを終える為にはそれなりの時間が必要なので、ある一つの問題が持ち上がっていた。

「えぇえぇぇぇぇっ、家に帰れないんですかぁぁぁっ!?」

「ごめんなさいね。さっき襲ってきた魔物みたいなのを、家まで連れて帰る事になってしまうでしょう？」

「あうぅぅぅぅぅ………」

　問題というのは、ゆりかがしばらく自宅に戻もどれないという事だった。最低でも魔力を抑え込む修行が終わらない事には、家族を危険に晒さらす事になる。ゆりかの魔力に引き寄せられて、魔物やダークネスレインボゥがやってきてしまうからだ。そこでナナはゆりかを自身が使っているセーフハウスへ連れ帰っていた。

「時々なら帰れるわよ」

「本当ですかぁ!?」

「ええ。一時的になら、ゆりかちゃんの魔力が漏もれないようにする事は出来るから」

「じゃあじゃあ、それ以外の時はどうするんですかぁ？　きっとみんな心配すると思うんですけどぉ………」

「それは大丈夫。レインボゥハートの魔法少女が、ゆりかちゃんになりすますから」

　もちろんそれだけだと別の問題が起こる。ゆりかが自宅に帰らなければ、家族が騒ぎ始めるだろう。そこでゆりかの自宅にはレインボゥハートの魔法使いが派は遣けんされる。魔法でゆりかになりすまし、ゆりかの不在が事件化しないようにする為だった。

「別人になりすますってぇ、難しいんじゃないですかぁ？」

「それはそうなんだけど、ゆりかちゃんみたいに魔力の多い人の事は継続的に調査しているから、なりすますのもそう難しい事ではないのよ」

　十分な情報と魔法を併へい用ようしてなりすます訳なので、見破られる可能性はまずない。仮に見破られても、魔法で誤ご魔ま化かせる。実際にゆりかになりすましていた魔法少女によれば、寝ねているか漫画を読んでいるかアニメを見ているかすればいいだけなので、凄すごく楽な任務だったという話だった。

「魔法って便利なんですねぇ」

「どっちかというとむしろ組織の力の方が重要だと思うわ。おっとっと、脱だつ線せんし過ぎね。そういう訳だから、ゆりかちゃんはしばらくここで暮らしてちょうだい」

「分かりましたぁ」

　ゆりかはこくこくと繰くり返かえし頷うなずきながら、不思議そうに部屋の様子を見回す。名目上はセーフハウス―――秘密基地になる訳なのだが、ナナの仮住まいでもあるので、その内装はマンションに住んでいるクラスメイトの部屋とよく似ていた。

「へぇぇ………こうなんだぁ………」

「どうしたの？」

　ゆりかの声の調子が何ど処ことなく残念そうに聞こえたので、ナナはゆりかを見つめる。年齢ではナナの方が上だが身長は似たようなものなので、こうすると二人の視線がピッタリと合った。

「魔法少女の秘密基地だっていうからどんなところかなあって思ってたんですけどぉ、意外に普ふ通つうだったんでぇ」

　ゆりかが愛読している少女漫画の場合、魔法少女の住居は様々な意味で華はなやかだった。女の子らしい家具や小物に溢れ、その多くが魔法を帯びた特別製。普ふ段だんは一いつ般ぱんの少女を装っているタイプの魔法少女であっても、二、三個はそれらしいものが置かれているのが普通だった。

　だがこのセーフハウスは明らかにそれとは違っている。ゆりかの期待とは裏腹に、本当に、ただのクラスメイトの部屋を訪おとずれた時の雰囲気によく似ていた。

「がっかりした？」

「はいぃ。思ったより普通でしたぁ」

「ふふふ、普通に暮らしてるんだから普通になるわ」

「魔法は使わないんですかぁ？」

「ここへ敵が来たら困るもの」

　ナナは基本的に普段の生活に魔法を用いない。魔法を使えば使う程、敵にこの隠かくれ家がの場所を教える事になるからだ。一応部屋全体に魔力を隠蔽する魔法はかけられているものの、それでも使わないに越こした事はなかった。

「………現実って厳しいんですねぇ？」

「ええ。特にフィクションと違う点は、顔を見られたら正体がバレること」

「バレるんですかぁっ!?」

「そうなの。アニメや漫画では不思議なくらいバレないのにね」

　どちらかと言うと、この部屋は軍や諜ちよう報ほう機関が使うセーフハウスに近いだろう。ナナが所属するレインボゥハートは間ま違ちがいなくそれらに該がい当とうするので、当然といえば当然の結果だった。










　ゆりかの修行は、セーフハウスにやって来たその日のうちに始められた。ゆりかは魔力を垂れ流しているので、常時魔法を使い続けているような状態と言える。そのコントロールを覚えて抑え込まなければ、魔物やダークネスレインボゥの餌え食じきになる。一秒でも早くゆりかにコントロールを習得させなければならないのだった。

「ゆりかちゃん、これを持って」

「卵？」

「そう。魔法使いの修行の最初は、これをやる決まりなの」

　ナナがゆりかの手の中に置いたのは卵だった。だがそれは魔法を帯びているとか、魔物の卵とかいう訳ではない。先さき程ほどスーパーで買って来た、一パック百九十円の何の変へん哲てつもない卵だった。

「魔法でゆで卵でも作るんですかぁ？」

「ふふふ、違うわ。まずは念入りに、卵の形や手て触ざわりを覚えるの」

「はぁ………」

「しばらくそれをやったら卵をしまって、手の中に卵があった時の感覚を思い出すの。要するに、卵を手に持っていますよっていう、イメージトレーニングをするの」

「それで魔法を使えるようになるんですかぁ？」

「その前段階という所ね。最終的にはイメージしたものに対して魔力を送り込んで形を与あたえる訳だから、想像力や集中力を鍛きたえるのはとても重要な事なの」

　冗じよう談だんにも聞こえるだろうが、この卵の修行は魔法使いになる最初のステップだった。卵という存在を詳しよう細さいに記き憶おくし、それを手の中に再現する。このイメージトレーニングを何度となく繰り返して鍛えた集中力と想像力こそが、魔法を行使する時の土台となる。つまり火球の魔法を放つには、炎ほのおに対する明確なイメージが必要、という事なのだった。

「そしてね、こう出来るようになるのがゆりかちゃんの最終目標よ」

　ナナは軽く微笑ほほえみながら、右手の平を上にしてゆりかに差し出した。するとその空っぽだった右手の中に、忽こつ然ぜんと卵が姿を現す。それはナナがイメージした卵に、魔力を送り込んで形や感かん触しよくを与えたもの。見た目や手触り、重さに関しては、本物の卵と全く区別が付かない完成度だった。

「わぁ！」

　瞳ひとみを輝かせているゆりかの目の前で、卵は色とりどりの光を放ちながら少しずつ消えていく。最後はまるで蜃しん気き楼ろうのように軽く揺らいで、溶とけるように消きえ失うせた。ナナが作った卵は例を見せる為のもので、しかも正規の術式に則のつとっている訳でもない。実体を保つのはここが限界だった。

「凄いですぅ、私にも出来るようになりますかねぇっ!?」

「そこはゆりかちゃんの頑がん張ばり次し第だいだと思うわ」

「頑張りますぅ！」

　正直なところ、ナナはゆりかが魔法を自由自在に使えるようになるとは思っていなかった。卵の修行で言えば、魔力で完全な実体を作り出すところまではいかないだろう。ゆりかはこの時点で十四歳さい。修行を始めるには遅過ぎた。いいところで初級の魔法が使えるようになる程度だろう、というのがナナの予想だった。

「それじゃあ、私もちょっとやってみますぅ！」

　ゆりかは卵をナナに返すと、珍めずらしくやる気十分の顔で意気込んだ。やはり憧あこがれの魔法少女への第一歩なので、ゆりかも本気だった。

「しっかりね、ゆりかちゃん」

「たぁ～まぁ～ごぉ～、でろぉ～～～っ！」

　充じゆう実じつした気合とは裏腹に、その声はのんびりとして聞こえる。だがゆりかは本気だ。手の平に卵の感覚を再現せよというナナの指示を忠実に守り、先程まで触さわっていた卵の事を必死で手の平の上に思おもい描えがいていた。

「むむむむむ～～～む～むむむむぅぅぅ～～～」

「えっ………」

　するとほんの一いつ瞬しゆん、ゆりかの手の中で魔力が揺らいだ。魔力のコントロールが出来ないゆりかなので、今の時点では魔力を見る事が出来ず、自分がやった事に気付いていない。それに気付いたのはナナ一人だった。

　―――もしかしてこの子、とんでもない才能を隠し持っているんじゃ………。

　ナナの目には、魔力が卵の形になっているのが見えていた。一般的に言って修行を始めたばかりの人間が、今ゆりかがやったような事が出来るようになるまで、早くても一ヶ月はかかる。実際、アークウィザードになる最速記録を樹立したナナでさえ、やはり一ヶ月近くを要した。それをゆりかはいきなりやって見せたのだ。

　―――これが偶ぐう然ぜんでないのだとしたら、この子は明日にも魔力が見えなくても分かるレベルで卵を出す………もしそうなったら………。

　魔法使いにとって最大の障害は、常識や固定観念だ。魔法とは意志の力で魔力を導き、現実を改変しようという試みなので、『魔法なんてない』『自分に出来る訳がない』というような考え方が邪じや魔まになってしまう。年齢が高くなると魔法の修行が難しくなるのはそれが原因の一つだった。

　しかしゆりかにはそれがない。本当に純じゆん粋すいに、無邪気に魔法を使おうとしている。そして恐らく内在している魔力も桁けた違ちがいに強いから、ゆりかの意志に従って卵の形になった。つまりゆりかの性格と身体的な資質が、魔法少女という職業に対して完全な適性を見せていたのだ。

「あははははぁ、やっぱりいきなりは駄だ目めみたいですぅ」

「あ、ああ、うん。私も卵が出せるようになるまで散々苦労したから、気にしなくてもいいわよ」

「もうちょっと頑張ってみますぅ。卵をくださぁい」

「はいはい」

　驚きよう愕がくするナナとは裏腹に、再び卵を受け取ろうと手を差し出すゆりかはどこまでも明るく無邪気だ。ナナはそんなゆりかに卵を渡わたしながら、しみじみと思う。自分がゆりかと出会ったのは、何か大きな運命に導かれての事ではないだろうかと。ナナにそう感じさせる程に、この時の驚おどろきは大きかった。










　ゆりかの修行は順調だった。ナナの予想通り、修行を始めた翌日には、ゆりかは目で見て分かるレベルで卵を出現させた。手触りや重さまで完全に再現できたのは一週間目の事だった。そこから先は本格的な魔ま法ほうの修行に移ったのだが、そこでもゆりかは驚くべき才能を発揮した。彼女はまるで真綿が水を吸収するかのように、次々と魔法の技術を習得し続けていた。

「そろそろご飯にしましょうか」

「まだ大だい丈じよう夫ぶですよ？」

「自分では分からないだろうけど、ゆりかちゃんの魔力が尽つきかけてるの。今日はこれ以上やっても上達しないわ」

「そうなんですかぁ。残念ですぅ」

　ゆりかにとって魔法の修行は漫まん画がを読むのと大差ない。魔法少女の設定を教えて貰もらっている感覚なのだ。だから熱意は続く訳なのだが、残念ながら魔力が続かない。この日の修行は夕食の前で打ち切られた。

　習得は早く、やる気も十分。ゆりかの魔法の修行に関しては全く問題は無かった。あくまで魔法の修行に関しては、だが。

「ゆりかちゃん、今夜は何が食べたい？」

「炒飯チヤーハンと唐から揚あげをお願いしますぅ！」

「それだけだと不健康だから、サラダも作りましょうか」

「えー」

「ゆりかちゃんが苦手な野菜は入れないようにするから」

「それならなんとか」

「ふふふ………ゆりかちゃんは冷れい凍とうしてあるご飯の解かい凍とうをお願い」

「はぁい♪」

　やはり魔法の先生なので、ゆりかはナナの言う事はよく聞く。ゆりかはぱたぱたと冷蔵庫へ駆かけ寄よると、冷凍されたご飯を取り出して電子レンジに放ほうり込んだ。

　どぅんー

　そして電子レンジの窓に顔を付けるようにして、皿の上で回転するご飯の様子を見守っている。そんなユーモラスな後姿を見て小さく微笑むと、ナナも夕食の準備を始めた。

「ええと、炒飯と唐揚げなんだから………」

　多くの才能に恵めぐまれたナナは、料理も人並み以上に出来る。包丁を片手に鶏とり肉にくを切り分けていく姿からは、料理人の雰囲気が感じられた。彼女は迷いのない手つきで、殆ほとんど同じサイズに肉を切り分けていった。

　どぅんー

「ご飯はあと三分ですぅ」

「はぁい」

　本来なら食事の準備など弟子のゆりかの仕事だろう。にもかかわらずナナがやっている事には大きな訳がある。それはゆりかを台所に立たせると危険だからだった。

『きゃぁあぁぁぁぁっ!!』

『ゆりかちゃんっ!?』

　どかぁぁぁぁぁんっ

『きゃーきゃーきゃー！』

『消火器、消火器ぃっ！』

　ナナは事前に資料を読んでいたので、ゆりかが自宅暮らしで家事を家族に任せきりであった事は分かっていた。分かっていたが、家事が全く出来ないとも思っていなかった。まさか鍋なべが爆ばく発はつしたり、洗せん濯たく物ものの入れすぎで洗濯機が倒れたり、そういう事になるだなんて想像もしていなかった。だからナナは家事を自分でやる事にした。ゆりかに家事を教え込む前に、セーフハウスが吹ふっ飛とびかねない。また家事が一人前になる前に、魔法の修行が先に終わりそうな気配だった。

　―――きっとゆりかちゃんは、才能が偏かたより過ぎたのね………。

　基本的に人が良いナナはそれを好意的に解かい釈しやくしていた。それにナナは家事が苦手という訳ではないので、無理にゆりかに任せる必要もなかった。結果的にゆりかには簡単な事を任せ、殆どの家事を自分で行うようになっていた。

　ぴろりろぴろりろぴろりろりん

「ご飯出来ましたぁ！」

「持ってきて頂ちよう戴だい。先に炒飯を作るわ」

「はぁ～い！」

「ゆりかちゃんは卵を混ぜてて」

「はぁい！」

　だがナナのこの判断が、後にゆりかとその同居人達たちに悲劇をもたらす事になる。この時点でナナがゆりかに家事を教えていれば、その後の多くの不幸が回かい避ひされたに違いないだろう。もちろんこの時のナナとゆりかには、その事を知る由よしもなかった。
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　ゆりかから貰ったマフラーを眺ながめていると、ナナの脳のう裏りにはゆりかとの日々が次々と思い出されてくる。ナナとゆりかが一いつ緒しよに過ごした期間は一年ほど。その想おもい出では驚くほど多い。だから彼女はそうしながら長い時間を過ごしていた。

「そっか………私はきっと、寂さびしいのね………」

「あれぇ、どうしたんですかぁ？」

　するとそこへ、ゆりかが荷物の一部が詰め込まれた段ボールを抱かかえて通りかかった。そして動きが止まっているナナを見て、ゆりかは不思議そうに首を傾かしげた。

「荷物を整理していたら、これを見付けたの。それでゆりかちゃんとは色々あったなあって、それを思い出していたの」

「わぁ、懐かしいですねぇ。もう三年ぐらい前ですかねぇ」

　ゆりかもマフラーを見て笑え顔がおになる。高校二年生のゆりかにとって、三年といえば人生の六分の一近くに相当する。物心がついてからで数えればその倍ぐらいなので、ゆりかの感覚では随ずい分ぶん昔の事のように感じられていた。だがそれでもナナとの日々は色いろ褪あせず、今も記憶の中に鮮せん明めいに残っている。ゆりかにとっても、とても楽しい毎日だった。

「ナナさんはあの頃とあまり変わりませんねぇ」

「私はゆりかちゃんと会った時にはもう大人になりかけていたもの。そんなに大きな変化は無いわよ」

「言われてみればそうですねぇ。ナナさんは小さいから年上の印象がなかったですぅ」

「あははは。代わりにゆりかちゃんが大きくなったわ、身も心も」

　ナナは段ボールを抱えたままのゆりかをまじまじと見つめる。ゆりかの身長は三年前よりずっと大きくなっていた。だがゆりかの場合、もっと成長した部分がある。それは瞳の奥おくの輝かがやきだ。その輝きが示す意志の力は、三年前とは比べ物にならないくらい、強く大きく成長していた。

　―――なのに、ゆりかちゃんはあの日のゆりかちゃんのままでいる………きっと友達が良かったんでしょうね………。

　そしてナナが何より素す晴ばらしいと思うのは、幾いく多たの戦いを経ても、ゆりかの心が三年前のゆりかのままである事だった。命いの懸ちがけの戦いを幾いくつも経験すると、普通は少なからず心が変化してしまう。その変化は人によって様々だが、戦いの中こそが自分の世界であるという認にん識しきになる事は共通していた。もちろんナナにも幾らかそういう感覚はある。だが不思議とゆりかにはそれが起こっていない。ゆりかは幾多の戦いを潜くぐり抜けたにもかかわらず、あくまで虹野ゆりかのままだったのだ。

　ナナはそれをゆりかの友達―――孝太郎達や高校の人達―――のおかげだろうと思っている。どれだけ大変な戦いがあろうとも、きっと友達が強制的にゆりかを戦士から『ゆりか』に引き戻してくれるのだろう。そのおかげでゆりかはゆりかのまま強くなった。言うなれば、ゆりかが憧れていたような魔法少女になる事が出来たのだ。

「それを言うならナナさんもですよぅ」

「私？」

　ゆりかは段ボールを置くと、楽しそうな足取りでナナに近付き、その傍そばにぺたりと座すわり込む。そして指先でナナの薄うすい胸をつんつんと突いた。

「身体からだの方は前のままかもしれないですけれどぉ、雰囲気は前よりずっと優やさしくなった気がしますぅ」

「そうなの？」

「はいぃ。私は前のナナさんはカッコイイと思ってましたけどぉ、今のナナさんは素す敵てきだと思いますぅ」

「私も………変化を………」

　ゆりかの指し摘てきはナナにとって意外なものだった。自分では変化など起こっていないつもりだったのだ。しかし不快ではない。むしろ喜ばしい事だと感じていた。そして本当にそうであるなら、ナナにはその原因に心当たりがある。ナナはその心当たりの手を取り、両手でそっと握にぎり締しめた。

「ナナさん？」

「私が変わったというなら、それはきっとゆりかちゃんのおかげだわ。ありがとう」

「そっ、そんなっ、私は何にもやってないしぃ………それに里見さん達のおかげでもあるんじゃあ………」

　ゆりかは怒おこられる事は多いが、褒ほめられる事は少ない。今のナナのように真正面から褒められて感謝されてしまうと、嬉うれしさより照てれ臭くささの方が強かった。

「そうかもしれないけれど、私はゆりかちゃんと過ごした期間が一番長いから、やっぱりゆりかちゃんの影響が一番大きいと思うの」

　ナナはずっと、ゆりかは戦いには向かないと思っていた。戦いの中よりも、あたたかな陽だまりの中が似合うと。だがどうやら、ナナ自身もそうだったらしい。いつの間にか戦士に変わってしまったナナを、ゆりかが陽だまりの中へ引き戻してくれたのだ。

「そ、そうだっ、ナナさんも一〇六号室に住めばいいんですよぅ！」

「でもあそこにこれ以上人が増えたら大変でしょう？」

「大丈夫ですよぅ。クランさんとティアちゃんに頼たのんでぇ、押おし入いれを広くして貰おうと思ってるんですぅ」

　妙みように照れ臭くなったゆりかは、懸けん命めいに話を逸そらす。だが再びナナと一緒に住みたいという気持ちに嘘うそはない。子供の頃から修行と任務に明け暮れ、しかも戦いで負傷して不自由な生活を強しいられてきた。ナナはまともな少女時代を送って来ていない。そんなナナが折せつ角かく元気になったのだから、みんなと一緒に大おお騒さわぎしながら暮らした方がいいに決まっている。それは紛まぎれもなくゆりかの本音だ。ずっとそれを考えていて、たまたま今話を逸らす必要があって、丁度良かったのだ。

「んー、確かにあの二人ならやれない事もなさそうね」

「はいぃ。だから一緒に住みましょうよぉ。前ほど忙いそがしくなくなった訳ですしぃ」

「さて、どうしましょうか………」

　ナナは軽く首を傾げて考え込む。確かにゆりかの提案は魅み力りよく的てきだった。ナナにも自分にはいわゆる子供時代が欠落している自覚はあったから。しかし見た目はともかく、ナナは厳密にはゆりか達よりも大分年上だ。そんな自分がゆりか達に交じっても良いのだろうかという漠ばく然ぜんとした疑問が存在していた。

「別にいつも一〇六号室に居なさいって意味じゃないんですぅ。楽しい事をする時に、すぐこれるところに居て欲ほしいんですぅ」

「ゆりかちゃん………」

　いつの間にか、ゆりかが両手でナナの手を強く握り締めていた。先程までとは逆の構図だった。そんなゆりかの手のぬくもりと力とを感じて、ナナの気持ちがぐらぐらと揺ゆさぶられる。一緒に住んで欲しい、手が届くところにいて欲しい、その申し出はこれまでの人生の大半を一人で生きて来たナナにとって魅力的な申し出だった。

　―――あっ………。

　迷えるナナの背中を押おすものがあった。それは彼かの女じよとゆりかの手に視線を落とした時に、同時に目に入ったもの。三年前にゆりかから貰った、毛糸のマフラーだった。そのすぐ後、ナナは一度目を閉じて大きく息を吐はき出した。そして彼女は少々照れ臭そうにゆりかに告げた。

「………分かった。御ご一いつ緒しよさせて貰うわ」

「本当ですかぁっ!?　やったぁぁぁっ!!」

　困ったようなナナとは逆に、ゆりかはまるで子供のように喜んでいた。ゆりかは孝太郎達との暮らしが大好きだが、ナナの事もずっと気にかかっていた。ナナとは楽しい思い出がいっぱいある。そしてゆりかの為に大おお怪け我がをしたナナだから、どうしても忘れられなかった。

「………ねえ、ゆりかちゃん。一つ教えて欲しい事があるんだけど」

　楽しそうにしているゆりか。そんなゆりかを見ていたナナは、この機会にずっと気になっていた事を尋たずねてみる事にした。相応ふさわしい時だと思ったのだ。

「まずはぁ、おそろいのパジャマを買いに―――って、何ですかぁ？」

　ゆりかの頭の中は既すでに新しい生活の事でいっぱいだった。はち切れそうな笑顔が、ナナに向けられる。

「どうしてあの日、私にこのマフラーをくれたの？」

「………えーとぉ、それはですねぇ………」

　ゆりかは考え込む。頭の中にあるものを一いつ旦たん全すべて追い出して、三年前の記憶を引っ張り出す。幸いゆりかにとっても印象深い出来事だったので、きちんと記憶に残っていた。

「あれは確かぁ、こんな小さな子がぁ、薄着で頑張ってるなぁって思ったからだったと思いますぅ」

「実際は年上だったんだけどね？」

「そんなの分かんないですよぅ！　ナナさんは可愛かわいいからぁ、小さい子が背せ伸のびしてるぐらいにしか思わなかったんですよぅっ！」

「小さい子が背伸び………ふふ、ふふふふふっ」

　ナナは笑い始めた。確かにゆりかの言う通りだと思ったからだ。レインボゥハートに入ったおかげで、ナナは少女時代をすっ飛ばして大人になってしまった。その欠けた部分を与えてくれたのは他でもないゆりか。そしてきっと、これからもそうなのだろう。そう思うと、ナナの心は躍おどった。

「それはともかくぅ、片付けが済んだらお買い物に行きますよぅ」

「あら、何を買いに？」

「お揃そろいのパジャマに決まってますぅ！　まずは形からって言うじゃないですかぁ！」

「難しいのね、いろいろ」

「そうですよぉ、女の子の道は険しいんですぅ」

「ふふふっ、私も最近になってそれが分かってきた気がするわ」

　三年前にひよこだったのはゆりかだけではない。ナナもまた、ひよこだったのだ。あれから三年経たったが、今もゆりかとナナはひよこのままだ。身体は大きくなったが、黄色い羽根のままでいる。二人がきちんとした大人の女性になるまでには、まだまだ多くの時間が必要なのだった。







Episode3

想い出の場所にて







　それは良く晴れた気持ちのいい朝の事だった。孝こう太た郎ろうと静しず香かが先生役となり、ころな荘そうの裏手でルースとクランに稽けい古こをつけていると、私服姿のキリハと真ま希きが一〇六号室から姿を現した。二人とも可愛らしい姿なのはいつも通りなのだが、全体的にいつもより服装がきっちりしている印象がある。それで静香は気付いた。

「あら、二人でお出で掛かけなの？」

　それは完全武装の『好きな男の子に見せたい姿』ではないし、少し隙のある『くつろぐ時の姿』でもない。華か美びに走らず、地味過ぎでもない。静香の女の子の勘かんだと、それはどこか遠くへ遊びに行くのに適した格好だった。

「お出掛けはお出掛けなのだが、二人で行く訳ではないのだ」

「出る時にたまたま一緒になっただけで、それぞれ別件で出掛けるんです」

　静香の問いに、キリハと真希は笑顔で答えた。この日は日曜日。二人はそれぞれの友達から誘さそわれて、遊びに出掛けるところだった。しかし二人を誘った友達は別々のグループなので、二人はたまたま同時に出て来たというだけで、一緒に遊びに行くという訳ではないのだった。

「それでは行ってくる」

「行ってきます、皆みなさん」

　待ち合わせの時間が迫せまっていたので、キリハと真希は話もそこそこに一同の前を通り過ぎていく。二人とも約束は絶対守る方なので、長話で遅ち刻こくなど有り得なかった。

『いってらっしゃーい』

　孝太郎と静香、クランとルースは稽古の手を休め、二人を見送る。二人はころな荘の敷しき地ちから路上へ出た所で軽く手を振ふり合うと、キリハは右へ、真希は左へ、それぞれの待ち合わせ場所へ向かっていった。

「………ところで大家さん」

「ん？」

「よくお出掛けだって分かりましたね？」

「もー、里さと見み君ったらぁ………みんなとの付き合いも長いんだしっ、そろそろそういうとこ直そうよ！」

「そう言われましても」

「………ベルトリオンにそこを期待するのは酷こくではなくて？」

「………わたくしはそういうところがその………可愛いと思うのですが………」

「はい、そこに座る！」

「はぁ………」

「まず基き礎その基礎からよ！　最初は髪かみ型がたの微び妙みような変化から―――」

　二人の姿が見えなくなると、孝太郎達は稽古を再開した。だがその内容は、いつの間にか剣けん術じゆつや格かく闘とう技ぎではなくなっていた。










　キリハが一緒に遊びに出掛けたのは、クラスメイトが中心となるグループだった。キリハは吉きつ祥しよう春はる風かぜ高校では人当たりが良い優等生のふりをしているので、しばしばこうしてクラスメイトから誘われる。そういう時は誰だれかがキリハに相談事を抱えているケースが多い。常に明快な答えをくれるキリハは、男女を問わず、周囲から信しん頼らいされていた。そしてそのお礼としての意味も兼かねて、キリハを遊びに誘う訳なのだった。

「………別にそういうつもりじゃなかったのに、周囲からはそう見えていたみたいで」

「問題は貴女あなたが好きになった人と話す時に、幼おさ馴なな染じみさん抜ぬきで大丈夫かという部分ではないでしょうか。幼馴染みさんの助力が無ければ話せないのであれば、その好きな人との交際はどの道成功しません。それに貴女の交際に幼馴染みさんを巻き込む不義理を働く事にもなります」

「………私に本当に必要なのは、どっちなのかを選べって事かな？」

「はい。それが幼馴染みさんに思いを寄せている後こう輩はいさんへの、答えにもなるんじゃないかと思います」

「うん、分かった、ちゃんと考えてみる。ありがとう、倉くら野のさん！」

　幸いこの日の相談者も悩なやみは解決したようで、清すが々すがしい笑みを浮うかべている。それを確かく認にんしたキリハもホッと安あん堵どの息をつくと笑顔になる。自身も十年越しの想いを抱えているだけに、他人であっても本気の恋れん愛あいは軽視できないキリハだった。

「そういえば桐きり葉はさんの方はどうなの？」

「どうって？」

「惚とぼけちゃってー。彼かれ氏しよ彼氏。桐葉さんぐらいなら居るんでしょ、一人や二人！」

「居ませんよ、そんなの」

「うそー。じゃああの人は？　青あお騎き士し様」

「里見君ですか？」

「そうそう。いつも甲か斐い甲が斐いしくやってるじゃない」

「でも、なかなか振り向いてくれないんですよ、あの人」

「あははははっ、流石さすがの桐葉さんも自分の恋愛はままなりませんか！」

　キリハの場合、最初は必要に駆られて吉きつ祥しよう春はる風かぜ高校に通っていただけだった。高校で習うような事は何年も前に習得済みだし、精神年ねん齢れい的てきにもそうだったのだ。だが今になるとキリハは、高校に通って良かったと思っている。生活を介かいして地上の人間の何たるかを知る事が出来ただけでなく、沢たく山さんの友人にも恵まれた。初めて体験する事も決して少なくなかった。高校へ通うようになった事で、キリハは地底にこもっているだけでは分からない事を数多く知る事が出来たのだった。










　真希を誘ったのは、部活動を介して知り合った人々だった。基本はコスプレ研究会で、そこに何人か別の部活動の人間が交じっている。服ふく飾しよく研や漫画研究会など、コス研として活動する上で交流のある部活動の面々だった。この日の彼女らの目的は、コスチュームの研究だった。テーマパークのキャストを観察して、アニメキャラの衣装をどのように現実のものとして再現しているのかを学ぼうというのだ。しかしそれはあくまで建前。実際にテーマパークへ来てしまえば、彼女達はすぐに脱だつ線せんを始めた。

「………衣装を立体にした事で生じる矛む盾じゆんを一カ所に集めた上で、盾たてを背負って隠してるのね。あの盾を下ろさない限りは矛盾は出ない………」

「もー、真希ちゃんったら真ま面じ目めなんだから！」

「でも折角来たんだから―――」

「―――来たんだから遊ぶんでしょ！　ホラホラ！」

　研究目的だと誘われたので、真希はきちんと研究をしていた。しかし他の少女達はあっという間にその目的を忘れ、完全に遊ぶ気満々だった。真希はほんの一瞬だけ困ったような表情をしたものの、すぐに彼女も笑顔になった。最近の真希は若者特有の論理の飛ひ躍やくに対しても寛かん容ようさを見せるようになっていた。それは真希の印象を和やわらげ、周囲の人間関係にも影えい響きようを及およぼしていた。

「それはそうと………真希ちゃんってさ、里見君と付き合ってるの？　ウチの男子共が訊いてくれってうるさくってさぁ」

「付き合ってはいないですけれど」

「でもそういう風には見えないのよ、あの感じは」

「そうですか？」

「長い付き合いの恋こい人びとか、最低でも幼馴染みみたいに見えるわよ。なんというか、言葉を交かわさずに、お互たがいのしたい事が分かってる………そんな感じ？」

「でも本当に、去年逢あったばかりで、付き合ってはいないんです」

「じゃあ、ウチの男共に告白されたら、付き合ってあげる？」

「それは………」

「里見君が好きは好きなんだ？」

「ええと………ハイ」

　真希は可愛らしさと真面目さが同居しつつ、儚はかなげな印象もあった。おかげで彼女は隠かくれた人気があった。しかし同じ理由から声をかけ辛づらく、隠れた人気のままで終わっていた。だが最近は人当たりが良くなり、声を掛かけ易やすくなった。だから真希は現在、人気が急きゆう上じよう昇しよう中だ。彼女が遊びに誘われやすくなったのも同じ理由からだった。もちろん真希にはその自覚はない。それでも自分が良い方に変化しているらしいという事だけは、真希にも分かっていた。










　そうやって二人はそれぞれが独自に人間関係を築き、その結果として今日は別々に遊びに出掛けた訳なのだが、ここで思わぬ出来事が起こった。

「あらっ、キリハさん？」

「真希、汝なんじもここへやって来ていたのか」

　意外な事に、二人はテーマパークで再会する事となった。これは双そう方ほうのグループが示し合わせたという訳ではなく、本当に偶ぐう然ぜん双方の目的地が同じテーマパークだったのだ。小さな地方都市である吉きつ祥しよう春はる風かぜ市の若者向け観光スポットはそう多くないとはいえ、これは非常に珍しい偶然と言えるだろう。

「どうしたの桐葉さん………って、アラ、藍あい華かさんじゃない」

「こんにちは」

「真希ちゃん、知り合い？」

「クラスの人達です」

「へー、偶然ねえ………そうだ、折角だからみんなで回らない？　その方がきっと楽しいし！」

　そして独自に築かれた二つの人間関係は、ここで一つになった。折角テーマパークに来たのだから、みんなで楽しむ方が良い―――そんな単純な理由から、二つのグループは一緒にアトラクションを回る事になったのだった。

「面おも白しろい事になりましたね？」

「うむ。今朝家を出た時にはまるで予想していなかった」

「あはははっ、私もそうです。でも楽しくなりそうです」

「そうだな。折角だから楽しんで帰るとしよう」

　もちろん真希にもキリハにも異論はない。今の二人にはそれがとても大切な事であるという事が、よく分かっているのだった。










　テレビアニメ甲こう虫ちゆう王者カブトンガーは昨年十年ぶりに新シリーズが制作された。その評判は上々で、引き続き続編が制作される事が決まっている。テーマパークではそれに合わせた特別展が行われており、一行はそこを訪おとずれていた。そして真希はそこで、キリハの買い物に付き合っていた。
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「キリハさんがこういうのに興味があるのは意外でした」

「我も昔はちゃんと子供だったのでな。こうしているとその頃ころの事がまざまざと思い出されて………懐なつかしい気分になるのだ」

　意外な事に、カブトンガーの特別展に一番強く関心を向けていたのはキリハだった。真希のキリハに対する評価は高く、また精神年齢的にも大人だと思っていたので、キリハがカブトンガーの展示やグッズを食い入るように見つめていたのは驚きだった。

「でもキリハさんは女の子だし………幾ら子供の頃の想い出があるといっても、男の子向けのアニメというのは想像し難にくいです」

「そうだろうな。恐おそらく我も、アニメの想い出だけであれば、十年も覚えてはいなかったろう」

　キリハはそう言って目を細めると、懐ふところから古ぼけたカードを取り出した。それはかつてはメタリックに輝いていた、カブトンガーのトレーディングカード。その表面にはマジックでミミズがのたくったような文字が書かれている。十年前の―――正確にはもう十一年前になっているが―――キリハ自身が書いたものだった。

「何かがあると、いつもそのカードを眺めてますよね」

「うむ。これは十年間貫つらぬき通とおした想いの証明なのだ。だから眺めていると勇気が湧わいて来る。まあ………お守りのようなものだろうか」

「聞かせてくれませんか、そのカードの事。十年間貫き通したという、想いの事を」

　真希はそのカードに興味があった。大きな戦いに挑いどむ時などに、キリハはいつもこのカードを見つめている。だからキリハほどの人物がそれで勇気が出るという、その訳を是ぜ非ひ知りたいと思っていた。

「ふむ………聞き終わった後に、汝も同じような話をしてくれると約束できるなら」

　もちろんキリハにとってそれは特別な意味がある話だ。だから簡単には話せない。真希にも同等の対価を払はらって貰わねばならない。そしてキリハは真希がそれだけの対価を払える事を知っているから、笑顔でそう答えた。

「分かりました。約束します」

　真希は笑顔で大きく頷うなずいた。真希にしても、キリハに一方的に話をさせるつもりなどなかった。お昼を奢おごれと言うならそうするつもりだったし、他の何かでも応じるつもりでいた。もちろん大事な想い出を話せと言うのでも構わなかった。










　二つのグループが集結した事で、ひとつだけ大きな問題が生じた。それは昼食を食べるのが不自由だという事だった。全員で十数人なので、パーク内のレストランだとまとまって席が取れなかったのだ。そこで一行は一いつ旦たん解散として、昼食後に再度集合するという方法を取った。こうすればメンバーが複数のレストランに分散するので、まとめて席が取れないという問題も解決するし、各自が食べたいものを食べられる。まとめて席が取れないという状じよう況きようでは、優すぐれた判断だっただろう。

「さて、何から話したものか………」

「キリハさんはどういう子供だったんですか？」

　それを良い機会だと考えたキリハと真希は、クレープとシェイクを手に芝生しばふで日向ひなたぼっこを始めた。再度集合するまでには、まだ一時間以上も時間がある。日差しにも恵まれ、のんびりとお喋しやべりをするにはうってつけだった。

「子供時代は活発だった」

「想像できません」

「うむ、みんなそう言うのだが………いわゆるお転てん婆ばという表現が似合う子供だった。常にじっとしてなかったし、動くのに邪じや魔まだったから髪かみは短かった」

「男の子みたいだったんですね？」

「そうだな。だからカブトンガーなどに興味があったのだ」

「あはは、それはそうですね」

　キリハは約束通り子供の頃の話を始めた。彼女が何な故ぜカブトンガーにこだわるのか、そして何故カードをお守りのように身に着けているのか、その原因となった事件の事を。

「だが、それも悪かったのかもしれない。母様を亡なくして不安定になった時、我は些さ細さいな行いき違ちがいから父様と喧けん嘩かをした。そして意地になった我は、一人で地上へ出てしまったのだ」

「確かに、おしとやかだったらそういう事にはならなかったかもしれませんね」

「そうなのだ。そしてそれこそが全すべての原因だった。お転婆であったからこそ、我はあの人と出で逢あい………そしてこのカードを手に入れたのだ」

　キリハは再びカードを取り出すと、そこへ視線を注ぐ。懐かしさと深い愛情が同居している、穏おだやかだが強い眼まな差ざし。真希にはそこからキリハの胸の中にある感情が伝わって来るように思え、自分まで胸を高鳴らせていた。

「亡くなる前、母様は我にこう言った。もし自分が死んでしまったら、空に輝く青い星になって我を見守っている、とな。だから家出して地上へ出た我は、空を駆かける青い流れ星を母様だと思い込んだ」

「十年前の青い流れ星って………それは確か………」

　真希にはキリハの話に幾つか心当たりがあった。真ま耶やからは、青い流れ星が空を駆け抜けた夜に、魔ま力りよくを無効化する剣けんを使う男が現れたという話を聞いた事があった。また最近になってクランから、二千年前のフォルトーゼから帰ってくる時に、十年前の世界に立ち寄ったという話を聞いていた。だからピンと来た。

「………星を追ったから、里見君と出逢ったんですね？」

　孝太郎は十年前、『揺ゆり籠かご』に乗って地球へ帰ってきた。そして時間を止めて十年間の眠ねむりにつく直前、母親を探している幼い頃のキリハと出逢ったのだ。

「うむ。あの頃の我は本当にお転婆だったから、孝太郎を―――おにいちゃんを困らせてばかりで………」

「里見君はああいう生おい立たちの人だから、そういうキリハさんに出逢ったら放っておけませんものね」

「そうだな。今思うと恥はずかしくなるくらいだった」

　キリハはそう言って頬ほおを染める。だが彼女が頬を染めているのは羞しゆう恥ち故ゆえではない。カードが色いろ褪あせてもなお色褪せない想いが、彼女の胸を一いつ杯ぱいにしている為ためだった。

「そんな我を何とか父様の許もとへ帰そうと、おにいちゃんが我と交わした約束が、カブトンガーの映画を見たら帰るというものだった」

「なるほど、何となく分かってきました」

　真希は微笑ほほえむ。何故キリハがカブトンガーにこだわるのか、未いまだにカードを大切にしているのか。こういう経いき緯さつなら確かにそうなって当然だ。真希がキリハであっても、きっと同じようにしたに違いないと思えた。

「このテーマパークへ来て、映画を見て、カードを貰もらって………色々なアトラクションに乗った。しかし………あれにだけは乗れなかった」

「ジェットコースター？」

「身長が規定の百四十センチに足りなかったのだ。あれはとても悔くやしかった」

「ふふ………何だか微笑ましいですね」

「あの頃は我も子供だったのだ」

　これまではずっと笑顔で話していたキリハ。だがここで不意にその笑顔が曇くもり、僅わずかだが声のトーンも落ちた。

「………だが、その帰りの事だった。我は地底の急進派の手の者に襲おそわれたのだ」

「あっ………」

　真希にも心当たりがある話だった。十年前と言えば真耶が地底人と接せつ触しよくを始めた頃。真耶は工作員として地底の政局に介かい入にゆうしていた筈はずだった。そして地上での出来事となれば、高確率でそれは真耶の手によるものの筈。だがキリハはあえてそれを口にしなかった。キリハは真希を責めたい訳ではないし、そうする意味もない。伝えたい大切な事は、もっと別の場所にあったから。

「そのせいであの人はジレンマに陥おちいった。その日はあの人の母様が亡くなった日でもあった。だから我を助けるか、母様を助けるか、その二に者しや択たく一いつを迫られた」

「それは………」

　孝太郎はタイムスリップをしていたから、母親が亡くなった時間と場所は正確に分かっている。だがそこへ向かってしまえば『キィ』が生いけ贄にえにされてしまう。自分の母親か、それとも出会ったばかりの年とし端はも行かぬ少女か―――それは究極の選せん択たくであっただろう。

「………結局、あの人は我を選んでしまった。我を助けてから母様を助けに行く、それが正しい答えだから、とな」

「それはとても………里見君らしい考え方ですね」

「しかし、そのせいであの人は母様を救えなかった。再び母様を失う悲しみを、味わう事となったのだ」

　キリハはそう言って目を伏ふせた。キリハにとって、自分が無力であった事がこれほど辛つらかったのは、後にも先にもこの一度きり。そして最大の失敗だった。

　―――そんな事が………。

　キリハは涙なみだを流している訳ではなかった。しかし真希は、あるいはキリハは泣いているのかもしれない、そんな風に感じていた。

「慟どう哭こくするあの人を見て………我は幼心に思ったのだ。大きくなって力を付けて、自分こそがあの人の支えになりたいと」

「好きになってしまったんですね………」

「好きになったのはもっと前からだったと思う。だがその時に、支え合いたいと思うようになったのだ。あの人には自分が必要で、自分にはあの人が必要だ、と」

「一人の女性として、愛するようになったんですね」

「そこまで明確な自覚はなかったと思う。ただ必死だった。絶対にあの人を救い、二人で幸せになろう、とな」

　ここでキリハはようやく笑え顔がおを取とり戻もどした。その時の想いが十年間キリハを支え、今の彼女の笑顔を作っている。深くて強い愛情がそこにあった。

「そして子供であったが故ゆえに、馬ば鹿かのように信じた。この出逢いは絶対に運命であると。諦あきらめずに想い続けていれば、きっと素敵な事が起こると」

「………諦めなくて良かったですね？」

「実を言うと、十年経って再び地上へ出た頃には、半ば諦めかけていた。良くも悪くも大人になっていたのだ」

「でも完全に諦める事も出来なかった？」

　自分がキリハの立場なら、諦められないだろう。きっとキリハもそうだろう、真希はそんな風に思っていた。二人は同じ人を好きになったから、気持ちは良く分かるのだ。

「そうだ。十年も想っていれば、魂たましいに刻み込まれている。理り屈くつでは分かっていながら、心が納なつ得とくしなかったのだ。だからどうしても確認したかった。あの人が幸せに暮らしているのかどうかを」

　十年の断絶は人や環かん境きようを変える。キリハがそうであったように。だから彼女は初はつ恋こいの男性が幸せでいるかどうかを知る事が出来れば満足だった。無理に受け入れて貰おうなどとは思っていなかったのだ。

「幸運な事に、我はあの人と再会し………今はお傍そばに置いて貰えている。こんなに嬉しい事はない」

　キリハはその豊かな胸に両手を当てると、本当に幸せそうに笑う。今は地底の問題が無事に片付いたというだけでなく、一人の女性としての幸せにも手が届こうとしている。あとはひたむきに想えばいい。幼い頃から、ずっとそうしてきたように。

「そういう事があったのなら、カードの事は納得です。繋つながりや愛情、誓ちかいなんかが一つになったものだったんですね」

「うむ、正しくそうだろうと思う」

「ふふ、絶対に幸せにならないといけませんね、キリハさんも、里見君も」

「そのつもりだ。その為になら、幾いくらでも泥どろを被かぶるつもりでいる」

「良く分かります、その気持ち。私もそうでしたから」

　真希も笑顔に戻ると、キリハと笑い合った。真希の胸の中にも同じ気持ちがある。だからキリハの覚かく悟ごは真希の覚悟でもあった。

「ならば今度は真希、汝の話を聞かせて欲しい」

「キリハさんみたいに、壮そう大だいな話じゃないんですけれど………」

「話の大小は問題ではない。今の汝に至る、心の旅路が問題なのだ」

「だったら………少々恥ずかしいですけれど………」

　そうして今度は真希が話を始めた。それは孤こ独どくと不ふ信しんに苛さいなまれ、ひたすらに愛を求めながらも、他人を傷付ける事でしか存在を保てなかった少女の物語。悪の魔ま法ほう少女ダークネイビーが、藍あい華か真希という平へい凡ぼんな少女になるまでの、ささやかな物語だった。










　真希にとって里見孝太郎という人間の第一印象は、実力のみならず駆け引きにも長じた強敵というものだった。魔法少女としての常識や、勘かん違ちがいから生じた過大評価がその原因だった。

「キリハさんもご存じでしょうけれど………私は里見君の事を、心理戦に優れた強敵だと思っていました。ゆりかにコスプレイヤーを名乗らせたのは、正体を隠す最高のアイデアだと思い込んでいたんです」

　それを認める事は真希にとって恥ずかしい事だった。だから彼女は軽く頬を染め、誤ご魔ま化かすようにぱくぱくとクレープに噛かぶり付ついた。

「常に秘密を守りたい魔法少女だから、どうしてもそう考えてしまうのだろう」

「まさか完全に行き違いと勘違いでコスプレイヤー扱あつかいだったとは思いもよりませんでした。実際戦ったら強かったし、なおの事そうでした」

　幸いキリハは真希が恥ずかしいと感じている部分を追つい及きゆうしたりはせず、ただ穏やかに微笑んでいた。おかげで気を取り直した真希は、シェイクを一口吸ってから話を続けた。

「だから最初の頃はどうやって里見君を倒たおそうか、そればかり考えていました。もちろん強敵だと勘違いしたままでしたから、里見君の行動を勝手に作戦だと勘違いして一人ひとり相撲ずもうを繰くり返かえし………今思うとどれだけ馬鹿だったんだろうって、情けなくなります」

　真希も微笑んだ。しかし彼女の場合、そこには多くの自じち嘲ようの感情が混じっている。彼女は存在していない敵と戦っていたのだから、仕方のない事だろう。当の孝太郎は、真希を敵だと気付いてさえいなかったのだ。

「では、何が汝の思い込みを解いたのだ？　その状況からでは、余よ程ほどの事が無ければ気付くのは難しい筈だが」

　一人相撲を繰り返せば繰り返すほど思い込みは強固なものとなり、もしかすると行き違いや勘違いかもしれない、というようには考えられないようになっていく。意志の強い真希がそうなった以上は、何か大きな転てん換かん点てんがあった筈だった。

「ふふふ、キリハさんには敵かないませんね………その通りです。私は野生の魔ま物ものと戦って重傷を負い、死にかけた事があるんです。その時に、私はようやく里見君がどんな人間なのかを知る事が出来たんです」

　今もよく覚えている。死にかけている時に、真希は小さな男の子の夢を見た。それは事故で亡くなった母親の返り血を浴び、動けずにいる幼い孝太郎の姿だった。そして孝太郎は逆に、痛め付けられて死にかけている幼い真希を見た。その時、お互いに感じたのだ。支え合える相手なのではないか、と。

「そこからは何もかもが逆になりました。あの人の事が気になって、いつも目で追っていました。どうしたら気に入って貰えるか、どうしたらあの人を守れるか、そんな事ばかり考えて。でも自分はダークネスレインボゥの魔法少女だから、必死に言い訳をして仕事なのだと気持ちを取り繕つくろって………。今になると、そこも恥ずかしくて仕方がないんですけれどね？」

　真希は孝太郎の事を信じるようになった。それは彼かの女じよが魔法少女になった以降では、初めての出来事だった。孝太郎に対して、好かれたい、守りたい、普ふ通つうの女の子のような感情を抱いだくようになっていたのだ。だが怖こわがりの真希にはダークネスレインボゥの任務という建前は崩くずせなかったから、その明らかな感情を誤魔化し続けた。他人から見れば、まるで誤魔化せていなかったのだが。

「敵ではないと分かったが、愛していると認める事も出来なかった、か………生き方を変えるのは難しい事だ」

「それを認めるのは、もう少し時間が必要でした。でも日の当たる世界での毎日が、少しずつ私の気持ちを変えていきました。それでもダークネスレインボゥという生き方を変えるところまでは、いかなかったんですけれど………」

　普通の女子高校生としての毎日が、ゆっくりと真希の心を変えた。かつての彼女は人を信じていなかったし、世界を否定的に見ていた。しかし仕事を建前にして孝太郎の傍そばで生きるようになると、それが変わっていった。彼女は人を愛するようになり、世界を肯こう定てい的てきに眺ながめるようになったのだ。それでも彼女はダークネスレインボゥ以外の生き方を選べなかった。他の生き方など、知らなかったから。

「でもある日、私が生き方を変えざるを得ないような、大きな事件が起こりました」

「何があったのだ？」

「私と里見君が、今日みたいにクラスのみんなとここへ遊びに来た時、ダークネスレインボゥが一〇六号室を襲ったんです」

「ああ、あの日か………」

　キリハにも真希が言っている『きっかけ』に心当たりがあった。確かに孝太郎と真希が揃って外出した日に、キリハ達たちはダークネスレインボゥから攻こう撃げきを受けていた。今では笑って話せる内容だが、その時はかなり危険な状況に追い込まれた。だからこそキリハもはっきりと覚えていたのだ。

「あの時、私は里見君の足止めを任されていました。里見君は厳密にはゆりかと協力体制にあった訳ではないので、下手に巻き込むより足止めを、というのがダークネスレインボゥの理屈でした」

「汝の理屈は？」

「どれだけ強くても、あの人は戦いに向いていません。だから私は可能な限りあの人を戦いから遠ざけておきたかったんです。それと………私の弱さゆえです。孤独な自分に戻るのが怖かったんです」

　真希はここで少しだけ表情を曇らせた。彼女が孝太郎の足止めをしたのは、孝太郎を守る為だけという訳ではなかった。彼女は自分と孝太郎の間にある、魔法で作られた絆きずなが断たたれるのを恐れたのだ。たとえそれが魔法で作られた幻げん想そうだったのだとしても、人を愛する気持ちを失い、過去の自分に戻る事が恐ろしかったから。

「でも、里見君が教えてくれたんです。私はもう、孤独な自分に戻ったりはしないと。クラスメイトを友達だと思っているなら、俺おれの事だってそうだと」

「だから孝太郎を行かせたのか？」

　結末はキリハも知っている。孝太郎は真希と共に姿を現した。真希は孝太郎の言葉を信じ、足止めを止めて味方をしてくれたのだった。

「はい。あの日の里見君の言葉で、私はダークネイビーから、藍華真希になったんだと思います。魔法なんて変わった力を持っているけれど、何ど処こにでもいるようなごく普通の女子高校生に………」

　真希はいつの間にか、魔法の絆が存在していないクラスメイト達の事を好きになっていた。だったら、魔法が作った絆なんてなくても、真希は孝太郎を愛している筈だ。だから魔法の絆が消えても、孝太郎との関係は変わらないに違いない。多少の変化はあるかもしれないが、孝太郎とクラスメイトは依い然ぜんとして真希と共にあるだろう―――真希はそれを信じる事が出来たから、生き方を変える事が出来た。ダークネイビーを止め、藍華真希として生きるようになったのだ。

「今の私は………この世界の事も、そこに住む人々の事も、大切に思っています。決して完かん璧ぺきではないと思いますけれど、完璧ではないからこそ大切なんです。多くのものが集まって、支え合う必要があるんですから」

「その理屈で言うと、汝は自分の事も大切に思う―――好きになる必要があるな」

　話を聞いていたキリハは、軽く首を傾かしげて真希に笑い掛けた。真希は自分の事を軽視する傾けい向こうがあるが、彼女が口にした言葉が真実であるのならば、彼女は自分の事も好きにならねばならない筈なのだ。何な故ぜなら今の真希は、他の誰かを支えている筈だから。

「キリハさん………」

　そんなキリハの言葉に、真希は一度目を丸くした。しかしすぐに元に戻ると、真希はキリハに笑い掛ける。その時の笑顔は、キリハと同様にとても優やさしげなものだった。

「………なかなか難しいですけれど、いずれそう思えるようになりたいと思います。そうじゃなきゃ、誰かに縋すがるばかりになってしまいますから………」

　生き方を急に変える事は難しい。心と魂に染しみついたものは、なかなかすぐには変えられない。しかしそうする事こそが、藍華真希として生きるという事。どれだけ時間がかかろうとも、真希はその道を真まっ直すぐに歩いていきたいと願うのだった。










　真希の話が終わると、キリハは納得したと言わんばかりに大きく頷いた。そして優しげな笑顔に一ひと握にぎりの悪戯いたずら心ごころを加えた。

「確かにそんな事をされてしまっては、全ぜん身しん全ぜん霊れいで孝太郎を愛するよりないな。ふふふ、ようやく汝が献けん身しん的てきである理由が分かった」

「里見君が私の狭せまい世界を広い世界に繋げてくれたんです。だったら私も………」

　真希が時折孝太郎に対して献身的過ぎるように見えるのは、ここに原因があった。孝太郎が真希の世界を別の世界に繋げ、普通の人生を作った。今では繋がりは孝太郎だけではないが、それでも一番大きな繋がりは依然として孝太郎であり、それを失う事はあってはならない事だ。だから真希はそれを守る為になら簡単に我わが身みを投げ出してしまう、という訳なのだった。

「それは孝太郎にとっても同じだろう」

「はい。今はちゃんとそれが分かるようになりました」

　だが今の真希にはそれが間ま違ちがいである事が分かっている。いずれ彼女は自分の事をも大切に思うようにならねばならない。彼女だって孝太郎の世界を広げる助けになっているのだから。

「しかし………その気持ちはよく分かる。我も汝のような経験をすれば、そのように考えたに違いないだろう」

　キリハは目を細める。すると真希は軽く俯うつむき、頬を赤らめる。自分の気持ちがキリハに筒つつ抜ぬけになっているかと思うと、真っ直ぐに顔が見られなかった。

「………それは私もです。キリハさんのような経験をすれば、カードを大事にしたんだと思います」

　その反面、真希にもキリハの気持ちがよく分かるようになっていた。そしてその事も、真希を照てれ臭くさい気持ちにさせる原因だった。キリハの大だい恋れん愛あいが我が事のように感じられてしまうのだった。

「どうやら我らは似たような経験をしたようだな」

　キリハはそんな真希の事を楽しそうに見つめていた。元ダークネスレインボゥの真希がこうしているというだけで、今の状況が正しい事が分かる。真希が照れ臭そうに、居い心ごこ地ちが悪そうにしていても、笑って見ていて構わないのだった。

「………はい。見た目はちょっと違いますけれど………」

「結局は似た者同士という事だな」

　最終的に二人が辿たどり着ついた結論は、お互いに孝太郎との出会いを経て生き方を変えるようになったのは同じらしい、という事だった。キリハは少し大人になり、父親との関係を改善し、やがては地上との融ゆう和わを目指すようになった。真希は閉ざされた世界から抜け出して、ごく普通の少女として生きるようになった。二人とも孝太郎との出会いによって、他人と世界を肯定的に捉とらえるようになったのだった。

「おーい、桐葉さーん！」

「真希ちゃーん、そろそろみんな集まり始めてるよー！」

　遠くから二人を呼ぶ声が聞こえてくる。それは二人を肯こう定ていしてくれる人々であり、二人が肯定する人々でもある。二人きりのお喋りは終わりにして、彼女らの許へ帰る時がやってきていた。

「行きましょうか」

「うむ。話もそういう結論だったしな」

「ふふふ、はい」

　友人達の所へ帰るという事は、世界を肯定するという事でもあった。二人が選んだ生き方はそれを求めている。だから二人は笑顔で頷き合うと、遠くで手を振ふっている友人達の許へ走っていった。










　キリハと真希が一〇六号室へ帰ってきたのは、夜になった後の事だった。二人は一いつ緒しよに出で掛かけた友達と日にち没ぼつまでたっぷり遊び、満足して帰ってきた。幾つものアトラクションやショー、そして友人達の笑顔や笑い声はしっかりと心に刻み込まれている。だから部屋に帰ってきた二人の表情は明るい。だが二人を迎むかえた孝太郎の顔は暗かった。

「楽しそうな事をしているな、里見孝太郎」

「………里見君、何で左を向いているの？」

「それが、格かく闘とう技ぎの練習中にグキッとやってしまって」

「皆みんなに治して貰ったのだろう？」

「だから寝ね違ちがえたぐらいで済んでるんだ」

「あは、そういう事でしたか」

　実は孝太郎は、朝からやっていた格闘技の訓練中に首を痛めてしまった。静香と本気の組み手をやっている時に、彼女の攻撃が強く入り過ぎてしまったのだ。もちろん少女達がよってたかって治ち療りようしたのだが、それでも痛みが残り、顔が前に向けられない状態にあった。そんな状態の孝太郎を見たキリハは、一計を案じて悪戯っぽい表情で笑った。

「真希、そこへ座すわるといい」

　キリハはそう言いながら孝太郎の左側を指さす。孝太郎はちゃぶ台の所に座っているが、その左側は空いている。誰だれも座っていない座ざ布ぶ団とんが置かれているだけだった。

「はい………」

　真希はキリハの意図が分からなかったが、別段反対する理由もなかったので素す直なおに従って孝太郎の隣となりに座る。そしてそこへ座った途と端たん、真希は何故キリハが孝太郎の横に座らせたのかを理解した。

「あの、里見君、じっと見つめられると困るんですけれど」

「そうは言ってもだな、首が痛くて前を向けないんだよ」

　左を向いたままの孝太郎の左に座るという事は、至近距きよ離りで孝太郎と向き合うという事だ。真希の方がそっぽを向けばいいという話ではあるのだが、それでも孝太郎の視線が彼女に向いたままであるという事実は変わらない。特に今日はキリハの想おもい出で話ばなしを聞いた影えい響きようで、孝太郎に対する意識が強まっており、真希は妙みように胸が高鳴って落ち着いて座っていられなかった。そして頬を赤らめて照れる真希を見ていると、孝太郎の方も不思議とドキドキさせられる。やはり落ち着いて座っているのは難しかった。

「あぁ、我にはそんな熱い視線を向けてくれた事などないというのに」

　キリハはそうした事情を分かっていて二人をからかう。キリハの狙ねらい通りの展開であったので、彼女は上じよう機き嫌げんだった。

「藍華さんにやらせておいてその言い草か」

「嫌いやなら止めても良いのだぞ、真希」

「べ、別に嫌という訳では………単に落ち着かないというだけで………」

「だったら何も問題はないな」

「もぅ、キリハさぁん………」

　真希は困ったように眉まゆを寄せる。だが抗こう議ぎを受けたキリハは孝太郎の右側に座り、何事もなかったかのようにお茶を淹いれ始める。彼女は相変わらず上機嫌で、その横顔はいつになく美しい。その表情には二人をからかって楽しいという感情だけでなく、真希から話を聞いた事で孝太郎に惚ほれ直したという感情も多分に含ふくまれていた。だが残念ながら、左を向いている孝太郎にはその表情は見えていなかった。

「………藍華さんとキリハさん、帰りに何かあったのか？」

　しかしそれでも孝太郎は、二人の間に流れている空気がこれまでとは多少違っている事に気付いていた。キリハはいつもより真希への斬きり込こみが鋭するどいし、真希からはキリハへの甘あまえのようなものが感じられる。しかし二人は別々に出掛けた筈なので、孝太郎は二人が一緒に行動していたとは考えていない。孝太郎にとっては不思議な状況だった。

「あ、別に帰りに一緒になったんじゃないんですよ」

「別々に出掛けたのに、偶ぐう然ぜん出で掛かけた先で再会したのだ」

「へぇ………珍めずらしい事もあるもんだな」

「そこでお互たがいの秘密を教え合いました」

「我のカードの由来とか、真希があの場所で生き方を変えた話などだな」

「まさかっ………」

　孝太郎はそこで二人が何処へ行っていたのかに気付いた。同時に、二人が孝太郎にとって重大かつ極きわめて照れ臭い話を共有し合ったのだという事も。だからこそ二人の距離は縮まった。そしてそれは、孝太郎にとって困った状況の発生を意味していた。

「………その話題にはノータッチでいて頂く訳には参りませんでしょうか？」

「汝なんじの態度次し第だいだ。ここから濃のう厚こうな想い出話を展開しても構わないのだぞ」

「ぐっ」

「私は別に展開しなくても………」

「孝太郎に何か貰うのでも構わないと思うが」

「………私もカードか何かが欲ほしいです、里見君！」

「分かった、その条件を呑のもう」

　真希とキリハ、二人が協力して攻せめ込んでくれば抵てい抗こうの余地はない。二人は悪意とは無む縁えんの感情を抱かかえて向かってくるから、怒おこって突つき放はなす事も出来ない。抵抗すれば針の筵むしろのような時間を延々と過ごす事になるので、この時点で二人の要求を呑んだ方がまだましだった。

「藍華さんは口止め料で何かが欲しい。キリハさんは？」

「そうだな、しばらくそのまま座っていてくれればいい」

「へっ？」

「我が何をしようとも、ただそこに座っていればいいのだ」

　ぱさっ

　孝太郎の右みぎ腕うでにキリハの体重がかかる。左しか向けない孝太郎だったが、長い髪が腕うでをくすぐっていたので、彼女が寄りかかっているのだろうという事は分かった。

「キッ、キリハさんっ、そんな過激な事をするつもりなんですかぁっ!?」

　しかし目の前で真希が驚きよう愕がくして仰のけ反ぞったのを見て、孝太郎は自分の想像が間違いであるらしい事を悟さとった。

「ちょ、ちょっと待てっ、キリハさんあんた今何をやってるんだぁっ!?」

「汝はじっとしていればいいのだ、じっとしていればな………絶対に痛くはしない。安心しろ里見孝太郎」

「安心できるかぁあぁぁぁぁぁっ!!」

　首が痛いので、孝太郎は首だけを動かしてキリハを見る事が出来ない。どうしても身体からだごと振り返る必要があった。だが顔を赤らめた真希が両手で顔を覆おおいながらも、指の隙すき間まから盗ぬすみ見みている状態からすると、何か恐おそろしい事態が進行しつつあるのは確実だ。それゆえに振り向むきたくないという気持ちもあった。おかげで孝太郎は身動きが取れない状況に陥っていた。
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『相変わらず姐あねさんは天才だホー』

『真希ちゃんも演技派だホ。孝太郎は完全に手玉に取られているホー』

　実はこの時、キリハは何もしていなかった。本当に単純に、孝太郎の肩かたに頭を乗せているに過ぎなかった。キリハが目で合図を送ったら真希が上う手まく応こたえてくれたので、二人で孝太郎と遊んでいるだけだったのだ。

「里見孝太郎、やわらかいのと、みずみずしいのと、どっちがいい？」

「止めましょうキリハさんっ、それは流石さすがにまずいですってっ!!」

「一体後ろで何が起こっているんだぁあぁぁぁぁっ!?」

　キリハと真希は、今日一日孝太郎と離はなれて過ごした事で、気付いた事があった。それは想い出の全てが孝太郎で塗ぬり潰つぶされてしまう事は不健全だという事。真希とキリハの、あるいは二人と友人達との絆が深まるからこそ、孝太郎との日々も輝かがやく。そして今がまさにその時だ。孝太郎とのきらきらした時間を最大限楽しむべく、二人はこの日新たに築いた絆を確かめ合うのだった。







Episode Clariausa

増幅回路についてのあれこれ







　クランの頭の中は真ま希きと孝こう太た郎ろうの事でいっぱいだった。別の世界の夢を見ていた真希は少し前に目を覚まし、真しん剣けんな顔で一〇六号室を飛び出していった。だからクランは孝太郎を叩たたき起おこして真希の後を追わせた。クランと真希は孝太郎達たちの敵だった期間が長く、同じような悩なやみを共有している。だからクランは真希の事を、我が事のように心配していたのだった。

「メガネっ子、早くカード引いて！」

　早さ苗なえは数枚のカードをクランに向けて差し出し、ひらひらとうちわのように動かす。手が止まっていたクランを急せかしているのだ。

「申し訳ありませんわ。少し考え事を………」

「おでこにこーんなしわが出来たよ」

「しわが跡あとになったら困りますから、考え事はこれくらいにしておきますわ」

「うむ、そのようにするのだ」

　クランは早苗と笑い合うと、ひらひらと動いているカードから一枚を引き抜ぬいた。晴はる海みと真希、遺い跡せきの少女を除く七人の少女達は今もゲームを続けている。これまでと同じく、勝者が次に別の世界を覗のぞきに行く事になるのだ。今やっているのは通路のカードを繋つなぎ合あわせて迷めい宮きゆうを進み、財宝を探し出すカードゲームだった。ゴールは複数あり、しかし正解は一つだけ。プレイヤー同士でカードをやり取りしながら、いち早く正解のゴールに辿り着いた者が勝利となるというルールになっていた。

「ええと、サナエから取ったカードをそのまま場に出して、先を急ぐ事にしますわ」

「じゃー、あたしはカード補ほ充じゆうー」

　クランは早苗から取ったカードを自分の前に開いて置き、早苗は山札からカードを補充する。これでクランの手番は終わりだった。この山札からではなく好きなプレーヤーからカードを引いていいというのがこのゲームの特とく徴ちようで、相手の作戦を邪魔する為にカードを取るのでも良いし、似た作戦の相手からカードを取って自分が有利になるようにするというのでもいい。シンプルなルールながら、このカードのやり取りが高い戦略性を生み出していた。

「ほんじゃあたしはねー、キリハから貰う！」

「ほう、そう来たか」

「だってあんたから危ないオーラが出てるもん。なんかやる気なんでしょ？」

「正解だ。だがその当たりカード、汝に引けるかな？」

「ウッ、あんたカード見てないでしょ？」

「うむ、見たら霊れい波はを読まれるからな。ふふふ………」

　次の手番の早苗はキリハと激しい駆け引きをしていた。やはり次に過去の世界を観みに行くのは誰かを決める戦いなので、誰もが必死になっていた。

　―――マキはどうしているのでしょうね………ベルトリオンが追っているのだから、危険はないでしょうけれど………。

　そんな中、クランは一人上の空だった。やはりクランは真希が心配なのだ。それにクランはずっと敵であった経緯から、いち早く別の世界を覗きたいとは思っていない。確かに孝太郎との関係が進んだ世界を覗きたいは覗きたいのだが、自身の愚おろかしい過去との対面と抱き合わせになる以上、他の六人ほど強い動機にならない。だからクランは飛び出していった真希の方に注意が向いていた。真希が何な故ぜ飛び出していったのか、それが気になるのだ。これもまた、真希とクランが同じ悩みを抱えているからだった。

「あれぇ、それってぇ、クランさんゴールしてませんかぁ？」

「………えっ？」

　クランはゆりかの声で我に返った。この時、クランが早苗からカードを取った所から既すでに十数分が経過しており、クラン自身も更さらに何手順かプレーしていた。だが上の空だった彼女にはプレーの実感はなく、ゆりかに言われてようやく自分が出したカードがゴールの形を示している事に気付いたほどだった。

「ううむ、今日のクランは手が読み難にくかったのう」

「クランさんポーカーフェイス完璧だったもん」

「流石でございます、クラン殿でん下か」

　ティアや静しず香か、ルースがクランを称しよう賛さんする。彼女らからすれば、それだけクランの勝ち方は鮮あざやかだった。もちろんクランは狙ってやった訳ではなかった。

　―――次はわたくしが別の世界を覗きに行く………？

　これはクランが上の空で出し続けたカードが、たまたまゴールの最短コースを突き進んだに過ぎない。だからクランはむしろ、この勝利に戸と惑まどっていた。

「ただいまー」

「ただいま帰りました」

『うみゃー』

　そんなクランが幸運だったのは、彼女の勝利に前後して、真希と孝太郎が一〇六号室に戻って来てくれた事だった。










　夢から醒さめた真希が一〇六号室を飛び出していった時点では、クランは真希から良い夢だった、別の世界の真希は猫ねこを飼っていた、という事しか聞かされていなかった。その話の途と中ちゆうで真希が血相を変えて飛び出していったものだから、良い夢ではあっても何か重大な問題があったのではないかと心配していた。だからこそクランは孝太郎を叩き起こして後を追わせたのだ。もしもの時には、自分以上に信用している人間が必要だったから。

「マ、マキ、あなた、猫、猫って………あははははははっ!!」

　そんな時に真希が三匹びきの猫を連れて帰って来た。この予想外の展開に、クランは思わず笑い出してしまっていた。真希のイメージに合わない猫という存在、そしてクラン自身の心配が突き抜けて良い方向で裏切られた事で、安あん堵どと馬ば鹿か馬ば鹿かしさが一緒になって笑わずにはいられなかったのだ。

「すみませんクランさん………この世界でのこの子がどうなったのか、確かめる必要があったものですから」

「あはははははふぇ………こ、この世界の？」

「はい。夢の中で私、この子の命を助けてるんです」

　真希が部屋を飛び出したのは、三匹のうちの一匹、真希が別の世界で飼っていた猫の無事を確かめる為ためだった。夢の中では真希がこの猫の命を助け、それがきっかけになって飼い始めた。という事はこの世界では助けられていないのではないか―――それを心配したから真希はころな荘そうを飛び出したのだった。

「こうして連れて来たのですから、無事だったのですわよね？」

「はい。里さと見み君が助けてくれていました」

「呼んだか？」

　その孝太郎が玄げん関かんから外へ出てきた。その手にはスープ用の皿と牛乳の紙パックが握にぎられている。猫達の為に用意したものだった。

「呼んではいませんが、ごろねと里見君の話をしました」

「んー、そうかー」

　孝太郎はその場にしゃがむと、お皿を置いて牛乳を注いでやった。すると猫達がそこへ寄って来て匂においを嗅かぎ始める。猫達はしばらく匂いを嗅いだ後、一番小さな猫が牛乳を飲み始めた。大きな二匹の猫はその様子を見守っていた。

「そもそもこいつ………ごろねを見付けたのは早苗なんだよ。離れた場所から溺おぼれて苦しんでるのを感じ取ってさ、助けに行こうって俺に言ってきて………」

「ワタクシ早苗ちゃんは、動物と自然に優しい魔法少女を目指しているのです。………久しいな、ごろねよ！」

「うみゃー！」

　孝太郎に続いて早苗も外に姿を現した。猫達は早苗と面識があるようで、少し前にクランと初対面した時のような瞬しゆん間かん的てきな緊きん張ちようはなかった。

「冷静になって思い出してみると、別の世界では私の後に、里見君と早苗さんが来たなぁって」

　真希が猫を助けようとした時に孝太郎と出で逢あったのだから、出逢わなくても猫は孝太郎に救われる。目覚めてすぐには焦あせってそこに気が回らなかったので、真希は照れ笑いを浮うかべていた。

「取とり越こし苦ぐ労ろうだった訳ですのね………はぁ………まったく人ひと騒さわがせな………」

　事情を全すべて把は握あくしたクランは、大きな溜ため息いきをつく。もちろんそれは安堵の溜め息だ。やはり真希の事は特別気にかかるクランだった。

「………ふぅん、良いところあるじゃないか、クラン」

　そんなクランの様子に、孝太郎が笑う。生まれつきの性格と経験の不足から、かつては常に他人から距離を取っていたクラン。それだけにクランが真希を心配している姿は、孝太郎には珍しいものとして映った。

「わ、わたくしだって他人を心配する時ぐらいありますわっ」

「別にそれが悪いって言ってる訳じゃない。それに馬鹿にして笑ったのでもないぞ」

「じゃあなんですの？」

「お前、以前からアライア陛下以上の皇こう帝ていになりたいって言ってたろう？」

「実現性はともかく、皇族なら当たり前でしょう？　それがなんですの？」

「だから、それがまんざらありえなくもないなって思っただけだ」

　アライアと比ひ較かくした場合、クランに不足していたのは他人との繋がりの意味と重要性を理解する事、そして経験だろう。知力や勇気に関しては決して劣おとるものではない。科学に対する理解や将来的な視点などではむしろアライアを圧あつ倒とうする。今のクランならばアライアを超こえる事は決して夢物語ではないかもしれない。孝太郎はそう感じて彼女の評価を改め、それを嬉うれしく思ったのだった。

「………そっ、そんなこと急に言われても………あ、あの、そのぉ………」

　孝太郎に笑われたと思ってとげとげしかったクランの様子が、ここで急激に変化する。顔を赤くしながら孝太郎から目を逸そらして俯うつむき、両手の指先をこねくり回している。それはまるで大好きな男性から突とつ然ぜん愛を告白されたかのような姿だった。皇女として生まれ、最高の皇帝を目指すクランなので、彼女が最高の騎き士しだと認める孝太郎からこういう風に言われた事には大きな意味があった。大好きな男性から愛を告白されるのと同等か、それ以上の意味があるのだ。何故なら最高の皇帝になるという事は、最高の騎士が一生傍そばにいてくれるという事でもあるのだから。

「でもクランさん、そう言いつつも里見君はクランさんが皇女のままでいて欲しいっていう願望もあるんですよ？」

　これまでは黙だまって話を聞いていた真希が、ここで口を挟はさんでくる。その顔はとても楽しそうだった。

「あっ、こらっ！」

　笑え顔がおでクランを見つめていた孝太郎だったが、この時の真希の暴ばく露ろで焦り始めた。

「えっ………それはどういう事ですの？」

「クランさんが夢を叶かなえて欲しいと思う反面、里見君はクランさんが自分だけのお姫ひめ様さまでいて欲しいんですよ」

「おっ、俺は別に………」

「べつに？　里見君ってば、あんな事言ってるわよー、ごろすけー」

「うみゃー」

　真希は三匹の猫の内の一匹、一番小さな子猫を抱き上げると、孝太郎に笑いかけた。子猫は真希を信しん頼らいしているようで、彼女の指に顔を擦こすりつけるようにしている。真希は子猫とは正反対で気持ちを表に出さない孝太郎がおかしくてならなかった。

「………」

　対する孝太郎は何も答えられなかった。何でも願いを叶えると言った遺跡の少女にクラン達を求めた孝太郎だから、今いま更さら何を言っても無む駄だなのだ。深夜零れい時じに予定されている記き憶おく消去を早めたいくらいだった。

「………別に皇帝になったとしても、わたくしはあなただけの………その………なのは変わりませんけど………」

　孝太郎にとって幸いだったのは、クランも同じような状態だったという事だろう。クランも感情を素直に表に出すのは苦手なので、能力や家いえ柄がらではなく、クランという人間そのものを絶対に間違いなく求めてくれている人が居るという状じよう況きようでは、どう振ふる舞まっていいのかが分からない。今の彼女には孝太郎の様子がおかしいと考える余よ裕ゆうはなかった。

「し、しかしだな、お前が本気でアライア陛下のようになりたいのなら、この先は大変だぞ？」

「えっ？」

「皇帝になれば、かつて俺とお前がやったように、対立していた相手と手を結ぶ必要が出てくる。一番お前の苦手な事だろう？」

「………ベルトリオン………」

　孝太郎の言葉がクランの胸に沁しみこんでくる。それは孝太郎が話を変えたいが為の思い付きの言葉であったが、今のクランには必要な言葉だった。もしクランが皇帝になったとして、対立する意見の持ち主を全て排はい除じよするという訳にはいかない。クランが折れたり、相手が折れたり、あるいはお互いに半歩下がるという事を繰くり返かえすのが政治なのだ。孝太郎が言う通り、繰り返し対立を乗り越えていく必要があるのだった。

「ちょうど良いですわ」

「何がだ？」

「別の世界を覗きに行けば、わたくしとあなたが対立している姿が見られるでしょう。今後の為によく観察して参りますわ」

　そして孝太郎の言葉が、これまでどこかもやもやとしていたクランの気持ちを明確なものにしてくれた。今後何度も対立を乗り越えていくのだとしたら、一番初めにやった孝太郎との対立など物の数ではない。今後相手にしていく連中を思えば、孝太郎はむしろ好意的な対立相手だったと言えるだろう。そこから目を逸らすようでは、クランがアライアを超える皇帝になるなど夢のまた夢。クランはこの時、自分の愚かしさと対面する勇気を手に入れたのだった。







　覚かく悟ごはしていても、実際に自分の過去の過あやまちと対面すると、クランのショックは大きかった。それは思わず目を覆いたくなるようなものばかりだった。最初は一度目の演劇の前日。その日の事はクランも良く覚えている。クランは絶対の自信がある罠わなで、ティアの抹まつ殺さつを謀はかったのだ。

『チィッ、青あお騎き士しもどきめぇっ、余計な真ま似ねをっ!!』

　この世界のクランが腹立たしげに舌打ちをする。その視線の先で、青い鎧よろいを着た孝太郎が爆ばく発はつの煙けむりの中から姿を現した。孝太郎の両りよう腕うでには庇かばうようにティアが抱えられている。孝太郎が身を挺ていして爆発からティアを守ったのだ。

『辺境の蛮ばん族ぞくがわたくしの作戦の邪じや魔まをするなどっ、許される事ではありませんわっ！』

　この時のクランには絶対の自信があった。だがそれを孝太郎に防がれた。プライドがいたく傷付けられ、クランは完全に頭に血が上っていた。そしてその表情は醜みにくく歪ゆがみ、声にはぞっとするような悪意が滲にじんでいた。

　―――相手が騎き士し道どうを体現する者だと気付かず、驕おごり、見下し、辺境の蛮族と罵ののしる。極きわめ付つけはあの顔と声………あれのどこが皇帝なのか………ハァァァァ………。

　戦いを覗いている方のクランは頭を抱えていた。彼かの女じよはかつての自分の姿を目まの当あたりにして、落らく胆たんと羞しゆう恥ちの感情に震ふるえていた。かつてのクランは、自分が皇帝たる器うつわを持っていない事に気付いていなかった。話にならない状態なのに、ティアを倒たおせば皇帝になれると信じている。あるいは、なる事そのものは出来るかもしれない。しかしこれでは悪い意味で歴史に残る皇帝になるのは明らかだった。

『ぶ、無事か、ティア………』

『大だい丈じよう夫ぶじゃっ、そなたが守ってくれた！　心配は要いらぬ、髪かみの毛けが少し焦こげただけじゃ！』

　そしてもう一つクランを落胆させていたのが、この時点での孝太郎とティアだった。

　―――この時点で既に、ベルトリオンはティアミリスさんとの関係が上手く回り始めていますのね………。

　この時点でのティアと孝太郎は、まだライバルや友達の枠わくを完全に抜け出したとは言えないだろう。しかし騎士と皇女、同時に一人の少年と少女、その繋つながりは既に生まれつつある。二人のここまでの歩みが、お互いを尊重する気持ちを生み出していたのだ。

　―――それに比べて、シュワイガの期待のホープときたら………最悪ですわ………。勝てる訳がない。シグナルティンがこの状態のわたくしを守る訳がない………。

『きゃあぁっ、こっ、これではバリアーのコンバーターがもちませんわっ!!』

『だあああぁぁぁぁっ!!』

『わっ、わたくしがっ、こっ、こんなに易やす々やすとっ!?』

　王権の剣けんとも呼ばれる皇家の至宝、シグナルティン。その力は孝太郎を守り、結果的にティアをも守っている。そしてクランの事は守っていない。それどころかクランはシグナルティンの力に圧あつ倒とうされ、倒されようとしていた。それはこの時点のクランには皇族、そして皇帝の適性がないという事を意味している。だからシグナルティンが守ってくれないのだった。

　―――しかし皇帝を目指す以上、こうした対立からの和解は常に必要になる………目を逸らす訳には参りませんわ………。

　自身の未熟さとティアから大きく出で遅おくれてしまっている事を感じ取り、クランは暗あん澹たんたる気持ちを味わっていた。だがそれでもクランは辛つらい過去から目を背そむけなかった。アライアを超える皇帝を目指す以上、それらから目を逸らす事は大きなマイナスだと分かっているのだった。










　それからクランはしばらく辛い気持ちを味わっていたのだが、ある時大きな転機が訪おとずれた。それは二度目の演劇の本番当日の事だった。

『果たしてあなたに全てを守り切れましてっ!?　そんなちっぽけな剣一本では、仲間達すら守れませんわよっ!!』

『守ってみせるさっ!!　あいつらはなっ、全員が侵しん略りやくを成功させなきゃならないんだからっ!!』

　二度目の対決の結果、孝太郎はクランを追おい詰つめた。その結果、クランは開発中の秘密兵器―――超ちよう時じ空くう反発弾だんを持ち出した。この時空間に干かん渉しようする兵器は、孝太郎に斬られた事で不完全に作動。近くにいた孝太郎とクランを、過去のフォルトーゼへと吹ふき飛とばしたのだった。

　―――よくやりましたわ、ベルトリオン。その愚おろか者ものをよく止めて下さいましたわ。まったく………わたくしという人間はもう………。

　そんな二人を見守っていたクランは、思わず孝太郎に拍はく手しゆを送っていた。向き合う必要があるにせよ、自身の愚かしい行動を止めて貰もらえた事は大きな救いだった。おかげで覗いている方のクランの苦行はようやく終わりを迎えていた。

「………それにしても、本物の青あお騎き士しは今何ど処こにいるのか………」

　そして過去のフォルトーゼに飛ばされたもう一人のクランは、孝太郎をアライア達のところに残して、一人別行動をしていた。彼女は孝太郎が青あお騎き士しの代理を務めている間に、本物の青騎士を見付け出さねばならなかった。そうしなければ歴史が変わってしまい、元の世界へ帰れなくなる。それを避さける為に、敵同士であった孝太郎とクランは一いつ旦たん休戦したのだった。

「………皇女達の移動ルートからはそう離れていない筈はず………でないと颯さつ爽そうと救いに現れる事が出来ない………」

　クランが孝太郎達の許を離れてから既に三日ほど時間が過ぎていた。しかし未いまだに青騎士の痕こん跡せきは見付からない。クランは最初、アライアが追い詰められていた崖がけの周辺にある村や集落をあたった。本来アライアは青騎士が救う筈なので、崖の周辺に青騎士の足あし跡あとが残されている可能性があると考えられたのだ。しかし結果は空から振ぶり。レイオスという名は聞いた事がなく、青い鎧の騎士も見ていない。それがクランが聞き込みをした人々の共通した答えだった。仕方なくクランは、次の村を目指すべく、今いる村の出口へ向かって歩いていた。

「………あっ」

　そんなクランが丁度村の門に差さし掛かかった時、彼女の脳のう裏りに閃ひらめきが走った。そして正面に見えている森、そのずっと向こう側にある筈の問題の崖に意識が向いた。

「まさか、本来はあの場所で青騎士に助けられるのではなかった、とか!?」

　孝太郎とクランがアライアと遭そう遇ぐうしたのはあの崖だった。だが、二人が現れなくてもアライアがあの場所で死ななかったとしたらどうだろう？　実はアライアは崖から落ちて逃にげ延のびた筈だったとか、捕つかまった後で何かが起こったとか。状じよう況きよう的てきにアライアはあの崖で青騎士と出会ったのだと思い込んでいたが、必ずしもそうではないかもしれない。クランはその事に気付いたのだ。

「だとしたら、根本的に考え方を改める必要がありますわね………」

　クランは腕うで組ぐみをして考え込む。孝太郎がアライアを青騎士の代わりに助けたのではなく、実際よりも早く助けてしまったと考える場合、青騎士の進路はより広く想定しなくてはならない。考えをまとめたクランは腕うで輪わ型のコンピューターを操作して、地図上に記された本物の青騎士の想定進路をより広く書かき換かえていった。

「こんなところですかしら………残りは四日、全部回れると良いのですけれど………」

　書き換えが済むと、クランは軽く大地を蹴けって宙に舞い上がった。クランが身に着けている小さな装置が身体からだの周りの重力場を操あやつり、彼女は自由に空を飛ぶ事が出来る。これまでクランは人里の近くではなるべく飛ばないようにしていたのだが、急がないと間に合いそうもない状況なので人目を気にしている余裕はなくなっていた。

「………手て掛がかりがティアミリスさんの台本だけというのは情けないですし、頼たよりないですわねぇ………空は寒いですし、踏ふんだり蹴ったりですわ、もぉ………」

　空へ舞い上がったクランは大きく溜め息をつく。クランが過去のフォルトーゼで行動の指針にしているのは、孝太郎が持っていた演劇の台本だった。その台本はティアが書いた物なので、クランにとっては敵の力に頼るも同然だ。しかもそれでいて歴史書ではなく演劇の台本なので、必ずしも史実通りではない。物語になるように話を付け加えられていたり、切り取られたりしている部分が少なくないのだ。おかげで台本の記述を完全に信じてしまう訳にもいかない。要するにクランは、敵が書いたぼんやりした手掛かりに沿って行動するしかない状況に腹を立てていたのだった。

「………ぶうぇーっくしょいっ！」

　しかも空は寒い。収しゆう穫かく祭さいを目前に控ひかえ、季節は冬の気配を漂ただよわせつつある。そのうえ飛行する高さを上げれば気温は下がり、遮さえぎるもののない風は容よう赦しやなく吹き付けてくる。この空の寒さも彼女の腹立ちを煽あおる一因だった。










　孝太郎は手て拭ぬぐいを絞しぼると、クランの額に乗せてやった。そして孝太郎は彼女の顔を覗き込む。この時、クランの顔は赤くなっていた。だがそれは照れての事ではなかった。

「それで風か邪ぜひいて帰って来たって訳か」

　当初の予定では、青あお騎き士し捜そう索さくは七日間となっていた。だがクランは風邪をひき、五日目に帰って来た。休みなしだった事、寒空を文字通り飛び回った事で、体調を崩くずしてしまったのだ。今のクランは孝太郎達と合流し、街かい道どう沿いの宿屋のベッドの上にいた。

　ちなみに孝太郎が看病をしているのは、クランが持っている医い療りようキットを他の者に見せない為だった。またその医療キットの使い方を理解出来る人間が孝太郎だけだという事情もある。未来の技術は歴史を歪めかねない。アライア達が仲間だからといって、こればかりは安易に見せる訳にはいかなかった。

「………何か文句がありまして？」

　風邪をひいたクランの体温は高いが、彼女の声はどことなく冷たい。この頃ころのクランと孝太郎にはまだ距離がある。休戦したとはいえ、少し前までは敵対していたので、まだ感情的なしこりは残っているのだ。

「一いつ瞬しゆんだけな。だがすぐにそんなものだろうなと思い直した。だから特に文句はない」

　もちろん孝太郎の方もそうだったのだが、目の前に寝ね込んでいるクランの姿があったので冷静になる事が出来た。過去の世界へやって来てから、まともな休みはない。そんな状態でずっと捜索で出歩いていれば体調を崩しても不思議はないだろう。だから孝太郎は思い付いた文句を飲み込んだのだった。

「それにだな、俺おれにだって喚わめき散らして良い時と悪い時ぐらい分かるさ。お前は難しい事をやっているから、今は喚き散らしちゃ悪い時だ」

　本物の青騎士は未だに見付かっていなかった。アライアと出会わなかった青騎士がどこをどう移動しているのかは全く分からないので、クランは時間に追われながら捜索していた。孝太郎はもし自分がそれを担当した場合に見付けられているかと考えた時、難しいと言わざるを得なかった。つまり喚いてはいけない時、という訳だった。

「申し訳ありませんでしたわ、捜索が半はん端ぱになってしまって………」

　孝太郎が責めなかったのが良かったのだろう、クランは表情を緩ゆるめた。そしてその声も幾いくらか温かいものとなっていた。

「それで、お前の捜索はどういう感じに進めていたんだ？」

「そうですわね………まずはアライアさん達の移動経路を地図上に記録して、その周辺にある町や村を一つずつ当たってみましたの」

「なるほど、賢かしこいやり方だな」

　そこから二人はそれぞれの状況の詳くわしい説明を始めた。この時の二人の間には敵対的な感情や緊張感はない。クランが風邪をひいた事が結果的に二人の関係に対してプラスに働いていたのだ。

　―――妙みような事になってきましたわ。風邪をひいた事で、物事が良い方に回っているようですわ………。

　そんな二人の事を、もう一人のクランが興味深そうに見つめていた。覗いている方のクランは、このタイミングで風邪をひいたりはしなかった。そして孝太郎と今のような話をしたのは二日後の筈だった。だが風邪をひいたおかげで、それを今やっている。孝太郎との関係が二日早まったと言えるだろう。

　―――人間の運命とは、些さ細さいな事で変わっていくものですのね………。

　きっかけはほんの些細なもので、クランが風邪をひいたのかどうか。たったそれだけの違ちがいが、クランと孝太郎の関係に大きな変化をもたらしている。そしてこの二日の違いが今後の二人の関係を更に変えていくに違いないだろう。

「そういやそろそろ………よっと」

「きゃあっ!?」

　しばらく話をしていた二人だったが、ある時突然クランが悲鳴を上げ、身を竦すくませた。孝太郎が突とつ然ぜん覆おおい被かぶさるように近付いて来たからだった。

「落ち着けって、おでこに乗ってる手拭いを替えるだけだ。別にお前をどうこうしようってんじゃない」

　だがこの時の孝太郎には他意はなく、クランの額に乗っている手拭いを取り上げ、木製のたらいで洗い始めた。二人はそれなりに時間をかけて話をしていたので、手拭いの替え時だったのだ。

「そ、そうでしたの………？」

「何だと思ったんだ？」

「それは………ベッドの女性に男性がする事なんて………あの………だから………」

「馬ば鹿か野や郎ろう、俺だって今がどういう状況かぐらい分かってる。病人をどうこうしてどうする！」

　幾ら敵だった相手でも、孝太郎には自由が利きかない病人をどうこうする趣しゆ味みはない。こればかりは少し腹が立ったので、孝太郎の言葉は強かった。

「そ、そうでしたわね。もっ、申し訳ありませんでしたわっ」

　クランの方も孝太郎が古ふる臭くさくて固い物の考え方をする事は分かっていたので、ここは失敗を認め素す直なおに詫わびていた。これには看病して貰っているという事も影えい響きようしていた。

「そうでなくても、お前は俺が現代へ帰る為の命いのち綱づななんだ。へそを曲げられたら困るんだよ。お前の方もそうだろう？」

「え、ええ、まぁ………そこはお互たがいに………」

　孝太郎はクランの助けがなければ地球へ帰れない。クランは孝太郎の協力がなければ歴史が変わってしまい、違う未来へ帰る事になる。どちらも元の世界へ帰る為に、お互いを必要としていたのだった。

「今お前に下手な事すると、いざ地球へ帰るという段階で俺を宇宙に捨てかねん」

「そう、かもしれませんわね………」

「という訳でだ、現代の地球へ帰るまでは、お前との関係を拗こじらせたくないんだよ」

「………一時休戦、ということですわね？」

「俺としてはずっと休戦の方が助かるんだが………」

　これまでずっとクランだけに向けられていた孝太郎の視線が、ほんの一瞬だけ窓の外の星空へ向けられた。

「………」

　クランにはその時の孝太郎が何を見ていたのかが分かった。孝太郎が見ていたのは、遠い未来の地球にいる、ティアを始めとする仲間達の事。『ずっと休戦』は、彼女らの為にこそ必要なのだった。

「と、ともかくっ、わたくしも休戦は望むところですわ！　あなたがこの時代で何か妙な事をすれば、現代に影響が出てしまいますもの！　それに本物が見付かるまでは、もうしばらく青あお騎き士しの代わりもしていただかないといけませんし！」

　そして分かったからこそ、クランの言葉は自然と強くなった。目の前にいるのはクランなのだから、クランの方を見ろ―――彼女の小さな胸にほんの少しだけ、そんな気持ちが芽生えていたのだ。だがクランはその新たな感情を自覚していない。まだ敵だったという認にん識しきが完全には消えていないし、そもそも熱があって意識が多少曖あい昧まいだ。自分の僅わずかな変化に気付く余裕はなかった。

　―――我わが事ながら、じれったい………おんぶして貰った時から多少気持ちに変化はあったでしょうに………って、なるほどぉ、最近のティアミリスさん達はわたくしを見てこういう気持ちになっていたのですわね………。

　気付いていたのはこの世界を覗いている方のクランだけ。自分を外から客観視する事が出来るので、その気持ちは手に取るように分かった。そしてその事が逆に、元の世界で仲間達が自分をどう見ているのかを教えてくれる。明らかな事を認められない姿は、じれったくて仕方がなかった。

　―――目が醒めたら、少し素直になろう………。隠かくしても意味がないですわ。この様子では、みんな分かっている筈ですもの………きっと、ベルトリオンも………。

　そしてこの時の自身の姿が、クランが欲ほしかった答えの一いつ端たんを教えてくれていた。バレてしまっている事を必死になって隠す意味はない。むしろ損をするだけだ。友達や想おもい人びととの関係はもちろん、きっと皇帝となった後の敵対勢力との関係も。もちろんそれは、駆かけ引ひきであえてそうしているなら、その限りではないのだろうが。

　コンコン

　そうして覗いている方のクランが新たな決意を固めた頃。部屋のドアが鳴った。何者かのノックだった。

「はい？」

『わたくしです』

「アライア殿下!?」

　驚おどろいた事に、その何者かはアライアだった。皇女を待たせる訳にもいかず、孝太郎は木製の椅い子すを鳴らしながら慌あわてて立ち上がると、大急ぎでドアへ向かった。

「………わたくしも皇女なのですけれど………」

　………わたくしも皇女なのですけれど………。

　そんな孝太郎の姿に、二人のクランの言葉が重なる。同じ皇女なのに、この反応の差。事情は重々分かっているのに、それでも多少腹立たしいクランだった。ただし同じ反応をしていても、二人のクランの気持ちは完全に同一ではない。覗いている方のクランは、孝太郎の心の中で自分が皇女扱あつかいではない事を嬉しく思う気持ちもあったのだ。

「お食事をお持ちしました」

「言って下されば私が取りに伺うかがいましたが」

「ふふふ………実はクラン様のお加減を見たいと思っておりましたので、ついでにお持ちしました」

「御ご心しん配ぱいをおかけして申し訳ありません。おっと、お盆ぼんをこちらへ」

「はい、よろしくお願い致いたします」

　アライアは笑顔でお盆を孝太郎に差し出す。その笑顔はあまりに無防備で信頼に満ちており、覗のぞいている方のクランはそれを見た時にある事を思い出した。

　―――やはりアライアさんはもう、ベルトリオンを想っているのですわね………。

　覗いている方のクランは、収穫祭の夜にアライアが孝太郎を愛していると悟さとった。今はその二日前の筈だが、アライアからは既にその時と同じものを感じる。そしてそれは、男性なら耐たえ難い程ほどの魅み力りよくを放っている筈だった。

　―――しかしよくこのアライアさんの求めを退けて、現代へ帰りましたわねぇ、ベルトリオンは………。馬鹿というか、頑がん固こというか………まぁ、青あお騎き士しなら仕方なしといったところですわね………。

　にもかかわらず、孝太郎はクランと共に現代へ帰った。つまり現代にいる少女達、そして一いつ緒しよにいるクランを選んでくれたのだ。それがクランには誇ほこらしかった。言葉がきついのはいつも通り意地を張っているだけだった。

「おいクラン、殿下がわざわざお前の為に食い物持って来てくれたぞ」

「………それは恐おそれ多おおい………大変光栄に思います、アライアさん―――いえアライア殿下」

　同じ皇女ではあるが、アライアはクランにとっても伝説の皇女、憧あこがれの対象だ。そのアライアが自分の為にわざわざ食事を持ってきてくれたとなればとても嬉しい。その気持ちが孝太郎への不満を大きく和やわらげてくれていた。

「礼など必要ありませんよ。手助けして頂いているのはわたくし達の方ですし」

「勿もつ体たいないお言葉です」

「ちなみにクラン様はお風邪を召めしてらっしゃるので、なるべく柔やわらかい食べ物を用意させました。これで力を付けて、体調を戻もどして頂ければと思います」

「お気き遣づかい頂き光栄に思います」

　この一連の受け答えの間中、アライアはクランの顔を見つめていた。その顔はやはり熱の影響で少し赤くなっていたが、受け答えはしっかりしている。この分なら命の心配はしなくて良さそうだ―――アライアはそう感じて表情を緩めた。

「ところでお前、食欲あるか？」

「折せつ角かくですから食べますわ。でも少しばかり小さくして下さいまし」

「ああ。風邪を差し引いても、そもそもお前少しずつ食べるもんな」

「あなたが無作法なだけですわ」

「作法なんて言ってないで、ガッと食えよガッと。風邪なんて体力勝負だぞ？」

「急に沢たく山さん食べたら、むしろ身体がおかしくなりますわ！」

　孝太郎はクランに言われるままにナイフとフォークで食べ物を小さく切り分けていく。それらはこの時代の一いつ般ぱん的てきな旅の宿で出る食事なので、パンとスープ、そして川魚を捌さばいてソテーしたくらいのシンプルなものだ。クランが故郷で食べていた物とは比べ物にならないほど粗そ末まつな食事だが、彼女は特に文句もなく―――食事には文句はないが孝太郎には文句があったのだが―――孝太郎が差し出すそれらを食べていく。その姿はさながら親鳥からエサを貰う雛ひな鳥どりのようだった。

「ふふふっ」

　そんな二人の様子を見ていたアライアが声を上げて笑い始めた。それに気付いた孝太郎とクランの動きが止まる。二人とも不思議そうにアライアを見つめていた。

「お会いしてすぐの頃に―――えと、レイオス様がクラン様をおんぶなさっている時にも思ったのですが、お二人はとても仲がよろしいのですね？」

　アライアはそう言って表情を輝かがやかせる。彼女の目には二人の様子がとても好ましいものとして映っていた。だが当の二人の意見は違った。

「とんでもない。こいつには苦労させられっぱなしです」

「それはこちらの台詞せりふですわ！　いつも余計な事ばかり！」

　二人にとっては、まだお互いが敵であった頃の印象の方が強かった。だからやむなく協力しているつもりでいる。しかしたとえやむなく協力しているのであっても、二人の間で流れた時間は少なくない。二人の関係は既すでに変化を始めている。なのに二人にはまだそれが自覚出来ていない。それが二人のこの反応を生んでいた。

「ふふふっ、とてもそのようには見えませんけれど………ふふふふふっ」

　それぞれの事情を知らず客観的に見ているアライアだから、二人の関係が言葉通りではない事をはっきりと感じていた。少し前のおんぶの時と比べてさえ、今の二人は親密さを増しているように思えるのだった。

「こいつの陰いん険けんで執しゆう念ねん深ぶかい性格にはついていけません」

「何もかもあなたのせいじゃありませんのっ！　それに古臭い考えに縛しばられて！」

「でもクランさんは看病とはいえ、そういうレイオス様に平気で寝ね顔がおをお見せしているのですよね？」

「ウッ」

　意外と貞てい操そう観念の強いクランなので、寝顔を見せる相手は結けつ婚こん相手だけと心に決めている。なのにそれを孝太郎に見せてしまっていて、アライアに指し摘てきされるまで意識していなかったのは、クランでも分かり易やすい自分の気持ちの変化だった。

「そしてレイオス様もレイオス様で、そういうクラン様の看病を文句ひとつ言わずにやってらっしゃる」

「ウッ」

　孝太郎はクランに対しては色々言うが、彼女を看病する事自体には一言も文句を言っていない。やむを得ないとはいえ、それは本当に敵に対する態度なのか―――アライアに指摘されて、孝太郎は初めてそこに思い至る。そして自分がクランをどう思っているのか、そこに自信が持てなくなった。

「そういう人達は普ふ通つう、仲良しって言うと思うんですけれど………ふふふ………」

「………」

「………」

　アライアの言葉に、二人は思わず顔を見合わせる。風邪の事を差し引いても、クランの頬ほおは赤く染まっていた。そしてそれは孝太郎も同じだった。

　―――まさか、俺がこいつの事を？

　―――そんな馬鹿な………この男は憎にくむべき敵ですわよ？

　けれど結局、この場では二人の意地が勝った。そんな筈はない、きっとアライアの勘かん違ちがいだろう―――二人の結論は奇くしくも同じものだった。










　クランが思うに、孝太郎と彼女の関係の転てん換かん点てんはやはり風邪をひいた時からだった。あの日からクランは自然と孝太郎の姿を目で追ってしまうようになった。孝太郎の方も多少思うところがあるのか、あの日以降はどことなく優やさしかったように思える。風邪が治った日もそうだった。

『これはなんだろう？』

『わたくしにも分かりませんわ。二千年前の生活は想像の外ですわ』

『んー、ここはひとつ買ってみるか』

『え？』

『何にせよ食べ物なのは間ま違ちがいないだろ。病やみ上がりなんだから、何でも食えよ』

『食べきれないかも―――』

『そん時は残りを俺が食う。ともかく行くぞ！』

『んもぅ、勝手ですわねぇ………ふふ………』

　クランは孝太郎と一緒に収穫祭で沸わき返る村を見物に出で掛かけた。それは病み上がりのクランを太陽に当てようという、孝太郎の配はい慮りよだった。収穫祭の本番は夕方以降だったが、昼間の時点で既にお祭りムードは最高潮。村中が笑顔で溢あふれていた。

『現代のフォルトーゼでもあの風船みたいな鳥は普通にいるのか？』

『残念ながら殆ほとんど残っていない筈ですわよ。この時点から三百年後くらいに、南部から移動してきた獣けものに多くが食べられてしまったらしいんですの』

『あんだけ見事に丸けりゃ逃げようもないか』

『気に入りまして？』

『ああ。面おも白しろいし、愛あい嬌きようあるだろ』

『子供みたいな事を仰おつしやいますのね？』

『まだ子供で通るだろ、俺もお前も』

『そうですわね、忘れておりましたわ。ふふふ』

　クランと孝太郎はしばらくその喧けん騒そうの中で過ごした。そしてそれはクランにとって特別な想い出となった。そもそも研究室に籠こもってばかりのクランだったから、誰だれかと遊びに出掛けた事自体が少ない。だから孝太郎に連れ出された想い出は、クランの胸の中で一ひと際きわ強く輝いていた。







『水源に毒が撒まかれるのを防いでしまえば、幾らか歴史が変わってしまう。でも、見過ごす訳にはいきませんわよね………』

『お前にそうさせる責任は取る。そうさなぁ………フォルトーゼの方はともかく、地球の方は変わらないだろうから、しばらくうちに住むといい』

『例の古くて狭せまいアパートですわね？』

『そんな事を言うと大家さんに殺されるから気を付けろよ？』

『大家さん？　ああ、あの化け物じみた………』

『お前、絶対にそれを本人の前では言うなよ？』







『きょっ、今日からは自分で洗せん濯たくをしますわっ！』

『何でだ？　みんなの治ち療りようで忙いそがしいんだろう？』

『忙しくても守るべき一線があると気付いたのですわ！』

『非常事態なんだからそんな事は気にしなくて良いんだぞ？』

『あおき―――おっとっと、殿との方がたに下着を洗わせているのも十分に非常事態ですわ！』

『どうしたんだ急に………変な奴やつだなぁ………』







『あなた、アライアさんだけでなくシャルルさんにもお優しいんですのね？』

『まあな。皇族だし、大変な時期だし、小さいし。優しくしない理由はないだろ？』

『わたくしも皇族で、大変な時期で、シャルルさん程ではないにせよ、小さいのですけれど？』

『お前は―――』

『お前は？』

『―――何というか………んー、言葉にするのが難しい』

『だったら行動や態度でお示しなさいな』

『こんな感じかなー？』

　もにゅっ

『ベルトリオンっ、さっさとわたくしの顔から手をお放しなさいっ！』

『お前がやれって言ったんじゃないか』







『そうそうクラン、アライア殿でん下かがお前専用の部屋を用意しようかって言ってくれてるんだが』

『ええっ!?　いっ、いりませんわそんなもの！』

『お前も一応嫁よめ入いり前だから、主従とはいえ俺と一緒の部屋で良いんだろうかって、気にしてくれてるみたいだぞ』

『この時代での評判を気にする意味はありませんわ！　それにわたくしの存在が記録に残っても問題でしてよ！』

『そうか、確かにそりゃあ問題だな』

『そうですわ！』

『じゃあ、俺の名義で二部屋―――』

『それでも影響が出かねませんわ！　今のままで！』

『そうか？』

『そうですわ！　………まったくぅ、何も分かってらっしゃらないんですから………』







『おーいクラーン！』

『………』

『って、何深刻な顔をしてるんだ？』

『………アライアさんの堂々たる姿を見て、ちょっとへこんでいますの。わたくしがああいう風になるのは無理なんじゃないかと………』

『そうでもないだろ』

『えっ？』

『お前、ちゃんとやれてたじゃないか。デクストロゥが襲おそって来た時にさ』

『あの時は………ただ必死で………やろうとしてやっていた訳では………』

『そんなもんだろ。アライア殿下もやろうとしてやってた訳じゃないだろうし』

『もしかしてあなた、励はげましてくれていますの？』

『そこは俺も良く分からない。やろうとしてやってる訳じゃないんだ』

『………素直じゃありませんのね？』

『なかなか難しいんだよ』

『ふふふ、そうですわね、本当に、そうですわね………ふふふ………』







　過去のフォルトーゼに行っていた時の想い出は一つではない。クランが少し過去の事に気持ちを向けると、想い出が次から次へと胸を過よぎっていく。それらは必ずしも楽しいだけの想い出ではなかったが、そうした事がひとつひとつ降り積もり、クランの気持ちを変えていった。だから今日、クランは孝太郎にある提案をするつもりでいる。今日は二〇一〇年一月二十四日。時刻は夕方、二度目の演劇が終わった直後だった。










　孝太郎には演劇の本番があったが、クランはそうではない。孝太郎を舞ぶ台たいへ送り出し、ラストシーンを見届けた後、そのまま校舎の屋上へやってきた。孝太郎にそこへ呼び出されたのだ。クランはそこで手て摺すりに寄より掛かり、傾かたむき始めた夕日を眺ながめながら物思いに耽ふけっている。彼かの女じよはそのまま孝太郎を待つつもりだった。

「まったく………女の気持ちなど何も分かってらっしゃらないのですから………とはいえ分かっていないからこそ、ではあるのでしょうけれど………」

　クランはにこにことしていて、明らかに機き嫌げんがいい。時折鼻歌も漏もれていたりする。これまでの事を思いながら孝太郎を待っているだけなのだが、それがクランの雰ふん囲い気きをこれまでとは違うものにしていた。自覚はしていないのだが、それは恋こい人びとを待つ少女のそれとよく似ていた。

「………きっとティアミリスさんも苦労なさって………ましたわね。あのティアミリスさんが泣いてたくらいですし………ふふふ………」

　クランは沈しずんでいく夕日に目を向け、軽く細める。すると夕日に重なるようにティアの姿が思い出された。それはついさっき孝太郎とクランが帰って来た時の事。ティアは涙なみだを流しながら腰こしを抜ぬかしていた。それはティアがこれまで苦労してきた証しよう拠こであると、今のクランには良く分かった。

「………お前なに一人でニヤニヤしてんだ？」

「きゃあきゃあっ!?」

　突とつ然ぜん耳元で聞こえた声に驚き、クランは肘ひじをかけていた手て摺すりからずり落ちそうになる。慌てて彼女は手て摺すりにしがみつくようにして身体からだを支えると、声の方に向き直った。

「ベルトリオン、近くで急に話しかけないで下さいまし！　驚きましたわ！」

「そうは言ってもだな、遠くで呼んでも反応がなかったから」

「あら、そうでしたの？」

「ああ。それで、なんでニヤニヤしてたんだ？」

「どうでもいいでしょうっ、そんな事！」

　もちろんクランにはニヤニヤしていた理由など明かせない。強い言葉で拒きよ否ひすると、くるりと孝太郎から顔を背そむけた。クランの様子がおかしいので孝太郎は更さらに追つい及きゆうしようかとも思ったのだが、結局はそうしなかった。自分が彼女を呼び出したのだという事を思い出したのだ。

「………まあ、そうだな」

「それで、話って何ですの？」

「お前に二つ、頼たのみたい事があるんだ」

　クランに促うながされると、孝太郎は大おお真ま面じ目めに話を始めた。孝太郎が頼みたい事は二つ。それは過去の世界で起こった事を秘密にして欲しいという事、そして今孝太郎が身に着けたままになっている青あお騎き士しの鎧よろいから過去の世界に関するデータを削さく除じよして欲しいという事だった。

　―――この辺の流れは変化していないようですわね………そうか、これが変化するようならベルトリオンは帰って来られないか………。

　話が始まるまではともかく、一旦話が始まってしまえば、覗いている方のクランが記き憶おくしている通りの内容の会話が展開していた。孝太郎はティアの気持ちとフォルトーゼの政治を乱さない為ために、それらを必要だと考えていた。クランもこれには賛成だった。もっともティアの気持ちという意味では、多少思うところはあったのだが。

「無事に済みましたわ」

「ありがとう、クラン」

「どういたしまして」

　やがて鎧のデータのコピーと削除が終わる。そしてクランは腕輪型のコンピューターを着けている右みぎ腕うでを下ろすと、これまでの笑え顔がおを引っ込めた。

「ところでコータロー。こちらからもひとつ頼み―――というより、提案があるのですけれど」

　そして酷ひどく真しん剣けんな眼まな差ざしで孝太郎を見つめる。

「なんだ？」

　心配事が片付いたばかりだったので、孝太郎の返事は軽い。これで日常生活へ帰っていけると安あん堵どしていたところだった。

「あなた、わたくしに仕えませんこと？」

「なっ、なにぃっ!?」

　だがその安堵はクランの一言で消し飛んだ。それはクランが口にする言葉としては、最大級に衝しよう撃げき的てきなものだった。

「おっ、おまえっ、本気で言ってるのかぁっ!?」

　これまで一緒だったので、孝太郎はクランとは戦いたくなかったのだが、彼女とティア達たちとの関係のねじれは依い然ぜんとしてあった。だから孝太郎の感覚で言うと、現代へ帰ってクランとの休戦が解かれた今、敵対はしないまでも適切な距きよ離りが取られるだろうと考えていた。だから孝太郎はこの時、心臓が止まりそうなくらい驚いていた。クランの言葉は冗じよう談だんとしか思えなかった。
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「本気ですわ」

　そんな孝太郎に対して、クランは大真面目だった。大真面目な顔のまま、孝太郎を見つめていた。

「馬ば鹿かを言うな!!　そんな事をしたら、ティアの試練が達成できなくなっちまうだろうっ!?」

　ティアが負っている試練は、一〇六号室を支配して住人を従える事。つまり孝太郎がクランに仕えるという事は、その失敗を意味する。孝太郎には絶対受け入れられない提案であり、冗談と考える最大の要因だった。

「お待ちになって下さいまし。わたくしに仕えるのは、ティアミリスさんの試練が済んでからで構いませんわ」

「へっ!?」

　だがここで再びクランの口から孝太郎を困こん惑わくさせる言葉が飛び出した。それはクランが地球を訪おとずれた理由を根底から覆くつがえす言葉であり、再び孝太郎を混乱させていた。

「それでもしあなたがわたくしに仕えてくれるなら、わたくしは皇位継けい承しよう権けんを放ほう棄きしても構いませんわ。そうすればティアミリスさんが皇こう帝ていになる可能性は高まりましてよ」

「ちょ、ちょっと待て、クランッ!!　お前っ、自分が何を言っているのか分かっているのかっ!?」

　クランはアライアに会って、アライアのような皇族、そして皇帝になろうという考えを持つようになった。そのクランが皇位継承権を放棄するような話をしている。孝太郎はますます訳が分からなくなっていた。

「分かっていないのはあなたですわよ、コータロー」

　クランはそう言って小さく溜ため息いきをつくと、孝太郎が手にしている剣けんにそっと指を這はわせた。

「あなたはこの剣の価値をまるで理解していないのですわ」

「こいつの価値、だって？」

　シャキ

　孝太郎は剣を鞘さやごと持ち上げ、自分の身体からだの正面に持って来る。聖せい剣けんシグナルティン。アライアが与あたえてくれた剣だった。

「皇家の至宝、歴史の遺産、王権の剣シグナルティン。それを自由自在に操あやつれる人間が、皇家にとってどれだけの意味を持っているか………」

　この時のクランの言葉で、孝太郎にも彼女の意図が分かって来た。皇家にとってシグナルティンの価値は天を貫つらぬくほどに高い。それを皇家に取り戻す代だい償しようとしてなら、皇位継承権は確かに適切だった。それはつまり、孝太郎の一存で、ティアの問題を平へい和わ裏りに解決できるという事でもあった。

「もちろん、わたくしにとっても意味はありますわ」

　そう言ってクランは自分の胸に手を当てる。それと同時に、彼女の頬が僅かに赤く染まった。

　―――あらっ？

　その瞬しゆん間かん、覗いている方のクランは軽い違い和わ感かんを覚えた。この時の話の内容は、彼女が恥はずかしがるような内容では無かった筈はずだから。

「………つまり、皇族としてはこの剣を手の届く場所に置いておきたい。そしてクラン、お前自身としては、この剣と俺おれを研究したい。そういう事か？」

「研究？」

　今度はクランが驚いて目を丸くする番だった。クランはこの時、剣や孝太郎を研究しようとは思っていなかったのだ。

「あれ？　違ったか？」

「それは確かに、研究出来るに越こした事はありませんけれど………」

　言われてみれば確かに、研究したい題材ではあった。しかし今の彼女にとって、それは優先されるべき事ではなかったのだ。

「じゃあ、お前にとっての意味って何なんだ？」

「………」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。同時にクランは僅かに顔を伏ふせた。その直後、クランの顔が真っ赤に染まる。それから彼女は勇気を振ふり絞しぼって顔を上げた。

「………これなら八方丸く収まって………その、わたくしとあなたが、戦わずに済むと思うんですの………」

　それが今のクランにとって大切な事だった。研究よりもずっと。自らの未熟さを悟り、孝太郎と仲良くなった今、孝太郎との対立は何があっても避さけたい事だった。それは唯ゆい一いつの理解者を手放すという事だったから。

　―――わたくしが取り引きを持もち掛かける理由が違っていますわ！

　この展開に一番驚いていたのは、覗いている方のクランだった。覗いている方のクランの場合は、この時点ではまだ自身の感情に気付いておらず、研究の対象という理由が大きかった。だがクランの風か邪ぜを発ほつ端たんにして変化した関係が、この時点で彼女に隠れた願望を自覚させる事に成功していたのだ。

「その理由なら、俺も納なつ得とくというか………気持ちは良く分かるよ」

　皇帝の座はティアに、シグナルティンはクランに。流石さすがにクランも歴史ある大国の皇族としてタダでは皇位継承権は捨てられないが、シグナルティンと引ひき換かえなら有り得る選せん択たくだろう。そうやって二人で分け合って、対立は止やめにする。そうすればクランも孝太郎も友達と戦わずに済む。確かに八方丸く収まる、革命的な手法だった。

「あっ………」

　孝太郎の肯こう定てい的てきな言葉を聞いて、クランの顔が綻ほころぶ。ティア以外にも多くの要素が混在して複雑に絡からみ合あった状じよう況きようなので、実際に孝太郎が家臣になってくれるかどうかは分からない。駄だ目めである覚かく悟ごもしていた。だがクランは考え方そのものが拒きよ絶ぜつされたら嫌いやだなと思っていたから、そこに孝太郎が理解を示した事が嬉うれしかった。おかげで安堵は深く、浮かべられた笑みはいつになく華はなやかだった。

　―――こういう笑顔を向けてくれる子と、戦いたくないよな………。

　この時のクランの笑顔は、不思議と孝太郎の胸に迫せまった。それは六ろく畳じよう間まの少女達が本音を明かしてくれた時と同じくらい、強い輝きを放っていた。

「そ、それで………お答えはいずれ、別の、機会にお聞かせ願いますわ。それまで、よぉく考えて下さいまし」

「ああ、うん………」

　孝太郎はその輝きに見み惚とれていた。こんなに綺き麗れいな子だったのか―――孝太郎はそんな思いに囚とらわれ、しばらく言葉を失った。それは黙だまったままの孝太郎を不思議に思ったクランが、僅かに笑顔を緩ゆるめるまで続いた。

「………コータロー？」

「おっとっと、いかんいかん………それで、あー………そうだクラン、もし仮に今の話がなかった事になった時には、ティアには真正面から戦いを挑いどむんだぞ。それも命の取り合いが無い、フォルトーゼの皇族に相応ふさわしい方法でだ。それなら、俺も手を出さずに済むからさ」

「御ご安あん心しん下さいな、幾いくら未熟なわたくしであっても、シグナルティンの加護を失うような愚おろかな真ま似ねは致しませんわ」

「それもそうか。お前かなり計算高いもんな？」

「もぉおぉっ、あなたねぇっ、今ぐらいは、もっと違ちがうところを褒ほめて下さいましぃっ！」

　二人の間の空気がふわりと緩む。とても大事な話をしていたので、これまでは笑顔があってもどこか空気は堅かった。しかしそれももう終わりだ。二人の間の空気はいつものそれに戻っていた。

「そんな事言ったって、おま………へぷしっ！」

「あら、風邪ですの？」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。きっと夕方で寒くなったからだろう」

「それよりあなたねぇ―――」

　だがこの時二人は感じていた。お互たがいの心の奥おく底そこで、何かがかっちりと嵌はまり合ったような感覚を。そしてそれが二人に、周囲を染める夕日の光を、より鮮あざやかなものに感じさせてくれるのだった。










　孝太郎が風邪をひいたのは文化祭の翌日、二十五日の夜の事だった。アルバイトから帰った孝太郎は急に熱を出して倒たおれた。これにより一〇六号室は酷い騒さわぎになったのだが、幸い翌朝には幾らか熱も下がって騒そう動どうはいち段落した。ただし大事を取って、二十六日は高校を病欠する事になった。

『つまんなくなったら帰ってくるから、それまで大人しくしてんのよ？』

「そんな事言わないで、ちゃんと勉強してこい」

『あいあーい』

　最後まで一〇六号室に残っていた早苗が、壁かべを擦すり抜ぬけて外へ出ていく。早苗を始めとする数名が看病の為に残ろうかと言ってくれていたのだが、既に快方に向かっていた事で孝太郎は全員を高校へ送り出した。治りかけの自分を構うより、自分の勉強を構え。実に孝太郎らしい言い分だった。

「………へぷしっ」

　一人きりになった一〇六号室に孝太郎のくしゃみが響ひびく。実は快方に向かっているとはいえ、孝太郎の風邪はまだそれなりに症しよう状じようが残っている。その自覚がありながら、孝太郎は少女達を高校へ送り出した。そうした理由は二つある。一つは少女達に心配をかけたくなかった事。そしてもう一つは、看病の手に心当たりがあった事だった。

『コータロー、風邪をひいたんですって？』

　くしゃみから幾らもしないうちに、孝太郎が身に着けている腕うで輪わから、その心当たりの声が聞こえてくる。声の主は現在のフォルトーゼ第二皇女、クラリオーサ殿下だった。

「お前、よく俺が風邪をひいたって分かったな」

『その腕輪ですわ。着用者の健康状態を常に監かん視ししていますの』

　直後にクランの立体映像が寝ねている孝太郎と向かい合うようにして空中に投とう影えいされる。それは通信の向こう側にいる彼女の姿だった。

「フォルトーゼや十年前に必要だった機能がそのままオンになってたと」

『ご名答ですわ。研究している時に突然警告が表示されて、何事かと思いましたわ』

「俺はてっきりお前がティアのストーキングでもしていたのかと」

『アライアさんがしない事は、今のわたくしもしませんわっ！』

　孝太郎の言葉に、立体映像のクランが眉まゆを吊つり上あげた。孝太郎の友人の少女達の中ではクランの表情が一番ダイナミックに変化する。それが見たくてついつい意地悪をしてしまう孝太郎だった。

「知ってる。言ってみたかっただけだ」

「あなたねえ………看病でもしてやろうかという人間に対して、よくそんな事が言えますわねっ!?」

　その声は腕輪ではなく、すぐ近くから聞こえた。そちらに目をやると、輝く壁を背に腕うで組ぐみをして怒おこっているクランの姿がある。彼女は移動用の転送ゲートを使って、この部屋を訪れたのだ。その顔は目の前の立体映像と全く同じだった。

「でもな、成長して心を入いれ替かえたクラリオーサ皇女殿下は、心こころ優やさしいからお許し下さるのだ」

「………ぬぅ、ぬけぬけとぉ………」

「クラリオーサ皇女殿下におかれましては本日も大変お美しく」

「………このまま何もせずに帰っても良いんですわよ？」

「わー、待った待った！　悪かったクラン」

　看病して貰もらえるのがありがたいのはもちろんなのだが、寝ていなければならない状況ではクランが居てくれると退たい屈くつせずに済む。流石さすがの孝太郎も、ここは謝罪の一手だった。

「何な故ぜ最初から素す直なおになれないのか………まったくぅ………」

　クランは小さく溜め息をつくと、孝太郎の枕まくら元もとに座すわる。そして軽く覆おおい被かぶさるようにしながら、孝太郎の顔を覗き込んだ。

「寝顔は見ないでくれ。本来、妻となる御ご婦ふ人じんにだけ見せるものだから」

　そんなクランに対し、孝太郎はそう言ってニヤリと笑う。それはかつてフォルトーゼでクランから言われた言葉だった。

「そんなもの何度も見ていますわ！　真ま面じ目めにやりなさい、真面目に！　看病に来たと言っているでしょう！」

「そんなに怒るなよ、ちょっとした友情の確かく認にんだろ」

「いい加減にしないと、わたくしも本気にしますわよっ!?」

「本気って、お前が嫁よめに来てくれるって事か？」

「え………」

「………」

　二人の間に沈黙が流れる。妻になる婦人にだけ見せる寝顔。それを既に何度も見ているクラン。本気にするという事は、つまりクランが妻になるという事だった。

「あ、え、えっと………そっ、そうですわっ、身体の具合はどうですのっ!?」

　孝太郎の嫁に。あるいは孝太郎を婿むこに。それをまともに想像してしまったクランは顔を赤らめる。違和感はなく、その生活をすんなりと想像できた。そしてそう出来てしまったが故に、クランは慌あわてて話を変えた。クランには、早く話を変えないと自分が奇き妙みような事を口走ってしまう予感があったのだ。

「あ、ああ、熱は大分下がったが、それでも平熱よりは高い。起きてると、まだくらくらする感じかな」

　それは孝太郎の方も同じだったから、話題を変えようとするクランに素直に従った。孝太郎もクランと結婚する自分を想像して焦あせっていた。一番焦ったのは、それも良いかもしれないなあと思ってしまった、自分自身の気持ちだった。だからクラン同様、この話題から離はなれたい一心だった。

「じゃあ、その………診しん断だんと薬の処方を………しますわ、ね」

「ああ、うん………頼む」

　二人とも口の中と喉のどがカラカラだった。頭の中もカッカと熱くなり、自分の感情が空回りしているのが分かる。確かに話は変わったが、二人とも気持ちは直前の場所に置き去りになっていた。

　―――二つの世界の違いが顕けん著ちよになって来ましたわね………わたくしの時は、帰って来たばかりの頃ころはここまでベルトリオンを意識していなかった………。もっと自分の気持ちに無自覚で、それでいてベルトリオンを繋つなぎ止とめようと………。

　覗のぞいている方のクランにとっては、既に未知の状況に突とつ入にゆうしていた。地球へ帰って来てすぐの時点で、ここまで関係に変化があるとは思っていなかった。既に彼女自身の過去が参考にならず、先の展開が予想出来なくなってしまっていた。

　―――ただ、今の二人がこうなのでしたら、わたくしのベルトリオンにも、こちらから気持ちを出せば………きっと、同じように………。

　確かに先の予想は出来なかったが、自分がもう一人の自分と同じように気持ちを強く出せれば、孝太郎はこれと同じように応こたえてくれるだろうという想像は出来た。今のクランは、目の前の自分以上に孝太郎との繋がりがあると確信していたからだった。

「診断の結果が出ましたわ。やっぱりただの風邪、ですわね」

「そこは流石に技術が進んでいても同じなんだな」

「違いはここからですわ。あなたの状態に合わせて、薬を処方いたしますから」

「それは確かに技術の進歩って感じがするなあ」

　話題が変わり、二人とも多少ホッとしながら話を続けていた。だがその反面、気持ちの方は今も先さき程ほどの話の所に留とどまっている。そして二人はこの時、同じ事を考えていた。それは『話題を変えてしまって、本当に良かったのだろうか？』という事だった。

「あの………」

「おい………」

　そしてその気持ちが強かったから、思わず口から言葉になって飛び出した。だがそれが同時だった為に、二人の言葉は途と中ちゆうで勢いを失ってしまった。

「な、なんですの？」

「別にその………お前の方は？」

「わたくしも、べ、べつにそんな大した話では………」

　そして二人とも、何を言えば良いのかが分からなかった。だから途中で途と切ぎれなくても結果は同じだったろう。何を言えばさっきの話に戻もどれるのか、それでいて誤解を呼ばないように出来るのか。早苗あたりに訊きけば、そんなの簡単じゃないと言われそうな事だが、今の二人には難題だった。だが、それが良かった。

「………」

「………」

　二人の間に沈黙が戻ってくる。だがその沈黙はさっきのそれよりもずっと重い。二人には薄うす々うす分かっているのだ。先程の話に関して、お互いに伝えたい事があるのだと。そして多分、それを伝えないと後こう悔かいするという事が。それでも沈黙は長く続いた。二人の体感では数分続いただろう。

「あのな、クラン」

　そしてその長い沈黙を破ったのは孝太郎だった。やはり行動力では孝太郎の方が上だったのと、この重い緊きん張ちよう状態に耐たえられなかったのがその理由だった。

「な、なんですの？」

「俺は、その………自分でもどうしてなのかはよく分からないんだが………お前に寝ね顔がおを見られるのは、別に構わないかなって………」

「………わ、わたくしも、あなたに見られるのは、別に嫌ではありませんわ………どうしてなのかは、わたくしにも分かりませんけれど………」

　何故そう思うようになったのか、それを言葉にするのは難しい。やはり二人の関係の変化が早過ぎるのだ。だがはっきりしていたのは、今現在お互いに寝顔を見られるぐらい構わないと考えているという事だ。それが分かる範はん囲いで精せい一いつ杯ぱいの、二人の本音だった。

「ふふっ、ふふふふふっ」

「あはは、わははははっ」

　そうやってお互いの本音を確認したからだろう。重苦しい沈黙は弾はじけ飛とび、二人に笑顔が戻ってくる。これまでの反動もあって、それは陽気な馬ば鹿か笑わらいへと膨ふくらんでいく。

「ばっ、馬鹿ですわねっ、わたくし達っ！　既すでにこんな事わざわざ確認する仲でもあるまいにっ！　あはははははっ！」

「お、俺は多分、風邪のせいだろう！　わはははははっ！」

　最初が敵だったのは確かだが、これまで二人で様々な困難に打ち勝ってきた。時には二人で時空の迷子になる覚悟をした事さえあった。それが今いま更さら寝ね顔がお一つで一いつ喜き一いち憂ゆう。それが二人にはおかしくてならなかった。

「わたくしも………ふふっ、多分、風邪のせいですわ………」

　だがこうしてお互いに笑えるのは、曖あい昧まいに放置していた部分を確認したからこそだ。そしてその気持ちが一方通行ではないと分かったからだ。だから寝ている孝太郎に向けられたクランの笑顔は、かつてないほど優やさしげだった。










　孝太郎の様子がおかしい―――キリハがそれに気付いたのは、孝太郎が風邪をひいた月の終わりの頃の事だった。最初に抱いだいた違和感は、誰かが風邪を引いた孝太郎の看病をしに来たらしいという事だった。たらいがいつも置いてある場所になく、タオルが減っている。またペットボトルのお茶を飲んだと思おぼしきグラスが、孝太郎が洗った場合よりも丁てい寧ねいに洗われていた。不思議に思ったキリハが尋たずねると、孝太郎は友達が看病しに来てくれたとだけ答えた。気になったキリハがそれからしばらく孝太郎を観察していると、時折クランと会っているらしい事が分かった。少し前まではクランとは敵対関係であったので、これは奇妙な状況だった。

「………やはり、我らが思っている以上に期間が長かったとみるべきだろう………」

　キリハは腕組みをして考え込む。二度目の演劇の際、孝太郎がクランの爆ばく弾だんを斬きった事で、二人は数分間姿を消した。その間、二人は遥はるか遠くの世界へ行っていたとだけ説明した。ただ話しぶりからすると二人にとってそれは数分間ではなく、もっと長い時間であったようだ。キリハは当初それを数日程度と考えていたが、現在の二人を見るとそれはもっと長かったのではないかと思えてならなかった。

「………ここに居たか、ルース」

　そこでキリハはルースを訪ねた。重力や時空に関する話ならルースが一番詳くわしい。キリハの疑問に答えられるのはルースだけだった。

「いかがされましたか、キリハ様」

　ルースは『青あお騎き士し』の整備用ハンガーにいた。この場所には大小様々な整備用の装置が用意されており、『青騎士』に搭とう載さいされている全すべての兵器の整備が可能となっている。彼女はそこでマニューバースーツ、つまり孝太郎の鎧の整備をしている最中だった。

「少し質問があってな」

「こちらにおいでという事は………内密に？」

「察しが早くて助かる。孝太郎とクランに関する事だ」

「なるほど、そういう事でしたか」

　ルースの目が僅わずかに細められる。実はルースもまた、孝太郎とクランの様子に疑問を抱いていたのだ。ルースは今までやっていた作業を中断すると、キリハに歩み寄った。

「孝太郎とクランの関係が良好過ぎるように思えてな。それで我々が思っている以上に長い期間、二人が行動を共にしていたのではないかと考え、別の世界への移動についての質問をしにきたのだ」

「クラン殿下と共に別の世界へ行き、協力して帰って来た。迷めい惑わくがかかる人がいるので、詳しい説明は出来ない―――確かおやかたさまはそのように仰おつしやっていましたね」

「そこで質問なのだが、別の世界への移動というのは、どの程度まで時間経過に影えい響きようを与えるものなのだろうか？」

　キリハの予想では、孝太郎とクランの関係を変えるには、短くとも数すうヶか月げつの時間が必要だった。これは自分達の経験から来る予想なので、大きく外れているとは思えない。果たして世界の移動による時間経過の歪ゆがみは、その規模で生じるのかどうか。キリハの興味はそこに集中していた。

「サトミ様が斬ったクラン殿下の武器の性質からして、お二人が高重力に晒さらされたのは間ま違ちがいありません。ですがあの時観測されたエネルギーの総量からすると、移動そのものでは時間経過の歪みは数日から数週間が限度ではないかと思います」

「短い………それでは二人の関係の変化が説明できない」

　ルースの説明はキリハを満足させるものではなかった。これでは孝太郎の説明を裏付けただけで、変化の理由としては弱かった。

「ですからキリハ様の予測が正しいとしますと、この場合は新たに二つの可能性が浮ふ上じようします。一つ目は移動先の世界そのものの、時間経過がこちらより早いという場合です」

　今いる世界よりも移動先の世界の時間が早く流れていれば、こちらでの五分が向こうでの数ヶ月になる事は十分に有り得る。これは世界の設計そのものの違いによって生じるものだった。

「もう一つは？」

「………移動先が別の世界ではなかった場合、です」

　この二つ目の理由についてはルースも半信半疑だった。だからこの時のルースは多少自信がなさそうにしていた。しかし状じよう況きよう証しよう拠こはあるように思える。全くないと切り捨てるには惜おしい考え方だった。










　ルースがそう考えたのは、少し前まで整備していた孝太郎の鎧の状態からだった。孝太郎が戻って来た段階で、機体が収集したデータが消されていたのだ。そこでキリハとルースは二人で、クランの下を訪れていた。

「………仮に予期せぬ事故で別の世界に行っていたのなら、全てを隠かくす理由がどこにあるのでしょうか？　一体誰だれに、どのような迷惑がかかると？」

　無関係の場所に投げ出され、そこから帰って来た。何か都合の悪いもの―――例えば現地の特異な技術などの、狙ねらわれそうなもの―――が記録されていたとしても、それだけを消せばいい筈だ。それで誰にも迷惑はかからないだろうし、無用な疑ぎ惑わくも生じない。だが鎧からは全てのデータが消されている。だとしたら全てが都合の悪いものだった、と考える事が出来るのだった。

「な、なんの事でして？　データを全て消したのは、その方が簡単だからですわ。わざわざ個々の事例を選んで消すのは手間がかかりますもの」

　ルースの厳しい指し摘てきに、クランは狼狽うろたえていた。そして頭をフル回転させ、必死に言葉を選んでいく。埋うまっている地じ雷らいは多い。それを避けて喋しやべらねばならなかった。だが幸いにしてここまでは上う手まくいっていた。クランの言葉には一定の合理性があり、ルースはそれ以上の追及が出来ずにいる。そこでルースに代わり、キリハが切り込んだ。

「ではあくまで、過去のフォルトーゼに行っていた訳ではないと？」

　実は孝太郎の鎧に搭載されている翻ほん訳やく機きの、優先的に検けん索さくされる言語の順位が入れ替わっていた。最上位に来ているのがフォルトーゼの下位古代語。それは二千年前のフォルトーゼで一いつ般ぱん的てきだった言語だ。そこからキリハとルースは孝太郎とクランが過去のフォルトーゼへ行ったのではないか、だからデータの消去が必要だったのではないか、という結論に至ったのだった。

「そっ―――」

　クランは思わず絶句する。いきなりキリハが急角度で切り込んできたので、言葉が出なかった。だが全く想像していない展開ではなかったので、クランは何とか持ち直すと再び頭を働かせ始める。相手はクランが一番危険だと考えるキリハ。これまで以上に慎しん重ちような発言が必要だった。

「―――そんな筈はないでしょう？　相手は未知の言語。たまたま似た言語だったから最初に検索されただけではありませんの？」

「ところでクラン殿どの、キィという少女からの伝言だ。『時々は自分でお掃そう除じやお洗せん濯たくをしないと、おにいちゃんに嫌きらわれちゃうよ？』」

「なっ!?　どうしてあなたがキィの事を―――って、しまったっ!?」

　だがやはり相手はキリハ。クランの気持ちを過去のフォルトーゼに向けたその時、全く違う角度から切り込んだ。その結果クランはキィという名前がキリハの口から飛び出した驚おどろきを隠し切れず、思わず尻しつ尾ぽを出してしまっていた。

「やはりそうだったか………この宇宙船の中に入った時からそうだろうと思っていた。何がどこにあるのか、おぼろげだが覚えている」

　キリハはクランの反応に満足すると、大きく頷うなずいた。そしてキリハがクランへ向ける眼差しがとても優しくなる。それはかつて敵だった者に向けるものではなく、とても親しい誰かに向けられたかのようだった。

「という事はあなた………あなたがキィだったのですわね!?」

　クランにはキリハの瞳ひとみの奥おくにある輝かがやきに見覚えがあった。十年前の吉きつ祥しよう春はる風かぜ市で出会った家いえ出で娘むすめ―――キィの瞳の輝きと同じものだったのだ。

「久しぶりだね、おねえちゃん」

　そう言ってキリハは十年前の彼かの女じよのように笑った。成長して見られなくなった、彼女の無防備な笑顔。それが何年かぶりに現れている。十年前に孝太郎とクランに出会った事は、キリハにとってそれ程ほどに重要な事なのだった。

「どういう事なのですか？」

　状況が分からないルースが首を傾かしげる。クランがキリハをキィと呼ぶ訳も、キリハがクランをおねえちゃんと呼ぶ訳も、さっぱり分からなかった。

「実はクランおねえ―――いや、クラン殿と孝太郎は過去のフォルトーゼから帰ってくるにあたって、十年前の吉きつ祥しよう春はる風かぜ市に立ち寄っている。その時に幼い頃の我と出で逢あっているのだ」

　ルースに向き合った時点から、彼女の調子は普ふ段だんのそれに戻っていた。そうしてキリハは順を追ってルースに事情を話していった。家出して地上へ出て、青い流星を追って行った先で孝太郎達たちと出会った事。そしてそれをきっかけに起こった事件の顛てん末まつを。

「そんな事があったのですね………」

　事情を理解したルースが大きく頷く。それに対し、状況が明確になって頭を抱かかえたのがクランだった。

「………なんとも複雑な。それに、わたくしキィに武器を向けていましたのね………良かったですわ、負けて。本当に良かったですわ………」

　かつてキリハと出会っていた事も驚きではあったが、今の自分が守ったキィをかつての自分が殺そうと躍やつ起きになっていた事は、クランにとって恐おそろしい出来事だった。もし成功していたらと思うと、背筋が凍こおる思いだった。

「我も驚いた。まさか想おもい出での『おねえちゃん』がクラン殿だったとは………」

　キリハも気持ちは似たようなものだった。記き憶おくの中の『おねえちゃん』とかつてのクランは違い過ぎた。だから同じ容姿であっても気付かなかった。もちろんそこにはタイムスリップなどあり得ないという常識や、十年前の事なので記憶が多少薄うすれていた事も影響していたのだが。ともかくキリハの方もただただ、やり過ぎなくて良かったと胸を撫なで下おろしていた。
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「そして………」

　キリハはそこで懐ふところから一枚のカードを取り出した。それは彼女が十年前から大切にしている、カブトンガーのトレーディングカードだった。

「済まない二人とも、急用が出来た。今日はこれで失礼する」

「キリハ様？」

「………そうか、そうですわね。行ってらっしゃいな、キィ」

「ありがとう、おねえちゃん！」

　キリハはそう言い残すと、彼女らしからぬ勢いで『揺ゆり籠かご』を飛び出していった。ドアを潜くぐった時点から、クランやルースの事など頭の中から消し飛んでいる。彼女には一つ、やらねばならない事があったから。

「ふふ、ああいうところは変わっていないんですのね………」

　キリハが姿を消したドアを見つめながら、軽く目を細める。十年前の世界で出逢ったキィという少女は、賢かしこいがこうと決めたら弾だん丸がんのような勢いで行動する少女だった。そういう部分をキリハがまだ持っていてくれたおかげで、クランの頭の中でキィとキリハが上手く重なり合ってくれていた。

「キリハ様はどこへ？」

「実はキィには初はつ恋こいの相手がいますの。ようやくその相手の見当が付いたから、会いに行ったのですわ」

「初恋の………そうだったのですか」

　その相手にはルースも心当たりがある。だからきっと素す敵てきな事が起こるだろう、ルースはそんな気がしていた。

「あれから十年………そのまま想い続けていたのですわね………」

　この時のクランは本当に優しげだった。かつてのクランからは感じられなかった、他者を思おもい遣やる気持ちに溢あふれていた。

　―――クラン殿でん下かは変わられた………。

　そしてこの時の様子から、ルースはクランの内面が自分が知るそれとは大きく違っている事を感じ取っていた。姿を消していた間に、それを促うながす何かがあった―――ルースはそんな風に考えた。そしてそれが何であったか、ルースはそれにも見当がついていた。

「過去のフォルトーゼで、アライア陛下に出逢われたのですね、クラン殿下」

　クランの内面が変わるほどの出来事とは果たして何なのか。そしてその手て掛がかりとなるのは、鎧よろいの各種ダメージ、消されていたデータ、翻訳機の優先順位。そして新たに飛び出した、少なくとも十年前まではタイムスリップしていたという事実。そこからルースが導き出したのは、二千年前に行き、アライアと親交を持ったという事だった。

「ちっ、ちがっ………」

　クランは咄とつ嗟さに否定しようとした。孝太郎からトラブルを回かい避ひする為ために秘密にしたいと言われていた訳だが、それはクランも同じだった。

「………いえ、違いませんわね。わたくし達たちは二千年前の世界へ行き、アライアさんと出逢いましたの」

　しかしクランは途中で考え直し、事実を明かした。キリハの事があるから、ルースを誤ご魔ま化かし切れないと判断したのだ。

「では、サトミ様はまさか………」

　ダメージ、データ、翻訳機。それは遠回しに孝太郎が二千年前のフォルトーゼで何をしていたのかを教えてくれていた。

「そのまさかですわ。あの男こそ………わたくし達フォルトーゼ人が、レイオス・ファトラ・ベルトリオンと呼び、親しんでいる人物ですわ」

「サトミ様が、青あお騎き士しだった!?」

　ルースの顔が驚きよう愕がくに歪む。そのまま彼女はしばらく立たち尽つくし、やがて膝ひざの力が抜ぬけてその場に座り込んだ。

「………そう、なのですね………サトミ様が、騎士の棟とう梁りよう、青騎士閣下………これならわたくし達は………これなら………ううぅっ、暁あかつきの女め神がみ様、こっ、この奇き跡せきをわたくし達にお与え下さり、感謝いたしますぅっ!!」

　そしてルースはうずくまる様にして泣き始めた。それも子供のように。実は現在、ルースにはお見合いの話が来ていた。ティアの為にはそれを受け入れる必要があった。お見合いの相手の力があれば、ティアをより良く守れる筈だから。しかしそれが分かっていてもルースの心には強い抵てい抗こう感があった。それは既に彼女の心の中に、住み着いてしまった人間が居たからだった。しかし孝太郎が青騎士であるならば、ルースの心に住み着いた人間を、想いのままに愛して構わない。それで何も問題はない。こんなに喜ばしい事はない。だからルースの涙なみだは止まらなかった。

「パルドムシーハ………良かったですわね」

「は、はい、ありがとうございます、クラン殿下………」

「あなたに礼を言われるのは、奇妙な感じですわ」

「でしたら、最初から襲おそってなどこなければ………うっ、うぅっ」

「そこを言われると弱いですわね。まったく………ちょっと前の自分を、殴なぐり付つけたい気分ですわ」

　クランは小さく苦く笑しようすると、手元のコンピューターを弄いじり始める。ルースに見せてやりたいものや、教えたい事が沢たく山さんあるのだ。クランはいつの間にかそういう事を自然とやれるようになっていた訳だが、当のクランはその事には気付いていない。気付いているのはルースの方なのだが、今は泣くのに忙いそがしかった。










　キリハとルースには二千年前の世界へ行っていた事がバレたものの、他の者達にはそのまましばらく秘密になっていた。やはり問題が多い話なのだ。とはいえ度たび重かさなる敵の襲しゆう来らいにシグナルティンを出さざるを得ず、夏になる前の段階で孝太郎が青騎士であった事が他の者達にも露ろ呈ていした。そしてそれらの戦いに手を貸していたので、結果的にクランも仲間として受け入れられるようになった。孝太郎の真実が明かされた段階で、クランがどうして手を貸してくれるのかという事に一同が納得したような格好だった。

「そんな事、急には無理ですわ！」

「なんで？」

「そ、それは、今日までの付き合い方がこう、アレやコレやで………」

　そんな訳で夏なつ頃ごろになると、クランが一〇六号室にいるのも当たり前になっていた。今日もそうで、ちゃぶ台で早苗とお喋りに興じていた。

「そーゆー小難しい事考えるだけ無む駄だだって。特に今日はあんたの立場が強いんだからチャンスでしょ」

「そう言われても………」

　クランの目がちゃぶ台に落ちた。そこにはカバーが取り外された目覚まし時計が置かれている。この目覚まし時計は孝太郎のもので、ある朝唐とう突とつに動かなくなったので、クランを呼んで修理して貰う事になった。だから早苗が言うように、この日のクランはいつもとは違って立場が強い。とはいえ、それくらいでは素直に行動できないのがクランの辛つらい所だった。

「よろしい、孝太郎が戻ったら手本を見せましょう」

「俺おれが何だって？」

　そこへ孝太郎が戻ってくる。その手にはお盆ぼんが抱えられており、ペットボトルのお茶とコップが幾つか載っかっている。暑かったのと、修理の為にクランを呼んだ手前、このくらいのおもてなしは必要だろうと一応気を遣つかった孝太郎だった。

「孝太郎孝太郎、座って座って！」

「ん？　ああ、ちょっと待ってくれよ」

　話の流れは分からないが、孝太郎は素直に早苗の言葉に従った。ちゃぶ台にお盆を下ろし、先程まで座っていた座ざ布ぶ団とんに胡坐あぐらをかいた。

「それで、何なんだ？」

「ど～～～ん！」

　すると早苗は唐突に孝太郎の膝の上に身体からだを投げ出した。身体を取り戻す以前から早苗はしばしばこうしてくっついてくるので、孝太郎が驚いた様子はない。早苗の背中の上から手を伸のばし、お茶をコップに注ぎ始めた。

「孝太郎、すとれっち」

「はいはい」

　スポーツ好きの孝太郎なので、時折部屋でもストレッチをしたりする。胡坐の状態から足の裏同士を合わせて膝を上下させる股こ関かん節せつのストレッチは場所も取らないのでやり易やすいものだ。それを早苗が上に乗った状態で行うと、早苗の身体が孝太郎の動きに合わせて上下する。特に意味のある行こう為いではないが、早苗はこれがお気に入りだった。上下する動きに合わせて手足を動かし、平泳ぎの真似を始めた。

「ゆーらゆら」

「あー、プールにでも行こうかー」

「んー、それもいーねー、にゅふふふ～」

　孝太郎の反応に満足した早苗は上じよう機き嫌げんで笑うと、ちらりとクランに目を向ける。

　―――こんな感じでやればいいんだよ！

　その目は雄ゆう弁べんにそう語っていた。そう、この時早苗はクランにスキンシップの手本を見せてやっていたのだ。

　―――むっ、無理ですわ無理っ！

　しかしクランは小刻みに首を横に振ふる。早苗が提示した手本は、初心者のクランには難易度が高過ぎる。そもそもクランが急にやったら孝太郎がびっくりするだろう。

「早苗、ちょっと重くなったか？」

「うむ。身長伸びたからねー」

「………身体に戻れて良かったな、お前」

「共に老い、共に死ぬのが当たり前なのです」

「そうだなー。それは本当にそうだなー」

　逆に理解を示していたのは部屋の様子を覗いている、もう一人のクランの方だった。

　―――こうやるんですわね………。確かにわたくしがやれば驚くのでしょうけれど、ここまでは間違いなく許容範囲の筈はず………。

　こちらのクランには既に覚かく悟ごがあり、しかも積極的に出る手掛かりを求めている。こうした情報は少しでも多く吸収して帰りたいところだった。

「………何をやっとるんだ、お前は」

　小刻みに首を振ったり、じっと見つめたり。孝太郎はこの時のクランの様子を奇妙に感じていた。

「はっ!?　い、いえっ、何でもありませんわっ！」

　クランは大きく首を横に振る。それが取り繕つくろうかのように見え、孝太郎はより強い違い和わ感かんを覚えた。そこで反射的にクランに手を伸ばし、その頭を掴つかまえようとする。最近の孝太郎がしばしばティアや早苗にやるように、質問に答えるまで顔をぐりぐりしようかと思ったのだ。

「あっ………」

　孝太郎の意図に気付き、クランの顔が綻ほころぶ。実は以前からティアや早苗がやられているのを見て、羨うらやましいと思っていたのだ。だが孝太郎の手は、実際にクランに触ふれる直前で止まってしまった。

「………まあいいや。それでクラン、目覚まし時計はどうだったんだ？」

　クランの事は時計の修理で呼んだ訳なので、流石さすがに今日はあまり失礼な事はしないでおこうと気を遣った孝太郎だった。問題はそれが、クランの望みとは違ちがっているという点だろう。

「………あぅ………」

　落らく胆たんし、クランの表情が曇くもる。クランとしてはやはりそのままやって欲ほしかった。顔ぐりぐりに限らず、孝太郎が風か邪ぜで寝込んだ日から、クランには孝太郎との距きよ離りをより近くしたいという願望が芽生えていたのだ。

「どうした、クラン？」

「えっ………あー、えと、目覚まし時計ですわよね？」

　孝太郎の心配そうな視線で我に返ったクランは、慌てて説明を始める。しかし孝太郎は心配そうなままだった。

「ああ。しかしお前、本当に大だい丈じよう夫ぶか？　さっきから何か変だぞ？」

「大丈夫ですわっ！　おほんおほんっ………それで目覚まし時計ですけれど、電池ボックスと基板の接せつ触しよく不良でしたわ。はんだ付けし直せばすぐに直りましてよ」

「そっか。じゃあそれも頼たのむ」

　だが幸い、目覚まし時計という懸けん案あんがあったおかげでクランは難を逃のがれた。孝太郎の興味は目覚まし時計に移り、問題の電池ボックスの端たん子しを見つめている。そこにある微び妙みような隙すき間ま、そこが故障の原因だった。クランはそんな孝太郎の様子を見て軽く安あん堵どした。

「すぐに直しますわ………と言いたいところですけれど、実ははんだを切らしていますの。ちょっと買いに行ってきますわ」

　クランはそう言って席を立った。はんだ付けは電子機器のパーツを繋ぐ為の簡易的な溶よう接せつの事だが、設計やパーツの種類によって使うはんだの種類が異なる。そしてたまたま今回の修理に必要なはんだが切れていたので、クランはそれを買いに行こうというのだ。そしてそこには少しだけ、部屋を出て一人になって、気持ちを落ち着けたいという事情も含ふくまれていた。

「俺も行くよ」

　だがそんなクランの都合とは裏腹に、孝太郎が同行を申し出た。孝太郎も立ち上がると先に立って玄げん関かんへ向かう。

「いっ、いいですわっ！　そんなに大した買い物でなし………」

「そういう訳にもいかないだろ。こっちは修理をお願いしてるんだぞ」

　上下関係には厳しい体育会系育ちの孝太郎なので、修理をお願いしてそのままお任せという風にはならない。この場合は、あくまで買いに行くのは孝太郎で、それに助言する為にクランが一いつ緒しよに行くという構図を守らねばならないのだった。










　当初は孝太郎が一緒に来る事に動どう揺ようしていたクランだったが、実際に町を歩き始めた段階で、それが考え過ぎであった事に気が付いた。

「ちょっと待とう、クラン。あの車を先に行かせてやろう」

「え………あ、はい」

　町には多くのものがあり、孝太郎の視線がクランだけに集中するような事はなかった。外でもそういう事になる場所もあるにはあるが、それはあくまで例外。二人きりになると困るというのは、部屋の中に居ればこその発想だろう。実際には二人で外へ出るだけで十分だったのだ。

　―――こういう部分では、わたくしはまだまだ箱はこ入いり娘むすめなのですわね………嫌いやですわ、もぉ………。

　アライアと出逢って視野が広がったクランだが、まだところどころでこうして視野が狭せまい部分が出てしまう。それは立派な皇族を目指す彼女としては、落胆させられてしまう部分だった。

「どうした？」

「わたくしの視野の狭さを恥はじていましたの」

「車一台見み逃のがしたぐらいで、視野が狭いもないだろ。常に周囲に気を配れてる奴やつなんかいないって」

「………」

　孝太郎はクランの言葉を車に気付いていなかったからだと受け取った。それは間違いなのだが、クランはあえて触れずにおいた。何の視野の話だったのかは、秘密にしておきたかったのだ。

「うっ」

　そんな時だった。二人が通りかかった横断歩道で、一人の老婦人が段差に足を取られて転んでしまった。

「大変ですわ！」

　クランは慌あわてて老婦人に駆かけ寄よった。今の彼女には転んだ老婦人をそのままにはしておけなかった。この横断歩道には信号機がないので、特にそうだった。

「おばあさま、お怪け我がはありませんか？」

　クランは心配そうに老婦人へ手を差さし伸べる。

「ありがとう、お嬢じようさん。大丈夫みたいですよ」

　すると老婦人はしっかりした口調で返答し、クランの手を掴んで立ち上がった。その様子は言葉と同じくしっかりしたものだった。

　―――俺の出る幕はなかったみたいだな………よかったよかった………。

　クランに続いて老婦人に駆け寄った孝太郎だったが、老婦人に怪我は無さそうだったので、ここはクランに任せる事にした。

「ここは危ないですわ、このまま渡わたってしまいましょう」

「ありがとう、お手数をおかけします」

「あたりまえですわ、このくらい」

　クランは老婦人の手を引いて横断歩道を戻っていく。孝太郎とクランの進行方向とは逆だったが、孝太郎には文句はない。孝太郎もあたりまえだと思っていたのだ。そして程なくクランと老婦人は無事に横断歩道を渡り切った。

「本当にどうもありがとう。あなたは優しい人ねぇ？」

「まだまだですわ。そうなりたいとは、思っているのですけれど………」

「ふふふ、まぁ、そういう事にしておきましょうか………」

　老婦人はクランにお礼を言い終えると、近くにいた孝太郎に目を向けた。そしてとても品の良い笑え顔がおを作った。

「あなたの恋こい人びとさんは、とても出来た人ねえ？」

「はい。いざという時にはやってくれる子です」

　恋人かどうかはともかく、とても出来た人という点では孝太郎に異論はなかった。孝太郎はこれまで何度もそういう面を見て来ている。行きずりの老婦人を相手に恋人かどうかを訂てい正せいする意味もなかったので、孝太郎は素す直なおに頷いていた。

「大事にするのよ、今時いないタイプだから」

「そのつもりです。まぁ、しばしば喧けん嘩かはするんですが………」

「しばしばくらいなら良いのよ、うふふふ………」

　孝太郎と言葉を交かわして納なつ得とくした老婦人は、最後にもう一度クランに向き直った。

「それじゃあ、私はこれで失礼するわね。お嬢さん、本当にどうもありがとう」

「どうかお元気で、おばあさま」

「そうだ！」

「おばあさま？」

　一いつ旦たんはクランに背中を向けかけた老婦人だったが、何を思ったかクランの所に戻もどって来た。そして軽く背せ伸のびをするようにして、小声でクランの耳元に囁ささやきかけた。

「………この坊ぼうやの手は、何があっても絶対に放しちゃ駄だ目めよ？　私の夫と同じでね、糸の切れた凧たこみたいな人の筈だから」

「おっ、おばあさまっ!?」

「ふふふっ、じゃあね、素敵なお嬢さん！」

　そう言い残して老婦人は颯さつ爽そうと去って行った。後には顔を真っ赤にして俯うつむいているクランと、去っていく老婦人に軽く頭を下げる孝太郎だけが残った。

　―――おばあさんに何を言われたんだろうな………？

　クランの様子から何か照てれ臭くさくなる事を言われたのだろうな、というのは孝太郎にも分かる。孝太郎はそこが気になっていた。だが、あえて訊きかない事にした。クランは善意で人助けをした。なのに事情を知らずに余計な事を言って、そこに水を差したりすると申し訳ないなと思ったのだ。

「うし、俺おれ達たちも行こうか？」

　だから何も訊かず、孝太郎はクランに先を促した。そして先に立って再び横断歩道を渡っていく。この時、不思議と孝太郎の気持ちは上向いていた。自分が何かをしたという訳ではないにもかかわらず、だ。

「あ………お待ちになって！」

　俯いていたクランは慌ててその背中を追う。その頭の中では、去り際の老婦人の言葉が渦うず巻まいている。だからほんの少しだけ、周囲への注意力が落ちていた。

「きゃあっ!?」

　道路上の微かすかな段差に足を取られ、クランは横断歩道の上で転んでしまった。それはちょうど先さき程ほどの老婦人と同じような姿だった。

「あいたたたぁ………」

　クランが顔をしかめながら身体を起こすと、目の前に何者かの手が差し伸べられた。

「皇女殿下、お怪我はありませんか？」

　クランが目を上げると、そこには孝太郎の顔があった。目の前にある手は、孝太郎のものだった。

「ありがとう、ベルトリオン。大丈夫みたいですわ」

　そしてクランは目の前にある孝太郎の手を取り、ぎゅっと握にぎり締しめた。孝太郎はクランの手を握り返すと、その手を引いて立ち上がらせた。
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　普段のクランなら、なかなか素直に孝太郎の手を握れなかっただろう。だが孝太郎の言葉が少し前の彼女自身の言葉であったから、クランは老婦人の言葉を引用する形で礼を言い、その流れで孝太郎の手を握る事が出来た。老婦人に助けられた格好だった。

「ここは危ないですから、このまま渡ってしまいましょう」

「ありがとう、お手数をおかけしますわ」

「あたりまえです、このくらい」

　二人はくすくすと笑い合いながら、足早に横断歩道を渡っていく。二人の手はその間ずっと繋つなげられたままだった。

　―――おばあさまはさっき、絶対に放すなと仰っていましたわね。それにサナエも思い切って行けと………。

　そしてクランは横断歩道を渡り終えても、孝太郎の手を放さなかった。










　クランが老婦人と同じように転んだから、同じように声をかけて助け上げた。それは孝太郎にとって一連の冗じよう談だんのようなものだった訳なのだが、その最後で不思議な事が起こった。横断歩道を渡り終えても、クランが手を放さなかったのだ。

「あそこにポストが見えますでしょう？　あの角を右に曲がった先に目的の店がありますのよ」

　この時のクランの様子は、いつもとは少し違っていた。いつも通りに振ふる舞まおうとしているようなのだが、どことなく緊きん張ちよう感に満ちている。しかしそれだけではない。その瞳の奥にある光が、その格式ばった言葉が、よく訓練された行ぎよう儀ぎの良い仕草が、孝太郎にはどこか優やさしげに感じられる。自分でも何な故ぜそう感じるのかが分からないから、孝太郎は不思議でならなかった。

　―――心当たりがあるとすれば、これぐらいなんだが………。

　心当たりがあるとすれば、今も繋いだままになっている手だろう。老婦人と会った横断歩道から既すでに何百メートルと移動している。それでもクランは手を放さなかった。孝太郎の方も同じく放そうとはしていない。ぎりぎりのところで他人を遠ざける傾けい向こうがある孝太郎だが、何故か今はそういう気持ちにならないのだ。そこも不思議な部分だった。

「ベルトリオン、聞いてますの？」

「ん？　ああ、聞いてる聞いてる。あのポストのとこで曲がるんだろう？」

「………何か考え事ですの？」

「まあな。問題が繊せん細さいだから、どうしようか悩なやんでる」

「あなたにしては珍めずらしい種類の悩みですわね？　ふふふ………」

　実のところ、クランは孝太郎の考え事の中身に気付いていた。気付いていて、知らないふりをしている。確かに問題は繊細なのだ。そして彼女自身、それ以上の事をする勇気がない。この辺りが精せい一いつ杯ぱいだった。

　―――言葉にしようとすると、途と端たんにこう………憎にくまれ口ぐちというか、余計な言葉が出そうになるな。よし、だったら………。

　孝太郎にとって、クランに対して使い慣れた言葉は、どうしてもからかったりする言葉が多い。だがそれは今という時には不適切に思えた。困った孝太郎は、言葉にするのを諦あきらめた。その代わり、クランの手を握る力を強めた。

「あ………」

　するとクランの口から、小さな吐と息いきが漏もれる。そして彼女の瞳から、ぽろりと涙が零こぼれ落おちた。彼女は不安だったのだ。孝太郎がどんな反応を返してくるのかが。その結果、孝太郎は手を強く握り返してくれた。本気だったが故に、クランの安堵は大きかった。

「………泣くなよ、俺が泣かしてるように見えるだろ」

「あ、あなたが泣かしてるんですわ。ずっと不安な気持ちで待っていたんですからっ」

「お前がややこしい事をするからだろ」

「そ、それは………言葉を使うと、おかしな事になりそうだったからですわ」

「気持ちは分かる。俺も何か………お前にはこう、余計な事を言いそうでさ」

　孝太郎は苦笑する。やはりこれまでの経けい緯いがそうさせるのだろう。あるいは孝太郎の性しよう分ぶんも影えい響きようしているのかもしれない。ともかく言葉を使わない方が、孝太郎もクランも素直になれるようだった。二人とも自分達が遠回りをしていると分かっているのだが、なかなかうまく出来ないでいる。だからクランも同じように笑った。

「ちなみに言葉だとどういう反応でしたの？」

「暑いから手を放せとか、何泣いてんださっさと行くぞとか。………お前は？」

「そう言われたなら………こっちから願い下げですわ、忘れていただけで意味なんてありませんわーとか。目にゴミが入っただけですわーとか………」

「………そりゃ、いつもの言い合いになるな」

「ティアミリスさんのように殴なぐり合あいが出来れば良いんですけれど………」

「そう出来ないから、コレか」

「そう、コレですわ。ふふふふ………」

　同じように喧嘩になり易くても、ティアなら殴り合いをしているうちに溝みぞが埋まる。そう出来ないクランの場合は、手を握るのは悪くない方法だった。意地を張って言葉と気持ちがずれてしまっても、これならそのずれを正せるだろう。そしてクランがこの方法を手に入れた事で、二人の関係がまた一歩深まったと言える。ティアと同じか、その少し先ぐらいまで。

「あっ、着きましたわよ、ベルトリオン」

「ここかぁ………」

　そんな時、二人は目的地に辿たどり着ついた。そこは個人向けの電子パーツ専門店で、店内には抵抗やトランジスタといった、孝太郎には用よう途とすら分からないような小さなパーツが所狭しと並べられている。クランがしばしば訪おとずれる、行きつけの店だった。

「わぁ………」

　クランがショーウィンドウに駆け寄る。いつもは孝太郎の後についてくる事が多いクランだが、この時は孝太郎の手を引いてそこへ向かった。そうしてしまうほど、気になるものがそこに陳ちん列れつされていたのだ。そんな訳で孝太郎もクランと一緒になってショーウィンドウを覗のぞき込んだ。

「へぇ、その手の機械にしては雰ふん囲い気きが良いな」

「そう思いますでしょう？　これは真空管を使ったラジオ。隣となりのは同じく真空管を使った音楽用のアンプですわ」

　クランが目を輝かせていたのは、ラジオとアンプの組み立てキットだった。どちらも真空管を使った非常にシンプルな設計で、実のところ技術的にはクランにとって益になるようなものではなかった。しかし木製のケースに真空管を幾いくつか煙えん突とつのように立てたデザインは非常に目を引く。アンティークの家具に通じるような、味のあるデザインだった。

「こういうの木製のチェストの上とかに置いとくと良さそうだな」

「意外と理解がありますのね？」

「しばらく昔のフォルトーゼに居たからな。多少は身に付くさ」

「なるほど、確かにそうですわね。うふふふ………」

　孝太郎と話している間も、クランの目はショーウィンドウに釘くぎ付づけになっていた。デザイン的にも、電子機器の基本となる設計という意味でも、組み立てキットという点でも、クランの趣しゆ味みに合っている。彼女がショーウィンドウを覗き込む姿は、まるで子供のようだった。

　―――そういや確かこいつ、家族仲はそれほど………子供時代はどこかに置き忘れて来たんだろうな………。

　孝太郎はかつて、クランから家族の話を聞いた事があった。そもそも箱入りで育った原因は家族仲の悪さに影響されていて、唯ゆい一いつの例外は祖母のみ。その祖母も数年前に死去している。クランは皇族であるから、その状じよう況きようでは子供らしく振舞えた時期が短かったであろう事は想像に難かたくなかった。

　―――そっか、さっきのおばあさんの事も少なからずその影響が………。

　横断歩道で出会った老婦人は、クランに祖母の事を思い出させたのではないか、孝太郎はそんな気がしていた。そして今、クランはショーウィンドウに釘付けになっている。もしクランの祖母がここに居れば、彼女は果たしてどうしただろう―――そう考えたのがきっかけだった。

「買ってやろうか？」

　本来ならなかなか素直には言えない言葉だった。しかしクランの背景にあるものと、未いまだに繋がったままの手が、孝太郎の気持ちを素直に言葉へと変えてくれた。

「べっ、別に良いですわっ！　お金ならありますから、後のち程ほど自分で―――」

　クランは反射的に首を横に振った。それはいつも通りの反応だった。しかし彼かの女じよの手は違った。孝太郎の手を強く握りしめていた。

「うるさい、黙だまれ。俺が買って帰るからお前が作れ」

　だから孝太郎は迷わずそう言う事が出来た。そして同じように強く、クランの手を握り返してやった。

「………勝手ですのね。いつも好き勝手な事を仰おつしやって………」

　それに対するクランの言葉は不満そうなものだった。しかし不満そうなのは文も字じ面づらだけで、口調は明るいものだった。またその顔はとても明るい笑顔。言葉の文字面以外の部分には、喜びが溢れている。孝太郎の意図はきちんと伝わっていた。

「今回に限っては、そうでもないと思うんだが」

「………。あの………つまらない意地を張って、申し訳ありませんでしたわ。それとベルトリオン………えっと、あり、がとう………」

「おう。それと確かにコレ、便利だな」

「………往々にして、無線よりは直接接続の方が情報は正しく伝わるものなのですわ」

「違いない。わははははっ」

「ふふっ、ふふふふふっ」

　そうやってひとしきり笑い合うと、二人は一緒に店の中へと入っていった。そこで買ったものは当初の目的であったはんだと、衝しよう動どう買がいの真空管ラジオ。しかしこの日手に入れた一番大切なものは、そのどちらでもなかった。そして二人はこの日ずっと、互たがいの手を放さなかった。










　孝太郎の目覚まし時計は、電池ボックスの配線を一度外し、きちんとはんだ付けし直すと元気に動き出した。クランの手並みは鮮あざやかで、かかった時間は僅わずかに十分。流れるような淀よどみのない動きで修理を終えた。

　だがもう一つの買い物である真空管ラジオは、不思議とそういう事にはなっていない。組み立て作業は非常にゆっくりと進んでいた。

「ベルトリオン、十キロオームの抵抗を取って下さいまし」

「抵抗の袋ふくろの中身はいっぱいあって、数字だけじゃ分からん」

「ふふ、色で言うと確か、茶黒橙だいだい金、だったはずですわ」

「茶黒橙金、茶黒橙金………ああ、あったあった、これだ。ホレ」

「ありがとう、ベルトリオン」

　その理由は簡単で、孝太郎に手伝って貰もらっているからだった。だが孝太郎はこの手の工作の知識を全く持ち合わせていないので、今のようにしばしば作業が止まる。むしろクランが一人で作った方が早いだろうし、一日とかからずに終わっていただろう。実際、作業はもう三日目。しかも二人とも暇ひまな日にやっているので、買った日から既に二週間余りが経過していた。

「そもそもだな、真空管ってなんなんだ？　パッケージだとぼんやり光っててかっこいいけど、それが目的じゃないんだろう？」

「真空管は半導体以前にその役割を担になっていた技術で、用途は沢山ありますの。ラジオの場合は主に飛んできた電波を音声信号に復元したり、その音声信号を強める為なんかに使いますのよ」

「その言い方だと、ほぼ真空管が全すべてというように聞こえるが」

「その通りですわ。全ての電子機器は真空管から始まったと考えて差し支つかえありませんのよ」

　クランは孝太郎と一緒に作る事にこだわっていた。そして孝太郎への説明にどれだけ時間がかかろうと気にしない。むしろそれを望んでいるのかもしれない―――三日目を迎むかえたところで、孝太郎はそう結論していた。そう思えるくらいに作業中のクランの笑顔は鮮やかで、組み立て作業が別日へ持もち越こしになった時には寂さびしそうだった。

「フォルトーゼでもそうなのか？」

「ええ。真空管はフォルトーゼでもやはり、白熱電球の研究から派生していますの。地球と同じ道を歩んだ訳ですわね」

「それでお前にとっても興味深い訳か」

「ええ、資料でしか見た事が無いものでしたから………それと何だかあたたかみがあって好きですわ」

「それは分かる。カッコイイよな」

「うふふ、そうですわね」

　そんな訳で今日も二人はお喋しやべりをしながら真空管ラジオの組み立てを進めていた。やはり今日もお喋りの時間の方が長く、作業は遅ち々ちとして進んでいない。しかしクランは今日も上機嫌で、終始笑顔が途と切ぎれなかった。そして孝太郎の方も、そんなクランを眺ながめていると不思議と楽しい気持ちになってくる。だから二人でこうしている事が嫌きらいではなかった。つまるところ今の二人にとってこの組み立て作業は手を繋ぐのと同じ意味がある訳なのだが、二人ともまだそこには気付いていない。いないのだが、それで特に何か問題があるという訳でもない。二人きりの時間は穏おだやかに流れていく。今の二人には、それだけで十分だった。

「喉のど渇かわかないか、クラン」

「言われてみれば多少」

「じゃあお前の分も持って来る」

「お待ちになって、今日はわたくしが持って来ますわ」

「ラジオは良いのか？」

「急ぐ理由がありまして？　ふふふ………」

　クランはそう言って立ち上がる。ラジオの組み立てを始めてから、飲み物やお菓か子しは孝太郎が持って来ていた。主に組み立てをしているのがクランだったからだ。しかしいつもそうでは女の子としての危機だろう、そういうバランス感覚が働いて、席を立ったクランだった。そして一歩、クランが足を踏ふみ出だした時だった。

「きゃああぁぁっ!?」

　クランの身体が大きく傾かたむく。ずっとちゃぶ台で正座に近い格好で作業をしていたので足がしびれており、踏み出した足が体重を支え切れなかったのだ。クランは畳たたみに向かってバランスを崩くずした状態で倒たおれ込んでいった。

「クランッ！」

　それに気付いた孝太郎が、咄とつ嗟さに手を伸ばしてクランを引き寄せる。孝太郎は転てん倒とうに巻き込まれる形になるが、放置してクランが妙みような体勢で倒れるよりはずっといい。比ひ較かく的てき衝しよう撃げきを吸収する畳であっても、大きな事故は起こるのだ。

「ベル―――」

　どさっ

「―――ウッ」

　そしてクランは孝太郎に抱だき抱かかえられるようにして畳の上に転がった。お互いに衝撃で一いつ瞬しゆん息が詰つまったが、幸いにしてそれだけで済んでいた。

「あいたたたぁ………」

「皇女殿でん下か、お怪我はありませんか？」

　二週間前にも聞いた言葉。孝太郎の表情も声の調子もその時と同じ、面おも白しろがっている時のもの。一つだけ違うのは、その声が目の前から聞こえていた事だった。クランは今もしっかりと孝太郎に抱だき抱かかえられていた。

「………あ、その………ありがとう、ベルトリオン。大丈夫みたいですわ………」

　クランの身体は大丈夫だったが、気持ちの方は大丈夫ではなかった。状じよう況きよう的てきに仕方のない事だが、孝太郎の顔があまりに近過ぎる。照れ臭くて正視できなかった。また二人の体勢も良くなかった。クランが孝太郎に上から覆おおい被かぶさって、キスでもしようとしているかのようだった。

「気を付けろよ。ゆりかも良くやるんだ」

　孝太郎の方は特にそれを意識していなかった。早苗との距離感は常にこんなものだし、ゆりかも日常的にこうして転びそうになる。取り立てて意識するような状況ではなく、いつも通りに笑っていた。

「………」

　この状況に困り果て、クランは沈ちん黙もくしていた。この距離で孝太郎と向かい合うなど、照れ臭くて仕方がない。では止やめたいのかというと、そういう訳ではない。以前早苗に相談していたように、孝太郎と自然と触れ合うような距離感を望んでいた。要するに、この状況が突とつ然ぜん過ぎたのだ。

「………どうした、クラン？」

「………」

「クラン？」

　クランは孝太郎と目を合わせようとしない。だが孝太郎の上から降りる訳でもない。怪我をして動けないという事でもないのだ。彼女はただ顔を赤らめ、孝太郎から顔を背そむけてじっとしている。奇き妙みような行動だった。

「………えと………その………」

　クランの手が微かに動き、孝太郎の服の肩かたのあたりを握り締める。その時のちょっと引っ張られるような感覚が、孝太郎にある感情を呼び起こした。

　―――いつになく可愛かわいいな。こんなクランを見るのは初めてだ………いや、二週間前にも一度………。

　ただじっとしているクランの姿は、孝太郎にそんな感情を呼び起こした。胸の奥おくをきゅっと掴まれたような感覚だった。そして孝太郎も言葉が出なくなる。下手な事を言って、今のこの状態が崩れてしまうのが嫌だったのだ。

「………」

「………」

　ずっとこのままでいるにはどうすればいいのか、ずっとこのままでいて貰うにはどうしたらいいのか。二人の気持ちは綺き麗れいに一つに重なっていた。しかしそうであると気付かないから、二人はやはり同じ事で悩む。どうすれば、どうすれば。早苗やキリハなら悩むような事かと笑うだろう。しかしなかなか素直になれない二人は必死だった。何もしなくて良いという事が、分からなかった。

「………」

「………」

　それからどれだけ時間が流れただろう？　孝太郎にとってもクランにとっても、それは非常に長い時間であり、同時にあっという間だった。それだけの時間が過ぎても、二人の頭の中は『どうしよう』でいっぱいだ。そして『ずっとこのままでいる』が上う手まくいっているという事にも、気付いていなかった。

「あ、あのな、クラン」

　ここでもやはり、先に動いたのは孝太郎だった。悩みは同じなのだが、性格の差が出た格好だった。

「は、はい………」

　何を言われるのだろう―――不安になったクランは、自然と手に力が入る。するとずっと孝太郎が感じていた、肩の辺りが引っ張られる感覚が強まった。

「言葉を使うと失敗しそうだから、行動しようと思うんだが………」

「えと………別に、構いませんわ、よ………」

「それじゃあ………」

　肩の辺りが引っ張られる力を感じながら、孝太郎は両りよう腕うでを動かした。そしてしばらく前から身体からだの上に乗ったままの、クランの小さな身体をそっと抱き締める。

「………」

　孝太郎は何も言わなかった。ただ無言でクランの身体を抱き締めていた。

「………」

　対するクランも無言だった。けれど返事をする必要はあると思ったから、クランも少しだけ行動する事にした。

　ちゅっ

　クランは僅かに身体を動かすと、無言のまま、自身の唇くちびるを孝太郎の頬ほおに押おし当あてた。それが済むと彼女は元の姿勢に戻った。

「………」

「………」

　それから二人は、しばらく無言で過ごした。だがそれは少し前までのそれとは決定的な違ちがいがあった。二人はもう焦あせっていなかったし、視線を合わせて笑い合う事もある。二週間前に見み出いだした大切なものが、収まるべきところに収まったのだった。










　真空管ラジオが完成したのは、購こう入にゆうした日から三週間が経たった頃ころの事だった。作業時間は延べ六時間ほど。想定される組み立て時間を大きく超ちよう過かしての完成だった。

「随ずい分ぶんかかったなぁ………」

　孝太郎はしみじみとそう言うと、完成した真空管のラジオを見つめた。木製のケースと操作用のつまみ、そして煙突のように突つき出した五本の真空管。アンティークの室内灯のようにも見えるが、これが真空管を使ったラジオだった。

「急ぐ必要がありまして？」

　クランは軽く微笑ほほえむと、同じようにラジオを見つめる。同時にクランの手が孝太郎の手に重なる。孝太郎はその手を握り返してやった。

「無いな、全然」

「むしろちょっとだけ、終わってしまって寂しい気がしますわ。ふふふ………」

　時間がかかってしまった理由は明らかで、組み立て作業中に余計な事を始めてしまい、作業が脱だつ線せんする事が多かったのだ。特に最後の一週間はそれが顕けん著ちよで、パーツを一つ付けては休きゆう憩けいが二十分というような有様だった。

「折せつ角かく出来たんだから聞いてみよう。眺めてるだけじゃ勿もつ体たいない」

「もぅ、風ふ情ぜいも何もあったもんじゃありませんわね？」

「宇宙人が真空管ラジオを組み立ててる時点で風情も何もないだろ」

　組み立てが脱線する理由は、二人の関係性の変化だった。少し前までの二人は、近い距きよ離りにいると妙な緊張感があった。だが今はそれがない。ごく自然に、お互いの顔を見ながら話をしていた。

「あなたねぇ、アライアさんにも同じ事が言えますのっ!?」

「言う訳ないだろ。風情のある人だったから」

「だったらわたくしにも同じようになさいっ！」

「やかましい、お前なんて宇宙人だ」

「お黙りなさい原始人っ！」

　そして二人は再び以前のような言い合いをするようになっていたのだが、その間も二人から笑顔が消える事は無くなっていた。そう出来るのは、今も繋いだままの手が、激しい言葉が本気ではない事を教えてくれているからだ。もっとも今の二人なら、手を放したところで同じだろう。重要なのは、心の中の手がずっと繋がっている事なのだった。

「俺おれは原始人なので、乱暴にラジオを扱あつかいます。ウガー」

「あん、お待ちになって。電池を外したままでしたわ」

　カチャ、カチャカチャ、パコ

「良いですわよ、原始人さん」

「フンガー」

　カチッ

　孝太郎の原始人らしからぬ丁てい寧ねいな操作で、ラジオに電源が入った。するとスピーカー部分から耳みみ障ざわりなノイズが聞こえてくる。クランがつまみを操作すると、ノイズは消え、代わりに人間の声が聞こえて来た。

『………小お笠がさ原わら諸しよ島とうでは強い雨への警けい戒かいが必要です。お出かけの際には傘かさを忘れずにお持ち下さい………』

「おっ、ちゃんと聞こえる！」

「天気予報みたいですわね」

「それにしても、真空管って光るんだな」

「白熱電球の研究から派生した技術ですもの。ちなみに光らない真空管もあるんですけれど、これはあえて光るものを使っているようですわね」

「気持ちは分かる。このオレンジ色の光がいい」

　オレンジ色に光り始めた真空管が、ラジオの姿を浮うかび上あがらせている。その光はあまり強くなく、古いオイルランプのような風情があった。その柔やわらかな光が木製の本体部分を照らし出し、独特の雰囲気を作り出していた。

「………思っていたよりもずっと素す敵てきなものが出来上がりましたわね………」

　クランはちゃぶ台に顎あごを乗せるようにして目の前のラジオを見つめていた。店で見本は見ているのだが、何故かそれが違って見える。暖あたたかみのあるオレンジ色の光と、番組が変わって流れ始めたクラシックの音楽がそうさせるのかもしれない。

「………ふふ、うふふふ………」

　そして一人ではなく、二人で作ったという事も。クランはラジオのつまみを弄いじりながらにこにこと微笑んでいた。

「ご機き嫌げんだな」

「わたくしでも、たまにはそういう時がありますわ」

「たまにっていうか、ここしばらくはずっとご機嫌だろ」

「そうでしたっけ？」

「ああ。ずっとにこにこしてたぞ」

「あらまぁ………ふふ、それを、ずっと見ていて下さったんですのね？」

「………」

「ふふふ………」

　真空管ラジオの組み立ては、クランが思っていた以上に楽しかった。そして完成した今も引き続き楽しい。ただちょっとだけ、これで終わりなのが寂しい。マイナス材料はそれだけだった。

「しかし………あなたの方はこんなものの組み立てなんて、退たい屈くつだったんじゃありませんこと？」

「男は基本こういうのが好きなんだよ」

「それは良かったですわ」

「それにだ、いつも世話になりっぱなしなんだから、たまにはこういう風で良いだろ」

「素直にお礼が言えないし？」

「そうだな、多分それが問題だ」

「許しますわ。わたくしも素直にお礼が言えませんもの。うふふ………」

　孝太郎とクランの関係は少し前までのそれとは大きく変化していた。それでいてやっている事や使っている言葉には変化がない。その裏側にある気持ちだけが、大きく変化したのだ。

「それにあなた………たまにっていうか、ここしばらくはずっとお優しいですわよ？」

「そうか？」

「ええ。ずっと優しくして下さっていますわ」

「お前もそれをずっと見ていた訳か」

「ええ。ふふふ………」

「じゃあたまにはバイオレンスな感じで」

　孝太郎は繋いだままの手を引いて、クランの身体を引き寄せる。そして両腕を回してクランの首を絞しめ始めた。

「いたたた、痛いですわ！」

　しかしクランが言うほど痛くも苦しくもない。今も普ふ通つうに言葉を発する事が出来るし、クランは笑え顔がおのままでいる。彼女の首に回されている腕うでは、痛め付ける程ほどの力が入っていない。何かもっと別な事の為ための腕なのだった。

「んもう、乱暴なのですから………」

　今のクランはそれを良く分かっていた。そして嬉うれしいと思っていて、孝太郎の立場を守ってあげる方がお互いの為だと知っている。だから口ばかりの批判をし、その手は首に回された孝太郎の腕を撫なで続けていた。

「原始人だからな」

「わたくしは宇宙人ですわよ。しかもへっぽこ皇女の」

「フンガー」

「きゃー！　あははははっ、幾らあなたでもこれ以上の狼ろう藉ぜきを続ければ、緑色のドロドロになって頂きますわよ！」

　最近は二人でしばしば映画を観みる事がある。他の作業をしながらであったり、単純に複数人で観た方が楽しい映画だったり、というような事情からだ。そうした映画の中の宇宙人は、しばしばレーザー銃じゆうで敵を緑色のドロドロに変える。だから緑色のドロドロは、最近の二人の間だけで通じる合言葉や冗談のようなものだった。

「こわいこわい………そういや、映画だと宇宙人に攻こう撃げきされて緑色のドロドロになるのは定番だけどさ、あんなもの本当にあるのか？」

「効率が悪過ぎて作らないけど、作ろうとすれば作れると思いますわ」

「へー、流石さすが性しよう悪わる宇宙人」

「言葉に気を付けなさい、辺境の原始人」

「フンガー」

　上から見下ろす孝太郎、下から見上げるクラン。二人の距離は驚おどろくほど近い。少し首を動かせば、キスが出来そうなくらいに。しかし二人はかつてとは違って、この距離でも落ち着いていた。二人とも決して言葉にはしないが、お互いに相手を一番信用出来る人だと思っていたからだった。

「フンガー、フガー」

「そんなに恐おそる恐る触さわらなくても、そのラジオは壊こわれたりしませんわよ」

「グガー」

「最近分かって来ましたけど、あなたってわたくしが大切にしている事は、過か剰じようなまでに大切にして下さいますわよね？」

「………グー………」

「まったくもう、あなたという人は………ふふふふ………」

　それから二人はしばらくその姿勢のままお喋りを続けた。その内容は昨日あった事や、本で読んだ内容など、特に意味があるようなものではない。だから話題はしばしば脱線を繰くり返かえし、いつの間にか全く関係ない話をしているような状態だった。今の二人にとっては内容よりも、お喋りをする事それ自体に意味があるのだった。

「よし、行くか」

　そんな状態であったから、お喋りの終わりも唐とう突とつだった。窓の外から夕方のオレンジ色の光が差し込んできた頃。孝太郎は腕を解いてクランを解放した。といっても、大分前から既に腕に力は入っていなかったのだが。

「あら、どこへ？」

　クランは残念そうだった。彼女としては、時間が許す限りお喋りを続けたかったのだ。だから彼女は頬を膨ふくらませ、孝太郎の膝ひざの上から動こうとしなかった。

「あの店だよ」

「あの店？　どの店ですの？」

「このラジオを買った店だ」

「何をしに行きますの？」

「察しの悪い奴やつだな、お前は」

「もったいぶらないで教えて下さいまし」

「真空管のアンプを買いに行くんだよ」

「アンプを………それまた何な故ぜ？」

「本当に察しの悪い奴だな………今日で終わりで良いのかって話をしているんだぞ？」

「あっ………」

　クランはここでようやく孝太郎が何を言っているのかを理解した。ラジオと同じように二人でアンプを組み立てようという話をしているのだ。そしてお喋りと同じく、実は何を組み立てるかは大した問題ではない。孝太郎はそれを続けるかどうかを、クランに尋たずねていたのだった。

「で、でも、良いんですの？　アンプの方は、少しばかり値が張って………」

「欲ほしくないのか？」

「欲しいですわっ！　とても！　それでもアンプだけでなくレコードのプレーヤーとかも必要だから、安易には………」

　真空管のアンプには、接続して使うレコードのプレーヤーやスピーカーが必要になる。それ単独で使えるラジオとは違って、余計なお金がかかるのだ。クランとしてはそこを申し訳なく思っていた。

「お金の事なら心配するな。大事な時に使おうと、貯ためてあるんだ」

　孝太郎はアルバイトを始めた頃から一いつ貫かんして大半を貯金し続けている。普ふ段だん少しずつ浪ろう費ひをするよりも、必要な時に沢たく山さん使う方が有益だと思っているからだった。

「今は………大事な時ですの？」

　クランは不安そうにしていた。かつてのクランは常に、自分の価値に絶対の自信があった。だが多くの経験を積んで成長した彼女は、自分の価値に不安を覚える事があった。まだ立派な皇族は遠いと思っていたのだ。

「違うのか？　これ以上大事な時は、そうそうないと思うが」

　今の自分とクランの為になら、お金を使う意味がある。照てれ臭くさいのでなかなか言えない事ではあったが、孝太郎は勇気を出して一歩踏み出した。

「そうですわね………大事な時ですわ、とても！」

　そしてクランも。何が大切なのかは、彼女にももう分かっていた。

「だったらそこをどけ。すぐに行くぞ」

「はいっ」

　クランはお喋りを続けて欲しかったから、孝太郎の膝の上に居い座すわっていた。そんな彼女がバネ仕じ掛かけの人形のように素す早ばやく立ち上がった。その勢いは強く、起き上がる時に彼女の長い髪かみが鞭むちのように孝太郎の顔にぶつかるほどだった。

「いてて………嬉しいのは分かるが、少し落ち着け」

「落ち着きませんわ！　あなたがわたくしをこういう人間に変えたのですから、最後まで責任を取ってくださいましっ！」

「………仰おおせのままに、マイプリンセス」

「さあ、参りますわよ」

「はいはい、仰せのままに」

　そうして二人は一〇六号室を後にした。音楽用アンプの組み立てキットを買いに行くだけなのだが、この時のクランの様子はとてもそういう風には見えなかった。

　―――まるで婚こん約やく指輪でも買いに行くみたいですわね………。

　この時のクランの姿は、もう一人のクランにはそのように見えていた。そしてその時の二人の姿こそが、夢を介かいして覗のぞき見みた別の世界の、最後の光景だった。







　目を覚ましたクランが最初に見たのは、築二十数年のアパート特有の古びた木製の天てん井じよう、そして自分を見下ろしている一人の少年の姿だった。

「起きたかクラン」

「んー………ベルトリオン？」

「その様子だと、最終的には悪くなかったみたいだな」

「えーと………」

　クランは横になったまま孝太郎を見上げつつ、頭を働かせる。晴海とは違って何かの途と中ちゆうで目覚めた訳ではないので、クランが寝ね惚ぼけるような事はなかった。そして今の状況、夢の中であった事を順番に思い出していった。

　―――ベルトリオンに寝顔を見られていたようですわね………。

　そうしている間、その事がずっと頭の片かた隅すみにあった。しかし今のクランは寝顔を見られるぐらいでは動じたりしない。もちろん恥はずかしいは恥ずかしいのだが、それが許される関係だと信じられるようになっていたから。

「………最初は散々でしたわ。これでもかとわたくしの駄だ目めなところオンパレードで」

「そうだろうな。お前が寝てすぐぐらいの時に、眉み間けんにこーいう縦のしわが出来てた」

「そんなにひどい顔でして？」

　クランは自分の頬に手を当て、軽く頬を染める。単純な女の子の事情として、歪ゆがんだ表情を見せたくないという気持ちがあった。

「多分な。そんなに長続きはしなかったから、しっかりとは見れてない」

「へぇ………やはり時間感覚にはズレがあるのですわね」

「そうらしいな。向こうに世界のルールを決めた人が居るから、その辺が気になるなら訊いてこいよ」

「要いりませんわ。わたくしは、全ての謎なぞの答えが自由に手に入るという事は、何も知らないのと同じだと思いますの」

「やっぱり自分で積み上げないと駄目かい？」

「ええ。分かり易やすい所では………そうですわね、誰だれかにそれが正しいと言われて関係が改善した訳ではないでしょう？　わたくしとあなたは………」

「そうか………俺おれ達たちの場合は、過程の方が重要だったよな」

　クランの話は孝太郎にも実感があった。クランとの和解、他の少女達との和解、それらは答えを知っていれば出来るというものではない。むしろ知らなかったからこそ、自然と互いの手を取ったのだ。

「科学も多くがそうですわ。前にも言いましたけれど、真空管だって白熱電球の研究から派生した技術ですのよ？」

「真空管？」

　孝太郎が首を傾かしげる。この時の孝太郎の不思議そうな顔を見て、クランは気付いた。

　―――そうでしたわ、わたくしはベルトリオンと真空管の話をしていない………。

　真空管の話をしたのは別の世界のクランと孝太郎。自分の世界においては、真空管の話はした事が無かった。

「あー、えーと………真空管というのは、半導体の直前に使われていた技術ですの。白熱電球の改良をしていく中で、生み出された技術ですのよ」

　僅かに目を細めて笑うクランの表情は寂しげだった。彼女は少しだけ、孝太郎が真空管の事を知らない事が寂しかったのだ。もちろんクランも真希や晴海同様、別の世界よりも今いる自分の世界の方がしっくりくる。それでも自分と孝太郎が真空管ラジオを作っている姿は、とても印象的だった。

「だからもし神様が―――って、あそこにいらっしゃいますけれど―――効率がいい白熱電球の作り方を直接人間に教えていたら、真空管は生まれていませんの」

「研究の過程から出て来たものって事か」

　孝太郎にはこの時、クランが何を思っているのかは分からなかった。分かっていたのはクランの笑顔が曇くもっている事、そして真空管に関する話題だという事だった。

「ところで真空管って、どんなものなんだ？」

　数時間前に遺い跡せきの少女に願い、クラン達を取とり戻もどした事で、孝太郎は自分の気持ちをひとつ、はっきりと理解する事が出来た。それは彼女らの表情が曇っているのが嫌いやだという気持ちだ。だから孝太郎は、とりあえず真空管の話を続けてみる事にした。

「ベルトリオン………」

　クランの方も、孝太郎の気持ちが分かる訳ではない。どういう意図で真空管の話を続けたのかは想像するしかなかった。けれどクランの方も理解していた。孝太郎が自分達を選んでくれた事。そして不器用ながらもその気持ちを示そうとしてくれている事。それを正しく受け取る為には、自分からも行動が必要だという事。別の世界の自分がやっていたように、孝太郎が伸のばしてくれている手に、自分も手を伸ばさねばならないのだ。そう、別の世界を羨うらやましがる必要などない。同じ事はきっと、この世界のクランと孝太郎にも出来る筈はずだ。それだけの繋つながりはある。あとは勇気一つ。だからクランは微笑んだ。

「構造としてはほぼ白熱電球ですの。違いは別の線が発光部の近くにあって、その流れを発光部側でコントロールできますの」

「白熱ってんだから………電球が熱くなると、別の線の側で電気が流れるとか？」

「珍めずらしく冴さえてますわね、正解ですわ。ではそのもう一歩先を想像して下さいまし。より熱くなったらどうなると思いまして？」

「………沢山電気が流れる？」

「御ご名めい答とうですわ。そういう性質を使って、電気を増ぞう幅ふくしたり流れを整えたりしますの。電子機器の基き礎そですわね」

「聞いた感じ、音量を上げるのに使えそうだな」

「今日のあなたは本当に冴えてますわね、大正解ですわ」

　そして二人にはもう一つ分かっている事があった。それはどんな事でもやってみる事。暇つぶしでもお喋りでも構わない。真空管の発明のように、思わぬところから新しいものが飛び出してくるのかもしれないのだから。










　それからしばらく時が流れ、カレンダーの日付けは五月に差さし掛かかろうとしていた。孝太郎達は四月五日の事件と、それに関連する記き憶おくの全てを消去した。そうした方がスムーズに元の暮らしの中へ戻っていけると考えたのだ。その反面、マイナスもあった。それは別の世界を覗のぞいた時の記憶も消えたという点だった。

「最近いつも持ってるだろ、ソレ。なんなんだ？　電球か？」

「これ？　これは真空管ですわ」

「何だ、真空管って」

「真空管というのは、半導体の直前に使われていた技術ですの。白熱電球の改良をしていく中で、生み出された技術ですのよ」

　孝太郎達の記憶では、三月の終わりから四月五日までは何事もなく普通の日が続いた事になっている。おかげで四月五日に行われた『別の世界を覗く』という行こう為いに関する記憶も失っていた。本人達は知る由よしもないが、結果として同じ会話を繰り返すというような事も起こる。実際に今、クランは孝太郎に真空管に関する二度目の説明をしていた。

「………真空管の何たるかは分かったが、そんなもの持ち歩いてたら壊れちまうぞ。繊せん細さいそうなパーツだ」

「実はもう壊れていますの」

「なんだって？」

「壊れて交こう換かんしたんですけれど、なかなか捨てられなくて………」

「気持ちは分かる。俺も昔のバットを捨てられない派だ」

「意外にロマンチスト―――って、そもそもあなたロマンそのものでしたわね」

「意外にロマンチストはこっちの台詞せりふだ。何か思い入れでもあるのか？」

「実は以前、真空管のラジオに関する夢を観たんですの。それが素敵でしたから、願がん掛かけの意味を込めて、わたくしも真空管のラジオを買ったんですのよ」

「願掛け………？　ああそうか、そういやみんな前にそんな話をしてたな」

　別の世界を覗いた孝太郎と少女達は、その時の事を完全に忘れてしまうのは勿体ないと考えた。そこで一同は遺跡の少女に頼たのんで『たまたまそういう夢を観た』という事にして貰もらった。だから孝太郎達はぼんやりとした夢という形で、別の世界の事を覚えている。それは現実ではないが、行動の指針にはなる。それでクランは真空管ラジオを買った。それは晴海が手首にリボンを巻くようになったり、真希がヘッドホンを買ったりしたのと同じだった。

「あなた、もう少しわたくし達に注目した方が宜よろしいですわよ？」

　女性の変化に鈍どん感かんな孝太郎に、クランは厳しい視線を向ける。いつの世も女性は鈍感な男性に厳しい。

「なるべくそうしようと思ってるんだが、慣れないもんでなかなかな」

「あら………珍しく素す直なおに認めましたわね？」

　これまでの孝太郎なら反論するところなのだが―――クラン相手なら特に―――この時は不思議とそうではなかった。少しだけ驚いたクランは、メガネの向こう側で目を丸くしていた。

「夢なら、俺も少し前に印象的なのを観た。死んだ母さんに叱しかられる夢でさ」

「どう叱られましたの？」

「大まかに言うと、もう少し他人に優やさしくなれって感じかな」

　孝太郎はそう言って肩を竦すくめる。夢を観た後に孝太郎が自分の生活を冷静に見つめ直すと、ところどころで少女達に負担をかけている事に気が付いた。クランの場合は何度も怒おこらせる事。それは孝太郎の甘あまえでもあるのだが、どうあれやり過ぎは良くないと考えを改めた。今回反論しなかったのも、その一いつ環かんだった。

「それで気持ちを入いれ替かえたと」

「ああ。入れ替えたって程ではないかもしれないけど、方向的にはそういう事だな」

「でも、なかなか生活を変えるのは難しい？」

「そんなところだ」

　考えを変えても身体に染しみついた行動を変えていくのは難しい。例えば、つい反射的にクランを怒らせるような事を言ってしまう事があるのだ。時間をかけて変わっていくのだろうが、今はまだその最初のあたり。少女達の期待を満たす水準ではなかった。

「でしたら仕方ありませんわね。きちんとやっているのに出来ていないというのなら、責めては酷こくですもの」

「寛かん大だいなお言葉に感謝致いたします、皇女殿下」

「ふふふ、こんな時ばっかり………ふふ………」

「変わるってんなら、お前らも少し変わった気がするよ」

「どんな風に？」

「うーむ………言葉にするのが難しいんだが、何というかこう………気配が柔らかくなった？　という感じかな………」

「ふふ、多少は変化してくれなくては、願掛けの意味がありませんわ」

「願掛けか………どんな願掛けなんだ？」

「わたくしの場合は………勇気ですかしら」

　クランは顎に指を当てた状態で少し考え込むと、そう結論した。願掛けの理由は少女毎ごとに違う。クランの場合は勇気だった。

「勇気なら足りてそうだけどな、お前の場合」

　孝太郎は首を傾げる。孝太郎はこれまで、クランが慌あわてているところなら幾いくらでも見た事があったが、怯おびえているのを見た事は無かった。

「そういう勇気ではありませんのよ」

　やはり孝太郎はまだ女の子というものを理解していない。今後の成長に期待したいところだ―――クランは苦く笑しようした。

「じゃあ、どういう勇気なんだ？」

「それは………」

　クランは苦笑を消すと、手元に視線を落とした。そこにあるのは壊れた真空管。願掛けで買ったラジオの一部。クランはしばらくそれを見つめてから話を続けた。

「………それは、こういう勇気ですのよ」

　そうして彼かの女じよは空いている方の手で孝太郎の手を握にぎった。それは手を繋ぐ、という非常に簡単な行為だ。早苗やキリハあたりは日常的にやっている。しかしクランの場合はそうではない。ここまでには多くの障害があり、それを乗のり越こえ、そして必死に勇気を捻ひねり出だしてようやくここへ至った。彼女にとっては決して簡単な事ではない。だからこそ孝太郎を見上げるクランの瞳ひとみは懸けん命めいに何かを訴うつたえており、その頬は赤かった。そして繋いだばかりの手には、強い力が込められていた。

「クラン………」

「必要な時に、必要な事が出来ますようにって………これはそういう勇気ですの」

「勇気、か………」

　必死なクランの姿、手に感じる力とぬくもり。大きく見た場合には、孝太郎とクランの悩なやみは同じだったのかもしれない。

　―――勇気だ。誰かが好意を示してくれた時に、それを受け入れる勇気だ。きっと俺にも必要な物だ………。

　孝太郎が心の奥おくで他人を拒きよ絶ぜつして優しく出来ずにいたのは、そうする勇気がなかったという事でもある筈だから。だから孝太郎もクランと同じようにした。しばらく真空管を眺ながめ、そしてクランの手を握り返した。

「ベルトリオン………」

　クランの目が見開かれる。この結果を期待していたが確信はなかった。だから勇気が必要で必死だった。クランの安あん堵どは深い。

「………」

「握り返して下さいますのね………いつも意地悪だから、少し………すこ、し………」

「………」

　孝太郎は何も言わず、手の力を強めてやった。口を開くとおかしな事を言いそうだったから。その辺りはやはり孝太郎。別の世界の孝太郎と事情は同じだった。

「さっさと行くぞ。店まではもう少しなんだろ？」

「あそこに、ポストが見えますでしょう………？　あの角を、右に曲がった先に目的の店が、あ、ありますのよ………」

　今日の二人の目的地は、個人向けの電子パーツ専門店だった。この世界においては孝太郎の目覚まし時計は寝ている孝太郎に蹴けられる頻ひん度どが低く、電池ボックスの故障がこのタイミングにずれ込んでいた。目的はやはり修理の為のはんだだった。

「泣くなよお前。俺が泣かしてるみたいじゃないか」

「あなたが泣かしてるんですわ」

「自分から始めたんだろうに」

　泣き出してしまったクランの手を引き、孝太郎はポストがある角を曲がっていく。それから幾らも歩かないうちに、問題の店はあった。見み間ま違ちがう筈もない。ショーウィンドウにはクランが手にしている真空管が使われた、ラジオが飾かざられていたのだ。

「真空管のラジオも、ここで買ったのか」

「………そう、ですわ………味のある、デザインで………素敵だと………」

「こういうの木製のチェストの上とかに置いとくと良さそうだな」

「意外と………理解が、ありますのね？」

　クランはこの時、不思議な気分を味わっていた。どこかで孝太郎と同じようなやり取りをしたような気がしたのだ。それは別の世界のクランと孝太郎のやり取りだ。だがここに居るクランはそれをおぼろげにしか覚えておらず、結局理由は分からずじまい。しかしそれでもその感覚は、クランに笑顔を取り戻させるだけの力を持っていた。

「しばらく昔のフォルトーゼに居たからな。多少は身に付くさ」

「なるほど、確かに、そうですわね。うふふふ………」

　涙なみだを拭ぬぐい、笑顔に戻ったクランは、ショーウィンドウの中を覗き込む。その視線の先には真空管のラジオ。その隣となりには真空管のアンプ。彼女はそれらを自分の部屋に置く事を想像して、楽しそうにしていた。孝太郎はそんなクランの様子を見ていて、彼女に対するある質問を思い付いた。

「なぁ、クラン………」

「はい、何ですの？」

「………いや、なんでもない」

「おかしなひと」

「それはお前に言われたくないぞ。お前は相当におかしいやつだ」

「不思議ですわ、しっかり手を繋いだままだと、悪態って別の印象になるんですのね」

「ウッ………」

　だが結局、孝太郎はクランに何も質問しなかった。途中で質問する意味が無いと悟さとったのだ。だから孝太郎はクランには何も相談をせず、真空管アンプの組み立てキットを買って帰る。そして二人は、何週間もかけてそれを組み立てる事になるのだった。
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あとがき







　皆さんお久しぶりです、著者の健たけ速はやです。今回も無事に『六畳間の侵略者!?』の三十三巻をお届けする事が出来ました。今回はドラマＣＤ付き特装版もあるので作業は少し慌ただしい感じだったのですが、幸い無事に刊行する事が出来ました。このあとがきを読んでいる方がどちらをお買い上げ頂いたのかは分かりませんが、楽しんで頂けていれば幸いです。




　今回も色々と話したい事があるのですが、まずは特装版、ドラマＣＤの事をお話しておこうかと思います。




　今回のドラマＣＤも前回同様『六畳間の侵略者!?』という作品が十周年を迎えた事に関連した企画で、ありがたい事にＢＯＯＫ☆ＷＡＬＫＥＲさんが主導して下さいました。具体的にはＢＯＯＫ☆ＷＡＬＫＥＲさんの公式サイトで投票を行い、九人の主要な女性キャラクターの中からこのドラマＣＤのヒロインを選出するという形式で制作されました。その結果ヒロインに選出されたのは真ま希きちゃん。次点がクラン。そんな訳でドラマＣＤの方は真希ちゃんがヒロインで、三十三巻の中編はクランがヒロインという形になりました。やはりアニメの範囲で仲間になっていない二人が強かったようです。そもそも二人とも以前の人気投票では上位に来ていなかったんですよね。そしてクランは最初の頃のドラマＣＤで既に仲間になった様子が描かれているので、真希ちゃんが勝ったのではないかと思っています。この結果からするとキャラクターの人気はそう大きな差がないようです。『仲間になった後の様子を聴いてみたい』という願望が乗っただけでひっくり返る程度の差でしかない訳ですから。実際得票数も四位以下では得票数に倍の差が付いていませんでした。この場合、投票の時の訊き方でも結果は変わって来そうです。今回はドラマＣＤのヒロインは誰が良いかでしたが、嫁にしたいのは誰かとか、付き合いたいのは誰かとか、一緒に住みたいのは誰かとか。………ゆりかは単純な人気投票では上位ですが、一緒に住みたいのは誰かと訊くと下位だろうな（笑）

　こうして今回のドラマＣＤのヒロインが真希ちゃんに決まった訳なのですが、実はここからが大変でした。真希ちゃんは登場キャラクターの中で一番真面目な子なので、恋愛面で関係を進めるには彼女が納得するだけの適切な手順を踏まなければなりません。つまり何であれ時間がかかってしまうのです。それをいかにドラマＣＤの枠の中（最大75分）に収めるのか、それが問題でした。私はそこからしばらく頭を悩ませ続け、捻ひねり出だしたのが子猫の『ごろね』でした。勝手気ままな子猫が、真面目にやりたい真希を強制的に脱線させてしまうのです。そこさえ決まってしまえば後は順調でした。まず私がドラマＣＤ用に中編の小説を書き、それをテレビアニメで脚本を担当して頂いたヤスカワショウゴさんにお届けしてドラマＣＤ用の脚本に起こして頂きました。音声の収録などもアニメの時の声優さんや製作陣が再集結（再集結出来たのも実は凄い事です）、めでたく特装版用のドラマＣＤが完成しました。

　収録の時は前回の晴はる海み・アライア役の高たか本もとめぐみさんに引き続き、真希ちゃん役の鬼き頭とう明あか里りさんに大変なご苦労をさせてしまいまして。そもそも七巻の途中までしかアニメになっていないのに、三十三巻の真希ちゃんをやれと言われてもピンとこないのは明らかですよね（笑）　しかもその二つだけでなく真希ちゃんが徐々に変化していく流れを短い間で表現して頂く必要がありました。無茶を言って本当に申し訳なかったです。でも読者の皆さんが仲良くなった後の真希ちゃんの声が聴きたいって言ったので、仕方がないのです（免罪符）。だからもうただただありがとう、鬼頭明里さん。

　ちなみにハートインベーダーの四人＋鬼頭明里さんは、アニメの時に比べると見た目の雰囲気がすっかり大人になっていました。ですが身長は伸びていませんでした。年齢が二十台のうちはまだ背が伸びる可能性が残っているそうなのですが、彼女達には残っていなかった模様です。それと中身はあまり変化がありません。懐かしい感じできゃっきゃしてました。みんな元気そうで何よりです。ちょっとホッとしました。言うまでもありませんが、ベテラン勢は安定の変化なしです。こちらは流石さすがの一言。

　そしていざ完成して気付いたのが、これは六枚目のドラマＣＤであり、そもそも六枚もドラマＣＤを出せている作品は他には殆ほとんどないという事です。それだけ読者の皆様の支持があり、また製作陣や出演声優の皆様にも恵まれたと言えると思います。だから十周年という節目の年にこうしたものを作れるという事を、読者の皆様や関係する全ての人々に深く感謝申し上げます。




　さて、今度は三十三巻そのものの方のお話をしようかと思います。この三十三巻はＨＪ文庫のＷＥＢサイト『読める！　ＨＪ文庫』に掲載していた『六畳間の侵略者!?　へらくれす！』の短編が三本と、書き下ろしの中編が一本という構成になっています。

　短編は『頭脳派頂上決戦!! 何故か孝太郎の危機!?』『ひよこデイズ』『想い出の場所にて』の三本。タイムスタンプを見るとそれぞれ二〇一七年の一月、三月、五月に執筆されたものです。という事は二十五巻が出た直後ぐらいに書いていたものなので、二十五巻は既にフォルトーゼの話ですから、まだフォルトーゼに行っていない頃の話として書いた筈はずです。つまり二十巻以前＋へらくれす巻の二十三巻ぐらいのノリのお話です。大分前ですね。でもこの頃はもう少女達は気持ち的には固まってきている時期ですから、現在と大きな変化はないような気もします。表面的には素直になれなくても、本音は固まっている感じですね。

　そしてそれらに続く中編は『増幅回路についてのあれこれ』と題した、孝こう太た郎ろうとクランが恋人同士になるとこうなりますという物語です。基本、意地っ張りで素直ではない孝太郎とクランなので、くっつくまでには紆う余よ曲きよく折せつがあります。そのもどかしい感じを楽しんで頂けたらと思います。うん、多分ドラマＣＤにしたらクラン役の声優の田た村むらゆかりさんが苦労―――しないかもしれないな、あの人は。なんかサラっとやってくれるかも。収録現場の田村ゆかりさんはプロのスナイパーみたいな人で、こっちの要求以上の演技をあっさりとやって、颯さつ爽そうと去って行くんですよね。あ、でもお茶目な人で、今回のドラマＣＤには数匹の野良猫が出てくるんですが、その中に田村ゆかり猫が混じっていた筈です。多分。野良猫はモブキャラ扱いで立候補式だったんですよ。そこに立候補して下さって。だから何と言うか、お茶目なスナイパーです。そうそう、意外と人気があったんですよ、野良猫役。みんなやりたがってました（笑）




　この巻の事で皆様にお伝えすべき話はこのくらいでしょうか。それでは引き続き次の巻の話に移りたいと思います。前巻のあとがきでも少し触れましたが、次の巻は地底の霊子力技術についてです。

　ヴァンダリオン派はもともとエゥレクシス経由で一部の霊子力技術や魔法を使っていましたが、それらを正しく理解していたという訳ではなく、ＤＫＩの新技術ぐらいの認識でした。ですが今現在孝太郎達が相手にしている残党は既にその事を理解し、真の意味で技術を手に入れようと画策しています。

　次の三十四巻では、彼らがその第一歩として地底の技術の入手を図るという物語が展開していきます。無論、孝太郎達はそれを阻止すべく動き出します。しかし相手はかつてないほど冷静で用意周到な者達です。果たして孝太郎達は無事に技術の流出を防げるのか。戦いは単純な力のぶつかり合いではない領域へ突入していきます。ご期待下さい。




　今回のあとがきは五ページ以上九ページ以下という事なので、この辺りで終わりにしておきます。ちょうど良い感じにページが無くなってきましたし、皆様に伝えるべき内容も伝え終えたと思います。それでは最後にいつものご挨拶を。




　この巻を書く上でお世話になった編集部の皆様、特装版が出る時は仕事が増えるのに文句一つ言わないイラスト担当のポコさん、ドラマＣＤの製作で御協力頂いた関係各社の皆様、出演声優の皆様、何より長い間お付き合い頂いている読者の皆様に心より感謝を申し上げます。十周年の期間はもうすぐ終わりを迎える事となりますが、今後も引き続きしっかりやっていきたいと思いますので、皆様も引き続きよろしくお願い致します。




　それでは三十四巻のあとがきで、またお会い致しましょう。





二〇一九年　十月　

健速　
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